


















































これはゾンビですか？17




はい、ボクは死にましぇん
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本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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プロローグ「ん。アユムの性格から、迎撃策しかないとは思ってたんだ」




第一話「……相川に、合わせる顔がねえんだ」

第二話「うん。相川くんが一番早かったよ」

第三話「よしっ！　いくぞアユムっ！　作戦開始だっ！」

第四話「歩とペアルックなんて──これが最初で最後でしょうね」




エピローグ「おかえりなさい。歩」







　あとがき




















　春休みに入る頃ころ、俺は困っていた。

　ノロウイルスに冒おかされていたとき、伝えられた衝しよう撃げきの事実──

　この世界で、戦争が起きようとしている。

　その原因を作ったのは他ほかでもない。

　俺だ。

　俺なんだ。

　俺のせいで、冥めい界かいとヴィリエからわんさかと兵が送られてくる。

　それがいつなのかは分からないが、そう遠くはなさそうだ。

　あれから何日経たったのか。

　俺は大先生を通してヴィリエの女王であるリリアや、アンダーソンくんを通してベートーヴェンと小こ泉いずみ純じゆん一いち郎ろうを足したような通つう称しよう『ベー郎ろう』と交こう渉しようしようと思ったが──

　ついにそれは叶かなわなかった。

　どれだけ足あ搔がいても、焦あせっても、何にも出来ない自分を見せつけられる。

　今までが、どれだけ奇き跡せき的な出来事だったのか。

　所しよ詮せん、ただの一いつ般ぱんピーポーであるゾンビに、世界をどうこう動かせる訳がない。

　ただ驚きよう天てん動どう地ちの出来事に、巻き込まれることしか出来ないんだ。

　はあ。

　溜ため息いきを吐ついても、何にも解決しない。

　それは分かってるんだが、ついつい出てしまう。

　三世界サミットなんて開いていた頃が懐なつかしい。

　あそこでもっと頑がん張ばれば。俺がもっと頭が良ければ。戦争なんて起こらなかったのかもしれない。




　戦争とは、外交の失敗である。




　そんな言葉が、今の俺には相応ふさわしい。

　溜息を吐く以外に、何をすればいい？

　何も出来ない。

　俺は……俺はなんて無力なんだろう。

　倦けん怠たい感かんと脱だつ力りよく感に苛さいなまれていると──

「おいこらバユムが」

　げしっと背中に膝ひざ蹴げりをされた。

　俺は居間でこたつに入り、背中を丸くしてぼーっとテレビを見ていたんだが、背筋をピンとさせられるように蹴られてしまった。

　振ふり返れば、そこには奴やつがいる。

「なんだ？」

　俺はまるで死んだような目をしていたんだろう。

　中学生みたいな体型の茶ちや髪ぱつ少女──ハルナが、俺の頰ほおをぐにーっと引っ張った。

　何すんじゃこら。

「なに世界が終わったみたいな顔してんだって言ってんの！　終わってから絶望しろよな！」

「だから、もう終わったんだってば。俺に出来ることなんて何もない」

　げしっともう一度膝蹴り。

「戦争が始まっても、すぐ終わらせればいいじゃん」

　ぴょんと跳とぶように、ハルナは俺の隣となりに滑すべり込む。

「簡単に言うなよ。大兵力がぶつかり合うんだぞ？　今までとは違ちがう──」

「あたしの策を聞けよな！」

　俺の言葉を遮さえぎって、ハルナがふんぞり返る。

「策があんのか？」

　俺とハルナのテンションは、天地ほどの開きがあった。

　ハルナは机の上にバン、と叩たたきつけるように紙を広げる。

　それは、プリントの裏側だった。

　たしかに、授業で配られるプリントなんて、落書きの餌え食じきになるのが常ではあるが、再利用せんでも、普ふ通つうにまっさらなルーズリーフとかあったろうに。

　見れば、俺が描かいた落書きの横に、犬やら何やら落書きが追加されている。

「今あたしらには三つの選せん択たく肢しがあると思う」

　ハルナがペンのキャップを勢いよく開けた。

「おや？　何やら興味深い話をしているようですね」

　風ふ呂ろ上あがりの綺き麗れいなお姉さんが、ちょうど居間へとやってきた。

　いつもはポニーテールだが、今は風呂上がりのため、髪かみを下ろしている。

『何の話？』

　その隣には、銀髪の少女。

　風呂上がりなど関係なく、いつも通りの鎧よろい姿すがただった。

　セラとユー。

　これで我が家の面々が勢せい揃ぞろいした訳だ。

　ハルナは二人には気にも留めず、話を進める。

「まず一つは──恭きよう順じゆん策」

　その一言で、ユーは何の話なのかを理解したのか、すっと定位置に正座する。

　テレビが一番よく見える位置。それがユーの場所だ。今は正面にハルナがいて、テレビは全然見えないだろうけどな。

　どうやらただの落書きではなく、ちゃんとした意味のある絵のようだった。

　ちゃんと説明するために紙面にするなんて、こいつも成長したんだな。

　ハルナがグルグルと強く丸したのは、一いつ匹ぴきの──犬？　か──クマ？　か──まあ、何かの動物だった。

「恭順って──すまん、どういう意味？」

　セラとユーはハルナの言葉でどういうことを話したいのか理解したみたいだが、俺にはさっぱり分からない。

　教養って必要ですよね。基本授業も寝ねて過ごしている俺に、小難しい話や言葉は分からない。

　そりゃあ、誰だれだって知ってることは知っているし、知らないことは知らないのさ。

「相手の命令に従うということです」

　ってことはつまり今回で言うと──

「ユキノリとアユムをヴィリエの女王に差し出して許しを請こうんだ」

　ハルナは真しん剣けんな表情で言う。

「それが最も簡単で、現実的でしょうね」

　セラが仕方が無いとでも言いたげに頷うなずく。

「却きやつ下かだ却下」

『歩あゆむ　ちゃんと聞いて』

　友ゆ紀きを差し出すなんて、良いわけがないだろう。

　俺は聞く耳も持たず、頰ほお杖づえをついてそっぽ向く。

「恭順策のメリットは、この世界が無事で、ユキノリの命も保障され、戦争が終わる。さらに、魔ま法ほう技術を整える時間が生まれる」

「良いことずくめではありますね」

　ハルナとセラはそんな俺の気持ちなんか無視して、いや、その当事者である友紀の気持ちすら無視して、メリットなんてほざきやがる。

「他の策は？」

　恭順策なんて、とれるかよ。ただの全面降こう伏ふくじゃねえか。

「二つ目は、迎げい撃げき策。メガロと魔装少女を激げき突とつさせて戦力を分散させ、守り切る」

「良い策じゃねえか」

　俺は迎撃策が良いと思う。今までそうしてきたんだから。

『成功率は　低そう』

「迎撃策のメリットは、成功した場合、今と同じ環かん境きようが維い持じされる可能性が高い」

　現状を維持するための戦い。

　俺好みだね。

「最後の一つは？」

　俺の言葉に、ハルナは絵を描き加える。

　それは、誰が見ても分かりやすい、『城』だった。

　動物とか人物はわからないが、建物はちゃんと何なのか分かるな。

　そう言えば、以前ネネさんの家で同人誌を作ったときも、建物はしっかりと描びよう写しや出来ていた。




「女王が不在の王宮を取る」




　その城に、ぐるぐると二重丸を付けた。

「鎌かま倉くら幕府を守るため、朝ちよう廷ていを攻せめた北ほう条じよう政まさ子この策ですね」

「北条政子が何をしたのかはわからんけども。その策も無理そうだ」

『クーデターは　この案だった』

　そうか。悪あく魔ま男だん爵しやくはユーと一いつ緒しよに吸血忍にん者じやを作って、ヴィリエを攻めたんだっけ？

「この策のメリットは、ヴィリエを拠きよ点てんにすることでメガロの侵しん入にゆうをシャットアウト。ヴィリエとも講和に持ち込める可能性があるってところだ。まあ、前に一回やって失敗してるし、奇き襲しゆうにならなければ成功もしないけどな」

「やっぱり迎撃策をとりたいね」

　一番成功率が高そうだし。

「そう言うと思ってました──とハルナの顔に出ていますね」

「ん。アユムの性格から、迎撃策しかないとは思ってたんだ」

『ただ　迎撃出来るの？』

「ハルナのことだから、その先の策もあるんだろ？」

　こくりと頷いたハルナだったが、少し表情は曇くもっていた。

「まず、ユキノリを囮おとりにする」

　その第一手から、俺には容よう認にん出来るような内容じゃなかった。

「あのなハルナ」

　さっきから、弟で子しであり友達である友紀を、まるでモノのように言うハルナに、俺はげんこつでも一発お見み舞まいしてやろうかと詰つめ寄よった。

「歩。とりあえず聞きましょう。気持ち悪いですよ？」

　セラに言われ、俺は身を引いた。

　今はただ、案として聞こう。気持ちは二の次だ。

「冥めい界かい側もヴィリエ側も、狙ねらいは『永久機関』だ。どこに隠かくそうがどうせ見つかる。だから最初から見せつける」

　魔力の永久機関。それがあれば、全すべての世界が資源には困らなくなり、戦争はなくなるはず。

　そう思っていたが、それが戦争の引き金になってしまった。

「敵の兵力を分散させて各個撃破するのが兵法の常、──隠していた方が良いのでは？」

　というセラの意見に、ハルナは腕うでを組んでアホ毛をピコピコさせる。

「各個撃破出来るほど、個々が弱くないからな。乱戦に持ち込む」

「罠わなだって思うんじゃないか？」

「そうだな。だからきっと、女王は兵を送り、自分は遠いところで報告を待つ──そこを、討うつ」

　ヴィリエの女王リリアは、『臆おく病びよう』な性格だ。

　それでいて、確実性を求める性格でもある。

　魔力の永久機関を手に入れるためなら、自ら出しゆつ陣じんするだろう。

　現に、今この世界へ来ようとしている一〇〇万の兵は、リリアの親衛隊だという話だ。

「ふむ、織お田だ信のぶ長ながのように──ですね」

「信長……桶おけ狭はざ間まの戦いってことだな。それはさすがに知ってる」

　今いま川がわ義よし元もとが大軍で押し寄せてきた際に、大軍から少し離はなれた本陣へ突撃したって話だ。

　死中に活を求めるなんていうクレイジーな戦術は、戦国時代では多々あるが、その中でも特に有名な話だろう。

「次期女王は決まっていない。だから女王を討てば、退ひくしかなくなる」

「女王を討つか……」

　それこそ、大先生が望んでいたこと。

　女王は『ふうりんかにゃん』のせいでただの魔装少女では倒たおせない。だから、俺に女王のリリアを殺させようとしている。

　そして今、それしか方法がないような展開になっている。

「この策には、三つの関門がある」

「三つの関門？」

「まず一つ、ヴィリエが『戦争』を始めること」

「言ってる意味が分からん。いや、そりゃあ戦争始めるだろうよ？」

　そもそも、戦争が始まるからこういう話をしているんだし。

「はっきり言って、ただ都市を制圧するんだったら、記き憶おく操作だけで十分だ」

「それは……確かに」

　そうか。ただ永久機関を手に入れるだけなら、記憶を操作してうちの学校の人間でも嗾けしかければいい。反撃も出来ず、その内捕つかまるだろう。

「ヴィリエが武力で制圧する──つまり戦争を始めることが第一の関門だ」

「むしろ、なんで記憶操作をしないんだ？」

　労力を払はらって、犠ぎ牲せいを出してまで戦争をする必要性が、ヴィリエにはないはずだ。

　だから、ヴィリエが戦争行こう為いを選ぶことが、関門となる。

『ヴィリエは　人を人と思っていない』

　……侵しん略りやくしたあとのこの世界に、俺たち人類は必要ないってか？

「何な故ぜアユムを欲しがるのか。それは、この雑ざ魚こしかいない世界で唯ゆい一いつ、魔装少女と同等の力を持っていたからだ」

「ふむ。歩はすでに、ヴィリエでの『市民権』を得た──というわけですね？　戦争によって力を見せつけられた人間は、記憶操作されず、ちゃんとした『人』として扱あつかわれる」

　ふるいに掛かけるため、戦争をするってことか。

「恭順策のデメリットがこれだ。ヴィリエは戦うことも出来ない弱者を生かしておく気はない」

　友紀と俺を差し出すことで、全世界の人間が死ぬってか？

　それなら尚なお更さら、恭順策はとれないな。全く、恐おそろしい奴やつらだよ。

「次の関門は？」

「メガロの動きだ。まず、ヴィリエが侵しん攻こうを開始する──だけど、あたしらが動くのは、ヴィリエに遅おくれまいとメガロが動いたとき」

「ヴィリエが動いたときには、動かないってのか？　どうして？」

「この世界の戦力じゃあ、魔装少女数人倒すのがやっとだ」

　それは、吸血忍者も合わせて言ってるのか？　まあ聞こう。

「メガロの兵力を、全て魔装少女にぶつけなきゃいけない。かといって、こっちの命令通り動くほど、友好的でもない」

「そこで、友紀を囮にするって話に戻もどるのか。一カ所に、メガロの兵力を集中させるために」

　ヴィリエが侵攻を開始する。つまり世界中に魔装少女が散らばる訳だ。

　兵力が分散したところで友紀を囮に、魔装少女とメガロを呼び込んで戦わせる。

　そこまでしなきゃ、ヴィリエには、魔装少女には勝てない。

　──それが、ハルナの答えだろう。

　その策だったら、確かにこの世界が勝利するんじゃ──




「それでも、ヴィリエが勝つ。──一日も掛からずにな」




　ハルナの言葉には、自信が溢あふれていた。

　強がりではない。

　その可能性は、確かに高いんだ。

　俺は固かた唾ずを吞のんだ。

　だから、女王を討つ必要がある。

「今話していた話は、女王を討つまでの時じ間かん稼かせぎに過ぎないということですね？」

「それが──最後の関門だ」

　セラの言葉に、ハルナはこくりと頷うなずいた。

　そうして時間を稼ぎ、機を得たとして、ヴィリエが勝利するまでに、リリアを倒さなきゃいけない。

　しかし、ここには一つの問題があるわけだ。

「リリアって、誰だれが討てるんだよ」

　根本的問題。

　大先生との戦いで分かったように、どうにもならない力の差がある。

「記憶操作がある以上、この世界の人間に女王は討てない。ふうりんかにゃんがある以上、魔装少女に女王は討てない。葉っぱの人や冥界勢では、力不足」

「全ぜん滅めつだな」

『だけど　歩なら』

　ユーの言葉に、ぞくりと鳥とり肌はだが立った。

　俺なら？　大先生にも敵かなわなかったのに。

「いや、俺には無理だろ？」

「だから言ってんだろ！　あたしに、策があるってな！」

　さすがハルナだと言ってやりたいが──

　果たしてそんなことが可能なのだろうか？

　信長が危なげな賭かけに出た戦いは、俺の知る限り桶狭間しかないし、それは信長自身が「奇き跡せきだった」と称しようしている。

　一％の可能性でもあればそれに賭ける。

　言葉は格好良いが、俺はせいぜい七〇％ぐらいまでは賭けたくないね。

　ハルナを信用すべきなのかどうかも、今の俺には分からなかった。

























「ミストルティンを改造する？」

　俺は怪け訝げん中の怪訝な顔をした。

　ハルナの策というのは、なんてことはない。

　魔ま装そう少女としての俺をパワーアップさせるということだった。

「そうだ！　なんでこんなことに気付かなかったのか」

　ハルナはいつものようにふんぞり返り、声を荒あららげた。

　相変わらず、説明不足だ。

　今いま更さらだが、そんなことが出来るんだったら、大先生と戦う前にして欲しかったし、なんなら夜の王と戦う前にもお願いしたかった。

「どうしたいんだ？　ミストルティンを」

　俺は考える人のようにアゴに手をやり、あまり開かないアゴでぼそぼそと言う。

「そもそも、エネルギー源を魔力だけに断定していたことが問題だ。何かを魔力に変えること、魔力を集めることばかりをあたしは考えていた」

「で、どうしたいんだ？　ミストルティンを」

　俺はもう一度聞いた。

　クエスチョンにアンサーしていないと感じたからだ。

「葉っぱの人がアユムを気持ち悪いと思うとき、強い思念が生まれるんだ」

　俺はハルナから聞きたい言葉を引き出す方法を知らない。

　こっちから言うのは諦あきらめて、とりあえず相手の言いたいことを聞いてやろう。

　まるで、クレーム対応のようだ。

「……強い思念」

　言ってる意味が分からず、俺は眉み間けんが割れそうなほどに眉まゆを寄せていた。

「その思念をエネルギーに変えられるとしたら？　魔法には使えなくても、純じゆん粋すいなパワーとして供給できるよう改造すれば？」

………………えっと…………言ってる意味が分からん。

「それこそ、無限のエネルギーになり得ますね」

　セラさんは理解出来んのかよ。すげーなお前。

「セラ、俺にも分かるように翻ほん訳やくしてくれ」

「つまり、ハルナはこう言いたいのでしょう。歩あゆむを気持ち悪いと思う負の感情を力の糧かてにすると」

　なんだその魔王みたいなの。

　気持ち悪いという感情で戦えってか？

「いや、普ふ通つうそこは、愛の力とか友情パワーだろ」

「愛やっ！　勇気でっ！　人を殺せるか────っ！」

　頭が痛くなってきた。気持ち悪さで人は殺せるのか？　いや、まあ負の感情の方が自殺に追いやったり呪じゆ詛そを飛ばすことは出来るかな。

「で、それを、魔力に変へん換かんするってこと？」

　要するに、だ。

　リリアや大先生と俺に差があるとすれば、それは魔力の存在であると。

　その差を埋うめるために、思念を魔力に変えて──

「……何にも聞いてないなこのバカは」

　ハルナがやれやれと首を横に振ふりながら溜ため息いきを吐つく。

「そもそも魔力という概がい念ねんを度外視して、新たなエネルギーを開発するのがハルナの目的です。歩は、火力発電や原子力発電という部分をハルナが思いついたとお考えのようですが、ハルナは電気ではないモノを供給すると言っているのです」

「……なるほど。電気に置き換かえての説明は分かりやすいな。つまり、今まで全すべてを『魔力』で補っていたが、それを『思念』に置き換えると」

　電球を点つけるのに、電気が必要になる。

　そして、俺は新たな発電方法を見つけたんだと思っていたが、──ハルナは電気ではない別の力。つまり『思念』で電球を点ける。ということなのだろう。

「さっきからそう言ってんじゃん」

「ちょっと待てよ。ってことは、思念を糧に魔力の永久機関を作れば誰だれも死なずに済むんじゃなかろうか」

　魔力と同じ役割を人の思い……『思念』が補えるなら、それこそ永久に使え──

「魔力とは別物だって何回言えばわかんのこいつ」

「もう分からないと諦めるべきですね」

　二人に溜息を吐かれた。

　そもそも電気の代わりにするわけじゃないから電球を点けられないってこと？

　いや、電球も作るし、さらにその動力も作るということなのだろう。

　魔法と魔力。

　電化製品と電気。

　そういう概念を取っ払ぱらって、新しいシステムを作る。

　つまりはそういうことなのだろうか。

　あーもう、頭が痛くなってくる。

「とりあえず、それがあればリリアを止められるのか？」

　なんだかんだと話したが、つまりはこれに尽つきる。

「さあ。やってみないとな。ただ、絶大な力を手に入れるってことは確かだ」

「じゃあ、早さつ速そくやってくれ」

　はいはい。と頷くと──

「今すぐやれるならやってるわボケぇ」

　べしべしと肩かたを殴なぐられる。

　興味の無さが気に障さわったようだ。

「わーったわーった。で、俺に出来ることはあるのか？」

　リリアを倒たおすためのパワーアップ。という風に考えず、ただメガロとの戦いとかで有利になるんなら、やる価値はある。

　協力してやろうじゃないか。

「呼べ」

　ハルナは弾はじくように言い放った。

「は？」

「まず最初はあのメガネだな」

　ハルナがアホ毛をピコピコさせながら、考える人のポーズを取っていた。

　呼べってどういうことだろう。

　しかも──メガネ？

　メガネの知り合いなんて、いたか？　いや、俺にはいるが、ハルナにいたっけか？

「メガネって──織おり戸と？」

　まさかな。

　ハルナがあの完全変態である織戸を頼たよるとは思えない。

　いや、織戸に頼らなければならないほど、切せつ迫ぱくしているのだろうか。

「オリオリオリオー？」

　はぁ？　と言いたげな顔をされた。

「そうじゃねえよ。ほら、いただろこうツンツン頭の」

　ジェスチャーを交えて表現してやるが──

「えー、そんな知り合いいたかなー？」

　首を捻ひねるハルナ。

「あいつ、覚えられてねえのかよ」

　さすがに、可哀かわい想そうになってきた。

　何度も何度も会ってるだろうに。

　いや、誰しも一人はいるであろう『知ってるけど誰かわからない人』だな。

　おー、久しぶりー。なんて声を掛かけられて──誰だっけ？　と悩なやんでしまうなんてことが希まれにある。

　喋しやべったことがあるかないか。印象的なことを言っていたかどうか。

　興味がない人物を、覚えることなんて難しい。

　興味がないことも覚えられるなら、得意科目なんて存在しない訳だから。

　それがハルナならば、なおさらだ。

「あたしが言ってんのは、すんごいネガティブな奴やつのこと」

「すんごいネガティブ──ああ」

　ハルナにしては、とても分かりやすい説明だ。

　すんごいネガティブな奴なんて、一人しか思い浮うかばない。そしてその人物は、確かにメガネを掛けていた。

　それは、セラと同じ吸血忍にん者じやで、ハルナと同じヴィリエ人とのハーフ。

　彩あや香かちゃんのことか。

　悪あく魔ま男だん爵しやくの娘むすめで、今は吸血忍者の里で引きこもり生活をしてるんだよな。

　………………呼ぶの？

　わざわざ西日本から上京させる訳か？

　新幹線だってタダじゃないし、彩香ちゃんは一応お偉えらいさんなんだぞ。

「電話じゃダメなのか？」

　アドバイスが欲ほしいなら──と提案したが。

「能力を少し借りるんだから、本人がここにいないとダメだろ！」

　ボールペンを首に刺さされた。こら、それはやめなさい。それ、普通に死ぬ奴だから。凄すご腕うでスパイがやる手口だから。

「ふむ。確かに彩香様のお力は、『思念』と関かかわりが深いですね」

　反対するかと思ったが、セラは了りよう承しようするようだ。

「わざわざ呼ばなくてもいいんじゃないかな。なんか申し訳ねえわ。こっちから出向くとかさ」

「あたしは！　今から！　ここで！　陳ちん腐ぷな世界を救うために！　ミストルティンを改造するって！　言ってんの！　移動しながら出来るかーっ！」

　バン、バン、バン、バン、バン、バン、バン、バン。

　机を叩たたきながら、五Ｗ一Ｈを強調する。

　はいはい。分かりました分かりました。

　つまり、ハルナはここで作業するから動けないと。

　そして、それに必要な彩香ちゃんを連れて来いってことなんだな。

　確かに、移動しながら細かい作業は出来ないだろう。

　セラの車はもちろん、普通に新幹線の中でも。

「セラ、頼たのめるか？」

　彩香ちゃんの呼び出し。俺がやるよりもセラがやった方が──

　あ、目を逸そらされた。

「……私にはとても……恐おそれ多くて出来かねます」

　まあ、社長の令れい嬢じようを平社員が呼びつけるなんて、出来ないわな。

　……俺だって恐れ多いわ。

　サラスに頼むべきかな。

　セラの上司で部隊長。元げん勲くん老ろうの件でさらに出世したとか。

　あいつなら、快く受けてくれるだろう。

　と、サラスにメールを送る。

　サラスも忙いそがしいし、電話をすると色々面めん倒どうくさいからな。

　いつでも確かく認にん出来るメールの方が良い。

　いつもならすぐに返事が来るのだが、この日は全然返信が来ない。

　どうか、したのかね？







　四時間ほどの時間が過ぎた。

　ハルナはプリントに落書きを続けていたが、誰も「さっさと改造を始めろ」とは言わなかった。

　この落書きこそがハルナの構想、その全てなんだ。

　どこをどう改造するのか。それを今、悩んでいるところなんだろう。

　何時間でも、待ってやるさ。

　いつも、そうしてきたんだから。

　ユーもセラも、俺と同じ気持ちなんだろう。

　無む駄だ話ばなしもせず、ただ静かに待っていた。

　サラスから連れん絡らくが来ないと、彩香ちゃんを呼ぶ方法もないからな。

　俺は吸血忍者の里がどこにあるのかすら、知らない。

　ヴィリエのことも冥めい界かいのことも、何も知らないんだ。

　……はあ。溜息が止まらない。

　セラは頑かたくなに呼ぶのを嫌いやがるし、どっちにせよ、サラスで呼べなきゃどうしたって呼べないだろうしな。

　それに、もし改造出来たとしても、それでリリアに勝てるとも限らないし、勝ったとして、戦争が終わるとも限らない。

　だから俺は、どこか本気になれないでいた。

　ぼーっとただ虚うつろに考え事をするぐらいだ。

　何なん杯ばい目かのお茶を、ずずずっと口に運んだ頃ころ──

「来たぞっ！　どうせ忘れてるだろうけど！」

　廊ろう下かを滑すべる、一人の少女。

　走り込んだせいで、ブレーキしきれなかったのだろう。つるーんと滑っては、見事にずっこけた。

　黒い髪かみと、ハルナのような体型のメガネ少女。

　一見するとただの少女だが、霊れい能のうをウリとするネットアイドル。

　それが彩香ちゃんだった。

「おー、早かったな」

　ハルナが冷ややかな目で見つめていた。

　おいハルナ。お前ちょっとバカにしてるだろ。

「大だい丈じよう夫ぶですか！」

　さすがに、セラは俺やハルナとは違ちがい、心配の様子で立ち上がった。

「ん。むんだいない。座っておれ」

　鼻を押さえ、ゆっくりと立ち上がる彩香ちゃんを見て、セラは着席する。

「サラスから連絡がないと思ったら、もう向かってたのか」

　と、声を掛ける。

「話を聞いて一目散に駆かけつけた。サプラーイズ」

　ピースを一つ。

　なるほど。驚おどろかせるため、サラスに返信しないよう指示していたんだろうね。

「………………誰だれ一人ひとり驚いておらんではないか。……やはり、どうせ妾わらわなど歓かん迎げいされておらなんだな」

　ずーんと落ち込んでしまった。

　壁かべの方を向いて体育座りする彩香ちゃんの姿に、セラがまた心配そうな顔で立ち上がろうとするが、それをハルナが制した。

「あたしは驚いたけど？　ハトが種たね子が島しまを撃うってきたぐらい」

　ハルナがフォローなのかなんなのか、妙みような喩たとえで驚きを表現してきた。

　ハトの方がかよ。しかも火ひ縄なわ銃じゆうかよ。平和の象しよう徴ちようが突とつ然ぜん狙そ撃げきしてきたら、とんでもない驚きだな。

「雉きじも鳴かずば撃たれまいのに」

　ハトにっ！

　なんでキジを撃ってんだよ。そのハトとキジに何があったかが知りたいわ。

「驚いていたのであれば感無量だ」

　元気を取り戻もどしたのか、また立ち上がる。

　それにしても凄すごいテンションだな。以前会ったときはこんな感じだったっけ？

　あの事件で、心を開いてくれたと思うべきなのだろうか。

「彩香様。わざわざご足労頂き、誠にありがとうございます。この度たびお呼び立てしたのは──彼女と戦争を止める手助けをして頂きたいのです」

　セラがハルナを指し示し、説明する。

「そんなこと、妾に出来る訳がなかろう」

　彩香ちゃんは口を窄すぼめて、ぼそぼそと小さく返した。

「あ、ちょっとこっち来いよな。根暗マンサーも」

　ちょいちょいっと手招きするハルナは立ち上がり、居間から出て廊下へ。

　玄げん関かんで魔ま装そう錬れん器き『ミストルティン』を手にして、階段を上がっていく。

　きょとんとした表情の彩香ちゃんはハルナに連れられるまま、階段を上がっていった。

　ハルナの部屋で作業をするつもりなんだろう。

　そのあとを、ゆっくりとユーが追う。

　ユーも必要な作業ってなんなんだろう？

「あー、あと、なんとかアユム」

　二階に上がったと思ったら、階段からにょっと顔だけこちらへ向けるハルナ。

「そのなんとかの部分は何が入るんだよ」

「変態とか雑ざ魚ことかロープ際ぎわとか窓際族とか氷結系最強（笑）とか色々あんじゃん」

　言われたことねえわ。変態しか言われたことねえわ。変態しか……変態……

　なんだか、寂さびしくなってきた。

「とにかく、なんだ？」

「絶対、見んなよな」

　とハルナはジト目で告げた。

　どういうことだ？　あいつはいつになったら『主語』を覚えるんだろう。

　主語なんてなくても伝わることは沢たく山さんある。

　だが、ハルナは伝える気がないからな。

『作業を　見られたくないみたい』

　ユーはハルナの言いたいことを完全に理解しているようだった。

　そんな遠くからメモを見せられても見づらくて仕方が無い。

　それでも読めるのは、長年の経験の為なせる業わざだろう。

　ぼやけていても、大体で文字を読むことが出来る。

　人間ってのは、凄いもんだ。

「ハルナの気持ちは、とてもよくわかります。たとえ、筋トレ中でも窓際族歩に覗のぞかれたくはありませんし」

「おいこら、早さつ速そく『窓際族』採用してんじゃねえよ。就職前だよ」

　それにしても気になる。

　とても気になる。

　皆みなさんは鶴つるの恩返しというお話をご存じだろうか？

　……見ないでと言われれば見たくなる。でも見てしまうと後こう悔かいすることになる。

　大まかに言うと、そんな感じの教訓を得られる物語だ。

　さて、あなたならどうする？

　鶴の恩返しも今の状じよう況きようも、ある点で同じだ。

　それは──『情報が足りない』というところ。

　見られるとどうなるんだか分からない。

　鶴も、戸を開けられると機はた織おりの際に温度を保てないから拘こだわりが～とか説明をしてくれればお爺じいちゃんは覗かなかったはずだ。

　どうして。という部分がとても重要だ。

　そこを不ふ明めい瞭りようにするから、こうしてうずうずと湧わき上がってくるのさ。

　まあ、どっちでもいいけどな。

「俺も、そろそろ部屋で寝ねるわ」

　彩香ちゃんも無事やってきたんだし、これ以上何も出来ない俺は、このまま起きていても邪じや魔まになるだけだと立ち上がる。

「歩……」

　セラがどこか寂さみしげに、俺を見つめていた。

「どうした？　お前らしくない表情だな」

「いえ……その」

　何か言いたそうだが、目を逸そらされた。

「はっきりずばっと物事を言わないのもお前らしくないな」

　まあ、いいや。

　さっさと寝ないと、朝起きられないからな。

　健康的なお爺ちゃんのような生活が、一番俺には合っている。

　ゾンビとは正反対だけど。

　階段を上ると、俺の部屋があるんだが──やっぱり、ハルナが気になってしまった。

　覗くなよ。とは言われてるが、耳を澄すませてはダメだとは言われていない。

　俺は中の様子を知るために、扉とびらに耳を当ててみる。

「サンバっ！　ふぅふぅ！」

　なんか始まってる──っ！

　今のはハルナの声だな。そうとうテンションが高そうだ。

「サンバっ！　サンバっ！」

　彩香ちゃんまで！

　サンバのリズムなのは確かだな。

　リオデジャネイロのような太たい鼓こや笛の音が聞こえてくる。

　ユーは声を出していないが、笛を担当しているんだろう。

　三人とは思えない賑にぎやかさ。耳を当てる必要もなかった。

　…………うわあ。

　めちゃめちゃ楽しそうじゃねえかー。

　覗きたい。

　今すぐにも覗きたい。

「サンバ！　スキジャネエヨっ！」

　聞こえてきてはいけない言葉が聞こえてきたとき、俺はもういてもたってもいられず、矢やも盾たてもたまらず、そっと扉を開けてハルナの部屋を覗いてみた。

　そこにいたのは──

　ビキニ姿の少女三人。

　一人は太鼓を叩たたき、一人は縦笛を吹ふき、一人は腰こしを振ふって踊おどっている。

　俺はそっと扉を閉めた。

　何な故ぜなら恥はずかしさが彩香ちゃんの顔に押し出されていたからだ。

　なるほど、サンバ……好きじゃないんだな。

　さあ、さっさと寝よう。

　くるりと踵きびすを返して、部屋に行こうとしたが──

「見～た～な～」

　ゴゴゴゴゴゴゴゴ……

　ゆっくりと扉が開き、彩香ちゃんのメガネがきらりと光った。

　心しん霊れいアイドルで活かつ躍やくしている彩香ちゃんだが──その姿はまるで心霊現象のようだった。

「ホント、アユムって最悪だよなー」

　毛布に身を包んだハルナがにょっと顔を見せた。

　ビキニ姿を見られたくないのだろう。

「すまん。ついつい、見てしまったんだ」

　頭を下げた俺の後頭部に、いつもの刺し激げき。

　それは、ハルナのかかとの感かん触しよくだった。

　もう俺は利ききかかとが出来るね。

　蹴けりの衝しよう撃げきで、それが誰だれの蹴りなのかを当てることが出来るだろう。

「ほら！　あんたもやれよな！」

「え？　う、うむ……えいりゃ」

　ぺち。

　ハルナに言われて、彩香ちゃんが優やさしい～ビンタをしてきた。

「す、すまぬ！　痛かったか？　痛かったのか？」

　心配そうに顔を覗き込んできた。

　なんだろう、この新しん鮮せんな感じ。

　謝られるなんて滅めつ多たにないからな。どんなに理り不ふ尽じんでも。

「いや、問題ない」

『歩は　すぐ　変質者になる』

　ユーのメモ攻こう撃げきが、割とダメージ大きかった。

「ユー、俺は──」

　しゅごす。

　鋭するどい。それはとても鋭い一撃だった。

　まるで矢が貫つらぬいたような、一いつ瞬しゆんの蹴り。

　うーんこの突つき刺さすような感じは──セラだな。

「歩……言い訳をして下さい」

　正解だ。やっぱり、俺の利きかかとは一流ソムリエ並みだね。

「何に対してだよ」

「か弱き少女が、あられもない姿にされ、その目の前には変態。──どこからどう見ても、あなたが気持ち悪いハレンチ行こう為いに及およんだようにしか見えませんが」

「それなら、ちゃんと説明出来るな。まず、ハルナはか弱くないし、あられもない姿にまではなってないし、俺は変態じゃない。その毛布の下を見てみろよ。ビキニであって下着じゃない。俺が変態だったら、わざわざ着き替がえさせると思うか？」

「あなたが変態だったら、どのような行為に及んでもおかしくはありません。そしてあなたは変態です」

「……はあ。とにかく、興味もなくなったし、俺は寝る。また明日あしたな」

「歩……」

「さっきからなんだよその目は」

　セラはまるで、捨てられた子犬でも見るような、哀あわれみの目を向けてくる。

「……あなたが、寂しい目をするから……」

「してねえよ」

　おっと。

　ハルナたちが何をしていたのか、聞きそびれたな。

　まあ、どうでもいいや。

　別に雨あま乞ごいでも、何でもね。







　さて、彩香ちゃんとハルナ、それにユーという引きこもり三人衆がずっと部屋に籠こもって黙もく々もくと──ではないな。

　何やら騒さわがしく、時にやかましく、さらにかしましく作業を行っている中、俺は学校へやってきた。

　もうすぐ期末テスト。

　部活はみんな小休止。バイトをしている連中もシフトに入らなくなり、勉強勉強の一点張り。

　一年の終わりともなれば、修しゆ羅ら場ばも修羅場だ。

　期末テストが終われば、春休みがやってくる。

　期末テストか。

　無意味だ。

　何もかも、無意味だ。

　戦争が起これば、単位や出席日数、テスト結果なんてどうなっても同じ。

　学校自体がなくなる可能性もあるんだから。

「──ってことでさ。勉強会を。おい、おーい！」

　猫ねこ騙だましのように、目の前でぱんぱんと手を叩かれて、俺は目の前にいる男子を見た。

「あー、すまん。今日も聞いてなかったわ」

「今日も！」

　少しショックを受けた様子だった。

　ツンツン頭とメガネがトレードマークのクラスメイト、織戸がそこにいた。

　こいつの話はその八割がどうでもいいような内容だから、適当に相づち打って流してしまうんだよな。

　読書中だろうが、音楽を聴きいてるときだろうが、とにかく話しかけてくるからな。

　だが、二割は興味を引くような内容であることも確かだ。

「勉強会って、誰が主しゆ催さいなんだ？　まさか、お前ってこともないだろう」

　授業はほとんど寝て過ごしている俺としては、勉強会は願ったり叶かなったりだ。

　学校が無くなって何もかも無意味になる。

　とはいうモノの、どうせやることもないんだし、学生として正しい行いをして過ごすのもいいかもしれない。

　常人の世界へ戻もどることで、何か刺激になって、解決策が見つかるかもしれないしな。

「最初から聞いてなかったのか。平ひら松まつだよ平松」

　平松──

　名前が出てきたので、俺はちらりと視線を女子へと移した。

　もうすぐチャイムが鳴るということもあってか、すでに着席している優等生。成績は常にトップで、百人一首が得意な、お下げの少女だ。

「その平松がなんだって？」

「なんだか、コントに出てくるボケた爺じいさんと会話してるようだ」

　織戸は頭を抱かかえて溜ため息いきを吐つく。

　悔くやしいが否定出来ない。

「お前と平松なんて、接点がほとんどないだろ」

　俺が興味を持ったのは、そこだ。

　織戸なんて変態と、平松みたいな可愛らしい女子が、一いつ緒しよに何かをするなんて考えられない。

「ほら、あいつって地味で存在感薄うすいじゃん？　でも最近なんだか妙みように可愛く見えてきてな」

「あいつは元から十分可愛いよ」

「さすがは相あい川かわ。俺の見込んだ変態なだけあるね。すでに目を付けていたか」

「完全変態なお前に見込まれたくはないわー」

「そこで、だ。なんとか下着を入手したいと思ってだな。テスト前に勉強会でもしないかと提案した訳だ」

「学生として純じゆん粋すいな会を、なんて不純な動機で始める気だお前は」

「しかしだ相川。俺一人でこの任務は達成困難だ。そこで、お前にも一緒に来ていただきたい」

「いや、俺はお前の協力どころか止めるぞ」

「お前にも一枚やるからよ」

「何枚取るつもりだ」

「止めたければ一緒に来るがいい」

　ふっふっふ。

　イヤらしい笑えみを浮うかべる織戸。

　まあ、どっちにしろ来いということなんだな。

　どこまで本気で言ってるのかは分からんが。

「──ところで、友ゆ紀きはどうした？」

「あー、さっき三み原はらといるのを見たけど」

「ふうん」

　友紀は大先生に操あやつられて、魔ま装そう兵器を永久機関に作り替かえられた。

　その後、どうなったのかを教えて貰もらえなかったが──

　無事ならなんでもいいや。

「まあ、別に勉強会ぐらい、参加してやるよ」

「なんて上から目線なんだ。でも、まあ参加するなら──」

　織戸が喋しやべってる最中に、ぐいっと顔を押しのけ、女生徒が割り込んできた。

「ちょっと相川！」

　凄すごい形相で現れたのは、平松や友紀の親友で、ネイルがピカピカなイケイケギャルの三原だ。最近髪かみを染め直したのか、綺き麗れいな茶ちや髪ぱつだった。

　その形相たるや、鬼おにの如ごとし。

「なんだよ」

　織戸が少し可哀かわい想そうに思える。

　三原は隣となりのクラス。

　もうチャイムが鳴るってのに、なんで来たんだろう。

「あんた、ユキちゃんにまたなんかしたでしょ！」

　きーん、と耳に響ひびく怒ど声せい。つい体を仰のけ反ぞらせてしまう。

「毎回毎回、なんだよそれ」

　ノロウイルスのときもそうだが、三原は毎回のように文句を言ってくる。

「あーもう言い訳なんてどうでもいいわ！　謝んなさい！　今すぐ！　ほら、行けっ！」

　隣の教室を指さす三原。

　なんだか、いつもとは様相が違ちがう。

　言い訳も聞かないなんてな。まあ、何か行動するなら、もうホームルームまであまり時間はないだろうから、急ぐべきだろうとは思うけども。

「話が全く読めないんだが」

　立ち上がろうとしない俺に、業ごうを煮にやした三原は、しょうがないとでも言いたげに、早口で言う。

「ユキちゃんに聞いたの。どうして相川に会いにいかないんだ？　って」

「あー、今俺たちもその話を──」

「ユキちゃんは『相川が会ってくれない』って言ってたわよ！」

「は？」

　会ってくれない？　なんじゃそりゃ。

　別に、ここへ来ればいいじゃないか。サラスだろうが、織戸だろうが、何があっても会ってやらないことはない。対話のドアは常にオープンな外交スタイルだ。

「私はね。ユキちゃんの元気な姿が好きなの。大好きなの！　取り戻しなさいよ！　取り戻してきなさいよっ！」

　その意見には賛同するが、取り戻す方法を知らないし、奪うばった覚えもない。

　とりあえず、この台詞せりふから分かる情報としては──

　あいつ、元気がないのか？

　という点ぐらいだな。

「ちょっと待ってくれ」

「待たない！」

「ちょっと聞いてくれ！」

「聞かないっ！」

　……しょうがねえ。何があったのかは友紀に聞くことにしよう。

　もう授業始まるけどな。

「わかったよ」

　やれやれ。俺はゆっくりと立ち上がり──べし。

　ケツを引っぱたかれた。

「さっさと行けっつってんのよ！」

　へいへい。こいつを嫁よめにする奴やつは大変そうだな。

　俺は織戸を一いち瞥べつする。

「なんだ？」

「いや、頑がん張ばれよ。織戸」

　ぽん、と織戸の肩かたを叩たたき、俺は隣の教室へ向かう。

　もうすぐチャイムが鳴るからか、廊ろう下かに出ても生徒はほとんどいなかった。

　人の出入りが激しいため、開きっぱなしになってる戸から、教室の中を見回す。

　なんでだか、違うクラスってのは入りにくいモノだ。テリトリーの侵しん害がいというか、縄なわ張ばり意識というか、別の村の住人とでも言うべきだろうか。

「あ、相川……」

　おーいたいた。

　席に座ってる友紀がこっちを向いたので、手を挙げてみる。

　すると──

　ダッシュで逃にげた。

　……………………えっ！

　おいおい。訳が分からん。

　俺が顔を覗のぞかせた戸とは別の、黒板側にある戸から、足が何本にも見えそうな勢いで友紀は駆かけていった。

　だからなんなんだよ。

　慌あわてて追いかけると、階段を二段飛ばしで上がっていく友紀の姿がちらりと見えた。

　キーンコーンカーンコーン。

　チャイム鳴っちまったじゃねえかよ。

　…………どうでもいいか。

　……どっちが？

　友紀と授業。

　どっちも……どうでもいい──




　訳ねえよっ！




　なんなんだよ！

　どうしたんだよ！

　なんで逃げんだよっ！

　意味がわからんままに、三原の罵ば声せいを受け続ける訳にもいかない。

　チャイムはまだ一回目。朝のホームルームを告げるモノだ。授業は始まっていない。

　うおおおおおおおおおおおおおおおおおおおっ！

　だだだだだだだだっ！

　俺は階段を上がる。

　いた！　どんどん階段を上がってるな。屋上にでも行く気か？

「ぎゃーっ！　相川が猛もうスピードで追ってきたーっ！」

　気付かれた！　まあ、あれだけ足音を立てれば当然か！

「忍にん者じやに追いつくには、全力でいくしかないからなっ！」

　急がなくても屋上なら追いつけるか？
















　いや、ダメだ。

　あいつなら屋根から屋根へ飛び移れる。

　それに、屋上へ出れば、俺は太陽光で干ひからびちまう。

　捕つかまえるしかっ！　止まらねえっ！

　階段を駆け上がり、駆け上がり、駆け上がる。

　友紀は屋上の扉とびらを開けるのに手間取っていたようで、その差はどんどん縮まっていった。

　ぎぃぃぃ……と、重い扉が開かれ、太陽光が漏もれてくる。

　その光が浴びせられる前に──俺は飛び込んでいた。

「うわあぁっ！」

　背後から腰こしにがっしりとしがみついたことで、友紀は倒たおれた。

　間、一髪だ。

　足がちょっと太陽光に焼かれてしまったからな。

　扉が完全に開いていたならば、きっと捕まえられなかったろう。

　半開きの扉の陰かげで、俺と友紀は倒れ込んでいた。

　瞬しゆん間かん的にでも全力で走ったせいで、少し息が荒あらくなっている。

「なんで、逃げんだよ」

　体をぐるりとこちらへ向ける。

　だが──

「なんで、顔を背そむけんだよ」

　友紀は、目を合わせようとはしなかった。

　そして──

「なんで、泣いてんだよ」

　ぽろぽろと大おお粒つぶの涙なみだが、溢あふれていた。

「……オレ……オレぇ……」

　言葉にならないほどに、泣きじゃくっている。

　これだとまるで俺が友紀を襲おそっているようなので、とりあえず扉を閉めて、その場に座り込む。

「落ち着くまで、待ってやるよ。とりあえず一いつ緒しよに深呼吸しよう」

　泣いてたら、話も出来ないからな。

　すーっと深呼吸をする。深く、深く、大きく、大きく。

　ゆっくり大きく深呼吸すると、気が落ち着く。

　堪たえ忍しのぶプロである忍者なら、そういう抑よく制せいも慣れているはずだ。

　少し落ち着いたのか──

「……相川に、合わせる顔がねえんだ」

　と言いながら、友紀は俺に背を向けて座る。

　ぐっと膝ひざを抱かかえ込んで、体育座りで膝に顔を埋うずめるようにしている。

　話が出来る程度には、落ち着いてるようだ。

「三原は、なんか俺が会いたくないみたいなことを言ってたが」

　そんなこと一度も言った覚えがないからな。

　この件だけは誤解があるならさっさと解いておきたい。

「……おう……相川は、オレなんかともう二度と会いたくないはずなんだ」

　やはり、誤解があったみたいだな。

　会いたくないはず？

　俺が会いたくないと言ったわけじゃなく、友紀の個人的見解じゃねえか。

「何な故ぜそれをお前が決める」

「オレ……相川ん家ちから、なんだかよくわかんないものをなんかやっちまったみてぇで」

　何にもわかってないじゃねえかよ。

　友紀は上う手まく説明出来なかったが、それだけで俺は理解出来た。

　友紀は、大先生に操あやつられて俺の家へとやってきて、そしてメガロ生成装置を盗ぬすんだ。

　そのとき、友紀は意識がなかったが、とんでもないことをやってしまったことだけ、サラスにでも聞いたのだろう。

　俺は、はあと溜ため息いきを吐つく。

　友紀は、俺を裏切ったとでも感じているんだろう。

　だから、合わせる顔がないし、俺が怒おこってるとでも思ってるんだろう。

　ほんと、バカだ。

　どうしようもない、アホだ。

「おい友紀」

「ひぃ」怒られたくない。嫌きらわれたくない。そんな気持ちからか、耳を塞ふさいだ。

　俺はその腕うでを摑つかみ、耳から離はなした。

「すまん。俺のせいで──お前にも色々迷めい惑わくを掛かけた」

「え？　怒って……ないのか？」

「お前には、なんの責任もない」

　そうだ。友紀はバカなんだ。

　お前は、悪意を持ってやったのか？　違ちがうだろ。

　裁判でも、洗脳状態で犯おかした罪は心神喪そう失しつ状態として問われないはずだ。

　お前がそれで負い目を感じる必要なんか、ないんだ。

　──むしろ、俺だ。

　俺がもっと、お前を見てやっていれば。気付いてやれていれば。

　お前を悲しませることなんてなかった。

　大先生との戦いのあと、俺はノロウイルスにかかってしまった。

　そのとき、お前も苦しんでいたんだな。

　なのに、俺は会いに行ってやれなかった。

　今の今まで、無事ならそれでいいとだけ思っていた。

　だから、友紀は勘かん違ちがいしちまったんだ。

　俺が、あの件で怒ってるってな。

「でも、オレ……」

「すまん。本当に……すまん」

　ぎゅっと友紀を後ろから抱だき寄せた。

　友紀の中には今、『魔ま力りよくの永久機関』が存在する。

　それは魔装兵器とメガロ生成装置が一つになった姿だ。

　まだ完成品ではないが、大先生曰いわく、ほぼほぼ完成しているようだ。

　友紀にそんな重荷を課してしまったのは、俺の責任だ。

　出来ることなら、友紀の中から取とっ払ぱらってやりたい。

　その重荷を、俺が背負ってもいい。

　だが、そうもいかない。

　いや、ハルナだったら──天才だったら取り出す方法を思いつくかもしれない。

　そんな時間があれば、の話だが。

　もう、いつ侵しん略りやくが始まるか、分からないんだ。

　そうだ。ハルナにはミストルティンの改造なんかよりも友紀を救うことに時間を割さいて貰もらった方がいいんじゃなかろうか。

「相川……なんでお前が謝るんだよ。悪いのはオレだ。オレの意思が弱かったから」

「いや、意思をしっかり持ってる俺でも、大先生に操られていた」

　そうだ。何もかもあの人の掌てのひらの上で、踊おどらされていた。

　特訓を付けてくれたこともあったが、それらも全すべて、本当はリリア対策だったんじゃないだろうか。

　俺に興味を持ったのも、全て──

　友紀が責任を感じれば感じるほど、俺はそれ以上の責任を感じてしまう。

「相川……」

「だけどな。操られていたから、お前とこうしてられるってのもあるんだ」

「どうして？」

「お前と初めて会ったとき、あのときも、お前は操られていた。奇くしくも、大先生に引き合わされたんだ」

「そっか……だったら、感謝すべきなのかもな」

「いや、感謝はしなくて良いと思う。今、お前の中で何が起こってるか──知ってるのか？」

「オレ、改造人間にされたんだろ？　元々されてたけど」

「お前の魔装兵器に、メガロ生成装置なんてものが組み込まれたそうなんだ」

「それって……どうなるんだ？」

「世界の命運が、それに掛かってる。そして、ヴィリエの女王が、それを狙ねらってるんだ。いや、ヴィリエだけじゃない。冥めい界かいも、お前を狙ってるんだ。──だから、すまん」

　俺がもう一度謝ったとき、ちょうどチャイムが鳴り響ひびいた。

「授業、始まっちまったな」

　友紀はそう言いながら、もたれ掛かってきた。

　ずっしりと、体を預けてくる。

　それは、授業に出ることを諦あきらめた、心の表れのようだった。

　俺も、授業なんてどうでもいいと思っていたから、それを受け入れた。

「なあ、相川ぁ」

「なんだ？」

「……オレの体がどうなっちまったのかは分かんねぇけど、オレは別にそのことをイヤだとか悲しいとかは思わねぇ。だから──別に相川が泣いちゃうほど、責任を感じなくてもいいんだ」

　友紀に言われて、俺は自分が泣いていたことに気付いた。

　申し訳なくて、不ふ甲が斐いなくて、ほんの少しだが、涙を流していたのだ。

「顔も見ずによく分かったな」

「声を聞けば分かるよぉ。夫婦なんだからさ」

「結けつ婚こん生活を送った覚えはないがな。──本当に、イヤだと思わないのか？　俺に気を遣つかってるだけなんじゃないのか？」

「おう……格好いいじゃねえか！　改造人間っ！」

　友紀はガッツポーズで言い放った。

「あのな」

　小学生が思うようなことを言い出したので、俺は呆あきれた声を出す。

「オレは子供の頃ころからずっと、いつでも改造される覚かく悟ごを持ってきたんだ。それに、オレの中にあるそれのおかげで──相川と一いつ緒しよに戦えるんだろ？」

　一緒に戦える。

　なるほど。友紀にとっては、そこが一番重要な部分なんだな。

　もしかしたら、ハルナもそれを見み越こした上で友紀を囮おとりにする作戦を考えたのかね？

「ハルナがな、お前を囮に使うなんて言いだしやがったんだ」

「師し匠しようが？　そっか。オレ、そこまで重要な役割を持てるんだな！　嬉うれしいぜ！」

　喜ぶなよ。

　お前の命が掛かってるんだ。

　吸血忍にん者じやとして、戦士として、友紀は喜んでいた。

　だけど、俺は一人の人間として、少女として、そんなことをさせたくはないんだ。

「死ぬ覚悟も、出来てるってのか？」

　改造人間にされる覚悟と一緒にな。

「おう！　吸血忍者になるってことは、当然その覚悟もしてるぜ」

「──相手を殺す覚悟もか？」

「……おう。人はあれだけど、妖よう怪かいだったらな」

　お前も、そうなのか。

　俺だけだな。

　死ぬ覚悟も殺す覚悟も、改造人間になる覚悟も出来ていないのは。

「そろそろ、授業へ戻もどるか？」

「えー、もう少しこうしてようぜー」

「おいおい、一限目完全にサボるつもりかよ」

「遅ち刻こくして怒られる覚悟は、出来てないかんな」

　そう言えば、そうだ。

　俺も、怒られる覚悟すら出来てなかった。
















　授業をサボるなんて、品行方正で通っていた俺からすれば、考えられないことだな。

　今でも、ちょっと罪悪感が残っている。

　まあでも、友ゆ紀きの誤解を解いて、打ち解けるには十分な時間だったし、必要な時間だったと思う。

　三み原はらにはにやけられ、織おり戸とにもにやけられ、それを無視しながら授業を終えた。

　友紀の方は無視しきれなかったみたいで根ね掘ほり葉掘り質問されて、それらに全すべて答えていたようだ。

　と言っても、理解出来ない話ばかりで、みんなバカにして聞いていたが。

　平ひら松まつの家で勉強会を開くという話は、今日からだったようで、一度家に帰って現地集合ということに。

　家に帰ってセラへそのことを告げると──

「是ぜ非ひ行ってきてください」なんて、意外とあっさりＯＫが出た。

　てっきり、こんな大変なときに何を悠ゆう長ちようなことやってるのですか？　気持ち悪い。なんて反対されると思ったのだが。

　まあ、正直な話、家にいても俺に出来ることなんて何もないし、どこにいてもヴィリエの侵しん攻こうが始まれば同じだ。

　はあ……

　溜ため息いきが、止まらない。

　今回の溜息は、勉強に対する憂ゆう鬱うつも入っている。

　勉強嫌ぎらいなんていう言い方をするが、好きな奴やつの方が少ない。

　平松の家に来るのは、クリスマス以来かな。

　一いつ軒けん家やの、豪ごう邸てい。

　豪邸と言っても、吸血忍者の頭とう領りようがいるような館やかたではなく、まあ裕ゆう福ふくな家庭だろうな、と感じるレベルだ。

　隣となりの家も向かいの家も、同じように金持ちそうな家である。

　こういうのを、高級住宅街と言うのかね。

　清潔感のある白い壁かべ。という表現をすればまるで病院のようになるな。

　なんだろう、もしかして家の掃そう除じで外観までがっつり掃除してるんじゃなかろうか？　と勘かんぐってしまうほど、新築のような綺き麗れいさだった。

　女子の家……か。

　ユーたちに出会う前だったら、絶対に来ることなんてなかったろうな。

　サンタになって家宅侵入を行ったり、吸血忍者の一人暮らしな家に行ったりはしたが、ちゃんと招待されたことって初めてかもしれない。

　まあ、平松自身から招待は受けてないんだが──

　サボテンか何かの植うえ木き鉢ばちを眺ながめながら、インターホンの前に立つ。

　なんだか、緊きん張ちようするな。

　汗あせばんできた手をシャツで拭ぬぐい、ふうと一息。

　よし。

　ぴーんぽーん。

　数秒待ってると「はいはーい」なんて元気な声が聞こえてきた。

　その声こわ色いろは、どこか艶つやのある大人びた雰ふん囲い気きと、まるで子供のような可愛らしさを兼かね備そなえていた。

　扉とびらが開かれると──そこにいたのは、お下げのお姉さんだった。

　まるで、平松を明るくして、おっぱいを倍増させたような。

　ワンピースがまるでドレスのように見えるほど、上品さと気品に溢あふれている。

「あ、えっと……初めまして。相あい川かわと申しますが、妙たえ子こさんはいらっしゃいますでしょうか」

「いらっしゃいますよ～。相川くんかあ～。へ～」

　ふふっと小さく笑うお姉さん。

　その笑い方一つ、上品だ。

「お、お母さん！　私が出るって言ったのに……もう！」

　そんな上品なお姉さんの奥から、平松が慌あわててやってきた。

　普ふ段だん目にすることの出来ない、狼狽うろたえた平松だ。

　…………ってお母さんっ！

　どう見ても若すぎる。二歳ぐらいしか変わらないんじゃないかってぐらいだ。

　──もしかして、吸血忍にん者じやあるいはヴィリエの人間なんじゃ。

　いや、ヴィリエの人間にしては胸がありすぎるし、あいつらはもっと若い。

「平松のお母さん、若いですねー。忍者かなんかですか？」

　吸血忍者の可能性を鑑かんがみて、声を掛かけてみる。

「うっふふふふふ、相川くん、妙子の言う通り面おも白しろい人なんだね」

　楽しそうに笑われた。

　冗じよう談だんだと思われたんだろう。

　肯こう定ていも否定もされなかったが、まあそうそう吸血忍者がいるわけもないか。

　平松が忍者の修しゆ行ぎようをしているなんて聞いたこともないし、吸血忍者の家系だとすれば友紀やサラスが分かるだろうし。

　ダメだダメだ。

　初対面の相手を疑って掛かるなんて、どうかしてる。

「面白いって、俺がですか？」

　平松は、俺のことを『面白い』なんて表現していたのか。

　意外だな。

　俺は平松から大だい爆ばく笑しようを取ったことがあったろうか？

「しかも優しくて、さらに格好良くて──」

　指折り数えながら、実に楽しそうな笑顔を見せる。

「お、お母さん！　……あ、相川くん……あ、あがって」

　平松は顔を真っ赤にさせてお母さんの背中を押して、リビングだかなんだかの部屋に押し込む。

　どこまで本当なのか分からないが、どうやら平松をからかうことが、面白いんだろう。

　家族……か……

「お邪じや魔まします」

　俺はどこかうらやましさを感じながら、家の中へ。

　ふわふわのスリッパを平松に出され、埃ほこりもない廊ろう下かを少し進んで階段を上っていく。

「……どうぞ」

　平松が部屋の扉を開き、俺は『魔ま境きよう』へ足を踏ふみ入れた。

　ふわりと鼻び腔こうをくすぐる、甘い香かおり。

　なんだ。この空間は。

　頭がくらくらしてきそうだ。

　女子の部屋というのは、こうもドキドキするモノなのか。

　セラの部屋とも、ハルナの部屋とも違ちがう。

　それは、男の存在が一いつ切さいなかった場所。

　禁断の聖地と呼ぶべきかもしれない。

　だが、俺はあえてここを『魔境』と表現する。

　こんなところにいたら──どうにかなっちゃいそうだ。

　俺の中のジョーが立つんだジョーになってしまいそうだ。

　抉えぐるような一いち撃げきが、急所にずがんと入ったような、ホセ・メンドーサのコークスクリューを打ち込まれたようにグロッキー状態だ。

　ただ部屋に入っただけで、それほどの衝しよう撃げきを受けていた。

　サンタとして侵入したときは、こんなことはなかったのに。

　やはり、照明で部屋が鮮せん明めいになったのと、アロマなのか、それとも平松の匂においというべきなのか、この甘い香りが『男』を狂くるわせる。

　それは、友紀の部屋とは比べものにならないほどの、整った部屋だった。

　広さは、ざっと一〇畳じようほどだろうか。もう少し広いかもしれない。

　本ほん棚だなにずらりと並ぶ参考書の類たぐいは、五十音順にきっちり並べられている。

　ぬいぐるみの類いは枕まくら元もとに一つあるだけ。

　ぶっさいくな顔をした、犬のぬいぐるみだ。

　──そう、俺がクリスマスに置いていった、あの。

　相変わらず、可愛げのないぶっさいくなぬいぐるみだ。

　まあ、俺に似てるとか言う声もあったりしたが──どう見ても全然似ていない。

　っていうか、枕元ってこいつ、平松と一いつ緒しよに寝ねてるのか？　なんて羨うらやましい奴だ。

「織戸は、まだなのか？」

「うん。相川くんが一番早かったよ」

　一番──か。

　果たして、何人来るのかも知らないが、部屋の真ん中にテーブルがあり、座布団が六つある。

　六人か。

　俺と、平松と織戸。友紀と三原も来るだろうとして──

　あと一人？

　誰だれだろう。

　あ、アンダーソンくんか。

　冥めい界かいの侵攻の件もあるし色々大変そうだけど。

　とりあえず、一番近い座布団に正座する。

　カバンから教科書とノートを取り出してテーブルに並べてると──

「あのぬいぐるみ……相川くんがくれたんだよね？」

　平松も向かいに座って、ノートを広げる。

「ん？　ああー。どうだったかなー」

　俺はぽりぽりと頰ほおを搔かいた。

　一応、あれをプレゼントしたのは『サンタ』であって『ゾンビ』じゃない。

　サンタがやったことにしておかないと。

「ふふ……そうだよね……サンタさん……だよね」

　完全にバレてる。

　俺がどうして曖あい昧まいな返事をするのかも、全すべて。

　まあ、ぶっちゃけ得体の知れないヒゲのお爺じいさんにプレゼントを貰もらうよりは、見知った人間から貰う方が、安心するだろう。

　ともすれば、俺がやったんだとした方がいいのかもしれない。

　まあ、気付いてるんだし、あえて言う必要もないな。

「はーい。紅茶が入りましたよぉ～ん」

　ガチャっと扉が開いて、平松のお母さんが入ってきた。

　持っているお盆ぼんには、ティーセットとシュークリームが見える。

「お、お母さん！　ノックしてよっ！」

　平松が慌てて立ち上がり、お盆を奪うばい取ると、肘ひじで突つくようにして追い出そうとする。

「あらあらあら～。チューしちゃってた？」

　声や顔は上品だが、性格はそうでもないようだ。

　綺麗な人なんだけどな。

「お母さんっ！」

　平松がここまで声を荒あららげるなんて、珍めずらしい。

　新しん鮮せんな気持ちで、俺ははにかんでいた。

　部屋の外へ追い出して、ティーセットをテーブルに置いた平松は、はあと深く息を吐はく。

「……ごめんね……相川くん」

「いや、面白いお母さんだね」

「……両親があんなだから……私がしっかりしないと」

「両親？　お父さんもあんな感じなんだ」

「あ……うん……」

　しまったと一いつ瞬しゆん口を大きく開けたあと、平松は恥はずかしそうに俯うつむいた。

　平松家は、どこか面白いな。

　これが、健全な『家族』か。

「先に、始めようか？」

「そうだね……いつ来るか……分からないし」

　なんて言ってた矢先──

　ぴーんぽーん。

　早さつ速そく誰かが来たようだ。

　平松はぴょん、と飛とび跳はねるように立ち上がり、急いで部屋を出て行く。

　なんとしてでも、自分が対応するんだ。という気き概がいを感じた。

「もうっ！　お母さんっ！」

　平松の悲痛な叫さけびが聞こえてくる。

　どうやら、間に合わなかったようだ。

　俺は思わず、ぷっと吹ふき出すように笑ってしまった。

　なんだか、慌てる平松が可愛かわいく思えた。

　わいわいがやがやと黄色い笑い声が聞こえてきて、俺はなんだか後ろめたい気持ちで、シャーペンを手に、勉強をしている風を装よそおった。

「あ、相川だー」

　その声は、友紀のモノだった。

　ボーダーのシャツにパーカー、レギンスと短パンという出いで立たちだ。

　そこまでして短パンが穿はきたいのかと。

　……ボーダーのシャツって、巨きよ乳にゆうをより際きわ立だたせるよな。ついつい目がいってしまう。

「二人きりで何してたんだか」

　やれやれと三原もやってきた。

　暖かさよりも可愛さを重視した服装。

　ニット生き地じのトップスに、フレアスカートにハイソックスに薄うす手でのコートという出で立ちだった。

「お前の中で俺はどんだけ悪人なんだよ」

「それ、何回も言ってるわよね」

「答えが見えないからな」

「とりあえずお茶貰おうかしらぁ～ん」

　テーブルのティーセットを見て、三原は急にテンションが上がり、くるくると踊おどりながら部屋に入っては、平松が座ってる隣となりへ。

　平松の席には、もうノートが開いてるからな。三原は平松の隣だと分かった上でそこを選んだんだろう。

　友紀は俺の隣に座りながら、シュークリームを手にしていた。

　まずは食い気ってのが友紀らしい。

　ぴーんぽーん。

　お、立て続けに来るな。

　飲食店でもそうだが、人の動く時間というのは大体被かぶる。

　どっと一気にやってきて、一気に去って行く。

　それはまるで、嵐あらしのように。

　次にやってきたのは、織戸だった。

　平松はまた間に合わなかったようで、疲つかれた表情をしている。

「平松ん家ちのお母さんは可愛いなー」

　織戸はニヤニヤしながら嬉うれしそうな声で言った。

「そ、そんなこと……ないよ」

　平松は恥ずかしそうな表情で手をバタバタと激しく振ふる。

「付き合ってくれないかなー。告白してみようかなー」

「ホントキモい。キっショいわ」

　冗じよう談だんで言ってるんだろうが、織戸の言葉に三原が嫌けん悪お感かんを表す。

　まあ、気持ち悪くて気色悪いのは同感だが、三原の場合は、どこか嫉しつ妬との要素が含ふくまれているように思える。

「あとはアンダーソンくんか」

「え？」きょとんとした顔で、三原がぼそりと呟つぶやいた俺を見る。

　何言ってんのこいつ。とでも言いたげな表情だ。

「アンダーソンは、誘さそったけど忙いそがしいとかで来ないぜ？」

　友紀が補足してくれた。

　そうなのか。

　……ちょっと待てよ。

　平松が人数を間ま違ちがえて用意をするだろうか。

　確実に、六人目は来るはずだ。

　一体、誰が──







　さて、それから二〇分ほど経たち、一通りの談だん笑しようも終わって、そろそろテスト勉強を始めようかと思った頃ころ──

　そいつはやってきた。

「遅おくれてすまない。待ちダーリン他よ」

　いそいそと赤いコートを脱ぬぎながら、黒くろ髪かみの少女が入ってきた。

　………………お前かよっ！

　俺は心の中で突っ込こんでしまった。

　それは、クラスメイトでも隣のクラスでもなく──『上級生』だったからだ。

　って言うか、制服なのかよ。

　お前の私服ってアイドル衣い装しようか制服しかないのか？

「サラ……お前、下級生の勉強会になんで参加してんだよ」

　危あやうくサラス──と言いかけて口ごもる。

「問題ない。私は留年するつもりだからな」

「……は？」

「しかし、私が留年してアホダーリンが進級できなければ、何の意味もない。是ぜ非ひ知ち恵えを貸してやろうとやってきたのだ」

「とんでもない上から目線だなおい」

　人は何な故ぜ学校へ行く？

　それは、子供のボクには答えが出せない。

　何故ならば、正解が一つではないからだ。

　就職のため？　社会のため？

　それらが保証されているサラスからすれば、学校生活なんて、ただの娯ご楽らくのようなもの。

　別に、三年で終えようが、一〇年で終えようが、同じなのだろう。

　現げん役えき女子高生という肩かた書がきが、ただ欲しいだけ。

　吸血忍にん者じやはずっと地味な格好で訓練をしてきたから、派手な服やどんな衣装にもチャレンジしたくなるそうだ。

　セラですらそうなんだから、相当根強い考え方だ。

　サラスは、女子高生の格好がお気に入りなんだろう。

「なんて日だ！」

　織戸がどこぞのお笑い芸人がやってたギャグを繰くり出だした。

　いつものメンバーだが、女子の部屋で女子に囲まれた状じよう況きように、感激しているようだった。

　俺は普ふ段だんからこんな環かん境きように置かれているせいか、慣れてしまったんだろう。俺には織戸のような涙なみだを流すほどの感動は訪おとずれなかった。

　むしろ、脱だつ力りよくする。

「平松って、いっつも全教科で満点だよな」

　そんな織戸を放ほうっておいて、俺は教科書をパラパラとめくりながらテスト範はん囲いを確かく認にんする。

「もしかして、教科書の内容全部覚えてるんじゃ──」

　なんて友紀が言うが──平松の記き憶おく力は底が知れない。

　あながちそんな可能性もあるだろう。誰だれも、冗談には聞こえなかった。

「どうやって覚えてんだ？」

「全部……覚えてる訳じゃないけど……」

　平松が困っていた。奥手な性格からか、過大な評価を嫌きらう傾けい向こうにあるな。

「記憶術としてよくあるのは、『記憶の宮きゆう殿でん』だが──受験勉強に適用出来るかはわからん」

　と、サラスが代わりに答える。

「記憶の宮殿？」

「……ジャーニー法……ですね……例えば……頭の中で馴な染じみのある空間……こういう自分の部屋を思い浮うかべて……そこに記憶したいモノを置いていく」

　平松が嬉しそうな顔で説明してくれる。サラスが記憶術を知っていたことが、嬉しかったのだろう。俺たち一いつ般ぱん高校生では、平松のレベルの話題なんて出来ないからな。

　サラスと平松は気が合いそうだな。

「それで記憶出来るなら、みんな出来そうな気がするんだが……」

「……うん……誰でも出来ると思うよ……少しコツが必要かな？　……ただ置くんじゃなくて……印象的にというか……」

　必死に言葉を探しながら説明をしてくれてるが、俺にはあまり興味がなかった。

「そこにあるぬいぐるみは、この部屋には合わないよな。つまり、それが印象的ってことっすか？」

　織戸は興味があるようだ。

　というより、女子の会話に入りたいんだろう。

　少し微び妙みような敬語が入ってるのは、サラスがこの場にいるからだ。

　目上の人への敬意……

　俺は、忘れがちだな。

「へえ、そうやってトランプとかも全部覚えるんだ」

　三原の言葉に、俺は驚おどろいた。

「え！　平松はトランプを全部覚えられるのか？」

　マジシャンでもそうそう出来るもんじゃないだろうに。

「五分ほど……かかるけどね……」

　大して凄すごくないよー。と言いたげだが、五分で出来るのは十二分にすげえよ。

「五分でそんな反応って、世界一はどんくらいでやるんだろうな」

「……確か……二一秒とかだったと……思う」

　世界すげえっ！

　二一秒って、ざーっと一回、目を通したぐらいじゃないか？

　人間の記憶ってのは、凄いもんだな。

「でも、やっぱりそれだけ記憶力が良いと、テストで一〇〇点連発なんて簡単だろうな」

「……別に……記憶術は関係ないよ……」

「関係なくはないじゃない？　テスト勉強なんてしないんでしょ？」

　三原はすでにノートに向かって勉強を始めていた。平松の記憶力なんて、当然でしょ？　とでも言いたげなほど、興味がない素そ振ぶりだ。

「そうだぜ相川！　知ってたかっ？」

　赤ペンで書いた解答を隠かくせる赤い下した敷じきをぱたぱたさせる友紀。

　暖だん房ぼうが効いてる暖かいこの部屋は、友紀には少し暑いようだ。

「え……うーん……それは少し語ご弊へいがあるような……」

「つまり、こういうことだろう。常つね日ひ頃ごろの勉強を続けるだけであって、一週間前に猛もう勉べん強きようを開始するタイプではない」

　サラスが三原の言ってることを分かりやすく説明してくれた。

「お前は俺の知能に合わせてくれるから好きだわー」

　……しまった！

　迂う闊かつに言葉を使ってしまった！

「ああ、鼻血が出そうだ」

　顔をぽーっと赤くさせたサラスは、ゆっくりと鼻を手で押さえ、目を瞑つぶる。

「サラス……言葉のあやだからな言葉の」

「さらす？」

　あーもう！　また迂闊に名前を言っちまった。三原のジトっとした湿しつ気けの強そうな視線を感じながら、俺は溜ため息いきを吐つく。

「あー、あだ名だあだ名」

「じゃあ俺のことも好きー？」

　織戸が鬱うつ陶とうしい。だが、これはフォローだ。さすが一応でも友達。

「あー好き好き」

「お、オレのことは？」

　友紀まで便乗してきた。

「大好き大好き」

「……相川くん」

「平松も心底好き」

「……あ、ありがとう」

　リンゴのように頰ほおを赤く染めた平松が、俯うつむいた。

　……もしかして、平松は便乗したんじゃなくて、何か別の話をしようとしていたんじゃなかろうか？　ついつい流れで言っちまったが。

「この八方ダーリンがっ！　いつか背後から刺さされるぞ」

　いつか、というか今まで何度も刺されてるけどな。

「で、結局テストで良い点取るには、勉強をするしかないってことなんだよな」

　織戸が話を戻もどしてくれた。

　助かるよ。ラブコメディは、苦手だ。

「んー、ただ点を取るだけだったら……」

「コツとかあんのか？」

「先生だって……人間だし……授業を受けてると……どこを重要視してるか……わかるから」

「なるほど、テストを作る側の気持ちになって、出題を予測するってことか」

「うん……大体だけど……」

「平松を信じるよ。テストに出そうなところを重点的に教えてくれ」

「まあ、ヤマを張る時点で、このテストに何の意味も成さないがな」

　サラスさんが現実を教えてくれるが、それを言い出すならば、事前にテスト範囲を指定してテストを行うことに、果たして本当に『テスト』としての意味があるのか。

　それは、何をテストするのか、という点によると思う。

　授業をちゃんと聞いているのかをテストするのであれば、授業の終わりに抜ぬき打うちでテストをすればいい。

　テスト範囲を指定し、テストの期間を指定した時点で、それはただの『記憶力テスト』でしかないのではなかろうか？

　知識をテストしたいのであれば、それこそ全教科を一つにした上で、抜き打ちでやるべきではなかろうか。

　まあ、そんなことになったら、テスト結果は散々なことになるだろうが。

「はーい皆みなさ～ん！　ホットケーキ焼いたよ～」

　ガチャ。突とつ然ぜん部屋に押しかけてくる。

「もうっ！　お母さんいいから！　そういうの、ホントいいからっ！」

　平松は立ち上がり、また顔を赤くさせていた。

　あー、いいな。

　これが、家族ってもんだ。







　さて、勉強会が始まった。

　音楽も何にもない、静かな空間。

　テスト勉強なんて、大したことはない。

　ただ、反復し続けるだけ。

　覚える。という行こう為いを、ただただやるだけなんだ。

「あー、ここ難しいわー」

　俺は苦手な数学に着手していた。と言っても、得意科目なんてないが。

「あ……これはね……こう……」

「良い方法をお教えしよう。バカダーリン」

　俺の両りよう脇わきには、いつの間にか平松とサラスがいて、俺の勉強を見てくれる。

　優ゆう秀しゆうな先生が二人も付くなんて、塾じゆくでもなかなかないだろう。

　一方──

「そうか！　ここで分数だなっ！」

「いやもういったん分数は忘れなさいっ！　あんなもの当分使わないからっ！」

「……コンパスの出番？」

「それも忘れなさいっ！　あんたは二度と使わないからっ！」

　友紀には三原が付きっ切りで、まるで家庭教師状態だった。

　友紀の頭の中は、小学校で止まってるようだが、そう言えばこいつも吸血忍にん者じやだし、別に高校を卒業しようが留年しようが、人生になんら支障がないんだよな。

　数学が出来なくても──まあ友紀の場合算数だが──他に出来ることがあればそれで仕事も出来る。吸血忍者は力仕事も難なくこなすだろうし、友紀ならラーメン屋でも開けば行列が出来るだろう。

　……全く、こんな勉強に、何の意味があるんだろうね。

　なんて、こんなことを考える俺は、社会不適合者だな。

「おい、相川」

　ふと、織戸が声を掛かけてきた。

「なんだ？」

「何な故ぜ俺の専属がいない」

「知るか」

「だが、いやこれは……むしろ好都合か」

「そうだな。お前は一人でもやれる子だ。頑がん張ばれー」

　顔も向けず、黙もく々もくとペンを走らせながら、適当に相手をしてやった。

　他に誰だれも相手をしてないんだから可哀かわい想そうだったしな。

　するとどうだろう。

　織戸はすっくと立ち上がり、俺の肩かたにぽんと手を置いた。

「時間、稼かせいでくれ」

　小声でそう呟つぶやいたが、サラスには聞こえてそうだった。

　睨にらみ付けるような目をこちらに向けてきた。

　何でもないですよーと俺が微笑ほほえみを返すと、ゆっくりと鼻を押さえて目を瞑る。

　何興奮してんだよお前。

「さーて、トイレ借りるぞー」

　織戸はぱん、と膝ひざを叩たたき、立ち上がった。

「あ……一階の……」

「あー分かる分かる。──じゃ」

　織戸は立ち上がろうとする平松を抑おさえ、何故か敬礼してから、部屋から出て行った。

　時間を稼げと言われても、意味が分からん。

　普ふ通つうに、みんな没ぼつ頭とうしているわけだから、お前がどれだけ席を離はなれようが誰も気にしないだろ？

　いや、このまま沈ちん黙もくが続けば、あれ？　織戸遅おそくない？　という空気になるかもしれない。

　つまり、何か話題を振ふって、盛り上げろってことなんだろう。

　何の話をすればいいのやら。

　戦争のことを言ったところで何にもならないし。

「平松って、何でも知ってるよなー」

　なんて、見切り発車で話を始める。

「そ、そんなこと……ないよ」

「あ、気になってたんだけどさ」

　友紀が便乗して、こんなことを言い出した。

「なんで、動物ってそれぞれ声が違ちがうんだろうな」

　なんだろう、哲てつ学がくの匂においがする。鳥の鳴き声は似たのが多いが、確かにそれぞれで鳴き声が違うのは不思議だな。

「シマウマは犬と同じだって……聞いたけど」

　マジすか平松さん！

「ふーん。確かにバリエーションが多すぎるわよねー」

　三原もペンを止め、顔を上げる。

「そこでオレは思ったんだ。もしかしたら、最初はみんな、同じ言葉を喋しやべっていたんじゃねえかって」

　友紀は目を輝かがやかせて拳こぶしを握にぎる。

「それは面白い話ね。じゃあ、どうしてそれぞれが別の鳴き声になったの？」

　三原は友紀の話に、興味を持ち始めていた。

「それを、平松なら知ってるんじゃないかって話だよな？」

　みんなの視線が平松に集中する。

「……私は……分からないかな」

　はにかんで、小首を傾かしげる平松。

「うむ。神様が、割り当てたんだろうと私は思う」

　どうやらサラスは、進化論派よりもインテリジェントデザイン派のようだった。

　あるいはその両方の性質を持つ、『空飛ぶスパゲッティモンスター教』の信者なのかもしれない。

「神様の独断で？」

　ここで、神様の存在がどうとかいう議論は、必要ない。

　俺は鼻で笑いながらも、話に乗っかってペンを止める。

　奇くしくも、織戸の言う『時間稼ぎ』は出来そうだ。

「神様は中立で民主主義を重んじてるはず」

　サラスの神様像ってのは、めちゃめちゃ良い人そうだね。

「きっと『鳴き声オークション』が開かれたんじゃねえかなっ！」

　友紀の目が、これ以上ないほどに輝いていた。

　もうすでに、頭の中は動物たちが集まるオークション会場だろう。

「オークション……ねぇ」

　三原は楽しそうに反復する。

「はーい、まず最初の鳴き声は──『にゃー』です。みたいな？」

　試ためしに司会者をやってみる。

「そうそう！　そんな感じだぜ！」

　お気に召めして貰もらえたようだ。

　司会者はきっと陽気な神様なのだろう。

　暗がりの会場内。

　壇だん上じようにはマイクを持ったスーツ姿の神様。

　結けつ婚こん披ひ露ろう宴えんやアカデミー賞の授賞式のように、丸いテーブルに座らされた動物たち。

　そんなイメージを、みんなで共有していた。

「で、にゃーが欲しい動物たちが手を挙げてさ」

「猫ねこさんが……勝ち取った……抽ちゆう選せんかな？」

　まあ、払はらう金もないだろうからな。

　欲しい鳴き声が出たときに、動物たちが手を挙げ、被かぶってしまえば抽選会で決する。

「なるほど、それだったら動物たちも納なつ得とく出来るわね」

「ライオンさんはきっとこうどっしりと構えて──手下のハイエナ役を頼たのむ」

　友紀は腕うでを組んで、どっかりと座り直す。

　友紀はライオンが好きなのか。

　まあ、格好いいからとか言いそうだが。

「ライオンと同じテーブルにいたってこと？」

　三原の言葉に返事はない。もう、ライオンという役に徹てつしているのだろう。

「ライオンさんライオンさん、にゃーで手を挙げないんですか？」

　ハイエナ役の三原は、少しへりくだった声と表情で友紀に聞く。

「まあねぇ。オレにも威い厳げんがあるからねぇ」

　ライオンはどうやら、生意気な大おお御ご所しよ俳優のイメージだった。

　斜はすに構えた感じの演技だ。

　手にはうっすら、葉巻でも持っているように見える。

　友紀のライオン描びよう写しやに、俺はつい声を上げて笑った。

　どんなライオンなんだよ。お前の中では。

「でも、にゃーですよ？　きっと人気出ると思うなー」

　ハイエナ三原は楽しそうに友紀ライオンを煽あおる。

「人気？　そんなもん、オレが──あ、レオが発せばどんな鳴き声でも人気が出るに決まってるじゃねえか」

　友紀ライオンは途と中ちゆうで一いち人にん称しようを変えた。オレよりレオの方がライオンと関係性がより深いと考えたからだ。

「さすがライオンさんっす。万ばん人にんが恐おそれるような鳴き声を待ってるんですね」

　ハイエナ三原はぱちぱちと小さく拍はく手しゆを送る。しかしその表情は、嘲ちよう笑しようしているようにも見えた。

　友紀ライオンさんが強がって言っているのは、誰の目にも明らかだったからだ。

「見てみろよ、あのハゲタカの浅ましい無様な姿を。全すべての鳴き声に手を挙げてるではないか。レオには、あのような保険は必要ない。がっはっはっは」

　ふふん、と鼻息を荒あらくさせ、正に百ひやく獣じゆうの王が如ごとき貫かん禄ろくで笑う。

　普段人を下に見ない友紀が精せい一いつ杯ぱい演技しているのが滑こつ稽けいだった。

「続きまして──『コケコッコー』」

　すかさず、サラスが言う。

　手が空いていたので、笑って仕事が滞とどこおっていた俺の代わりに、司会進行役を買って出たのだ。

「ライオンさん！　コケコッコーどうすかっ！」

　超ちよう有名な鳴き声の登場に、ハイエナ三原は興奮気味に友紀ライオンの背中を叩きながら声を掛ける。

「コケコッコーはないわー。コケコッコーって……ないない。長いわ。そしてダサすぎ」

　手をぱたぱたと振る友紀ライオンさん。

　確かに、ライオンがコケコッコーと鳴いて、誰が怖こわがるだろうか。

「コケコッコーは良い鳴き声だと思うんですけどねー」

　ハイエナ三原は、コケコッコーが格好悪いという友紀ライオンに異議を申し立てたい様子だった。

「はい、コケコッコーはニワトリさんに決定です。一言どうぞ」

　そんなハイエナ三原の気持ちを察した司会者サラスはマイクを持った体ていで、平松にコメントを求める。

「……この鳴き声で……朝の代名詞になりたいと思います」

　素す晴ばらしい平松鶏どりのコメントだった。

　国産地じ鶏どりぐらいのすばらしさだ。

　胸肉が絶対に美お味いしいと思う。いや、もも肉も捨てがたいだろう。

　色々な意味で全身美味しそう。そんな平松鶏だ。

　そして、平松の一言によりハイエナ三原が何な故ぜコケコッコーに興奮したのか、友紀ライオンも理解する。

「…………あれ？　コケコッコーも意外と……悪くなかったかな」

　友紀ライオンは、腕を組んだまま天を仰あおぎ、悔くやんでいた。

　鳴き声当てクイズでコケコッコーを間ま違ちがえるなんてことは、まずあり得ない。

　長い鳴き声だからこそ、一〇〇万種とも言われる動物たちの誰とも被らない。

　この鳴き声オークションのとき、ライオンさんは、そこまで考えなかったんだろうという演技だ。

　しかし、後の評価で、コケコッコーは有名鳴き声ランキング上位へと上のぼり詰つめる。

「とまあこんな感じで、ライオンさんはどっしりと構えながら、『ガオー』が来るのを待っていたんだと思う」

　友紀はしみじみと天てん井じようを見上げ、ライオンの苦く悩のうを理解しようとしていた。

「そうこうしてる内に待ちすぎて鳴き声もほとんどなくなっていくんだろうね」

　俺が笑いながら言うと、ハイエナ三原が友紀の体を揺ゆさぶった。

「ライオンさんライオンさん、やばいっすよ！　『ヒヒーン』も『キー』も取られちゃいましたよ！　このままだと、鳴き声なくなっちゃいますよ！」

　心底楽しそうだな。

　ハイエナ三原は分かっていた。

　実際、ライオンさんが焦あせれば焦るほど、ライオンさんが強気になればなるほど、ハイエナはきっと楽しんでいただろうと。

　敬語を使ってはいるが、きっと内心では笑っていただろうと。

「むむむ……アヒルさんに取られた『ガー』で手を打っておくべきだったか」

　友紀ライオンは親指の爪つめを嚙かむ。ガーならば、言い方次し第だいで威い嚇かくになったろう。望みの鳴き声が今回のオークションにはないかもしれない。

　声がない百獣の王なんて、認めて貰えるだろうか？

　焦りは、ピークを迎むかえていた。

「では次参りましょう～。『……オー』」

　司会者サラスは、ぼそりと聞こえないように言った。

「はいっ！　これは貰った！」

　ここぞとばかりに、友紀ライオンはびしっと手を挙げる。

　ライオンさんはこの時を待っていた。

　ガオー。

　我王。

　我こそが王であると主張しつつ、格好良く、そして畏い怖ふを感じる鳴き声。

　これっきゃない。

「さあ、ライオンさんとゾウさんの一いつ騎き打うちです。どちらが『ぱおーん』の鳴き声を手に入れるのか？」

　サラスはしてやったりとほくそ笑えむ。

「んなっ！」

　友紀ライオンは目を丸くした。

　まさかのパオーン。

　俺はまんまと引っかかった友紀を哀あわれに思いつつも、腹を抱かかえて笑った。

「えぇ～、ライオンさん、ガオーとぱおーん間違えてるじゃないですかー」

　ハイエナ三原も、涙なみだを流す勢いで笑っていた。

「……くぅ」

　まんまと引っかかってしまった友紀ライオンは顔を赤らめ、両手で顔を隠かくした。

「こういうトラブルもあったりするのかなと思ってな」

　サラスも楽しんでいるようだった。

「ヒドいよ！　鬼おにっ！　水の狂鬼っ！」

　友紀ライオンはサラスを異名で呼んだ。

　恥はじをかかされたのが悔くやしかったのか、涙目になっている。

　声を荒らげてはいるが、怒おこっているわけじゃない。

「台本を頂いた覚えはないからな」

　友紀のシナリオがどういう結末だったのかはわからんが、まあ確かにそんな引ひっ掛かけがあってもおかしくはないかな。

「俺はそのアドリブ嫌きらいじゃないけど。…………ライオンさんはきっとこう、抽選を恐れる素そ振ぶりを隠していただろう。──ぱおーん。も、悪くないね──と」

　ひとしきり恥はずかしさを嚙みしめた後、友紀ライオンはまた腕を組んだ。

　俺の言葉で、ライオンとしての威厳を取とり戻もどしたのだ。

「ふふ、ライオンが可愛く思えるな。でも、ここはゾウがぱおーんを手に入れたということだな？」

　サラスは楽しそうに笑っている。

　抽選で、ゾウはぱおーんを手に入れることが出来るかでドキドキしていただろうが、ライオンさんは逆に、手に入れてしまったらどうしようとドキドキしていたに違いない。

　だが、運良くゾウがぱおーんを手に入れた。

　なんという強運。

「そして、なんだかんだとあって、ついにガオーを獲かく得とくしたんだな」

　友紀はうんうんと頷うなずいていた。

　まとめに入ったようだ。

　織戸は今どうしてるだろうか？　もう時間は稼かせげそうにない。

「……きっと……凄すごく喜んだんだろうなー」

　平松が思いに耽ふける。

　同じようにみんなで目を閉じ、光景を思い浮うかべると、全員の脳のう裏りにご満まん悦えつのライオンさんが浮かんでくる。

　会場を後にしてから、執しつ拗ようなまでのガッツポーズを取っただろうなー。

　危あやうく威嚇なしになるところだったし。

　もし妥だ協きようして、ぱおーんやくしゃみみたいな鳴き声だったら、威い厳げんは地に落ちるだろう。

「締しめくくりは、ジュワっ！　で、これは当然ながらウルトラマンさんが──」

「ちょっとユキちゃん」

「ん？」

　当然のように話を締めくくろうとした友紀に、三原が『待った』を掛けた。

　俺も待ったと言おうと思ったところだ。

　三原の方が、友紀への反応が早いな。

　ツッコミを奪うばわれたときの敗北感は、とても耐たえられない。

「あれは鳴き声ではないんじゃないか？」

　なので、俺が友紀を訂てい正せいする。

　今度は、三原が敗北感を味わっていたようで、「私が言おうとしたのに」という顔で俺を睨にらみ付けてきた。

「……マジで？」

　小さく呟つぶやいた友紀は、ちらりと平松を見る。

　物知りである平松だったら、正解を知っていると思ったのだ。

　つまり、俺や三原を信用していないってことだな。

　……まあ、いつも友紀をからかうんだから、仕方が無い。

「……あれを鳴き声にしちゃうと……怒られてしまうかなぁ」

　頼たよりの平松に否定され、友紀はこほんと一つ咳せきをして、今の言動を忘れた。

「まあ、何にしても、ライオンさんがガオーを手に入れて良かったじゃないか」

　パンと手を打って、友紀は笑顔で話を締めた。

「……待てよ。もしかしたら、我々が勝手にガオーっ！　と表現しているだけで、ライオンはぱおーんと言っている可能性はないだろうか」

　サラスは、ふと気付いた。

　もしかしたら、友紀がそうだったように、ライオンさんもぱおーんトラップに引っかかった可能性もある。

　だとすれば、そのままなし崩くずしに鳴き声をぱおーんにされてしまったのではなかろうか。

「……なるほど。決まってしまっても、極力そう聞こえないように発声練習をしているのかもね」

　俺はサラスに賛同して頷いた。

　本当はぱおーんだけど、言い方でガオーっ！　に見せている。

　そう思うと、ライオンさんの健けな気げな姿が可哀かわい想そうに思えてきた。

　並々ならぬ努力。

　努力か。

　俺は、何をしてるんだろうな。

　学生としての努力をしている場合じゃないってのに。

「そう言えばさ」

　ひとしきりどうでもいいトークを楽しんだあと、三原がぼそりと呟いた。

「ん？」

「織戸の奴やつ、遅おそくない？」

　はいアウトーっ！

　もう時間稼げないぞー。

　いやむしろよく保もった方だ。

「トイレの場所を迷ったにしては、遅すぎるよな」

　友紀が三原の話に乗っかってしまった。こうなると、もう話を逸そらすのは難しい。

　俺も織戸と共犯だって勘かんぐられかねない。

　それに、俺も友紀と同じく不ふ審しんに思っていた。

　といっても、遅さにではなく、目的に、だ。

　あいつは言っていた。

　平松の下着が欲しいと。

　だとすれば、この部屋。

　すぐそこにあるタンスを漁あさらなければならない。

　そして、それは絶対に無理だ。

　五人が全員席を外すなんてこともない。そして、誰だれ一人ひとりとして、下着を漁る織戸を許しはしないだろう。

　だから、何な故ぜ時間を稼いで欲しいと言ったのかが不思議だった。

　時間の問題ではない。

　監かん視しの問題だ。

　奴は、一体何を考えている？

「なあ、平松。下着は、そこのタンスにあるんだよな？　収納ボックスか何かに小分けして」

「……え……うん」

　平松は顔を真っ赤にして、小さく頷いた。

　すぱーん。三原はまるで叩たたいて被かぶってじゃんけんぽんのような反応速度で、ノートを丸めて俺の頭を叩いた。

「あんた！　いきなり何を聞いてるのよっ！」

「すまん。確かに、デリカシーの欠片かけらもない発言だったわ。ただ、織戸の狙ねらいはそこにあると思ってな」

「……確かに、あいつが勉強会をしたいなんておかしいとは思ってたのよ」

　またいつでも俺を殴なぐれるように、ノートを丸めたまま持って、三原が腕うでを組む。

「だから、もしかしたら別のところから下着を盗ぬすんでるんじゃないかってね」

「……さすがに……織戸くんでも……そこまでのことするかな？」

　平松は優しいな。

　疑う余地もなく、全員が犯行に及およんでいると判断しているなか、それでも織戸の善の心を信じようとしている。

「……階段を上がってくるような音はなかったよな」

　友紀がない頭で必死に考えている。

　つまり、一階で何かをしているってことだな。

「洗せん濯たく物ものだ」

　サラスが、確信めいた瞳ひとみで呟いた。

「あ……私さっき……」

　平松の顔が青ざめた。

「まさかっ！　風ふ呂ろに入ったのかっ！」

「うん……いつも……学校から帰るとすぐに……着き替がえのついでにもなるし」

「習慣か……あいつは、そういう女子の習慣を全すべて知ってるからな──で、なんでサラスはそれに気づけたんだ？」

「うむ。私ならばダーリンのボクサーパンツを盗むにあたり、脱ぬぎたてを狙うからな」

「何故最近トランクスからボクサーパンツに替かえたことを知ってる」

「セラフィムに聞いた」

　あの正直者め。俺へのプライバシーとかは考えないのか？

　いや、あの家では人権すらないだろう。

　あれ？　ゾンビに人権ってあったっけ？

　確か、どの国でもゾンビは出会い頭がしらにショットガンをぶっ放されるはず。

　とすれば、俺に人権がないのは当然なのだろうか？

「で、でも……みんな憶おく測そくでしょう？　そんなこと……織戸くんするのかな？」

　なんだと……

　平松お前……まだ織戸を信用しているってのか？

　俺も出来ればお前と同じく、性善説を信じたい。

　だが……これは……事実なんだ。

　真実はいつも、残ざん酷こくで厳しいもんなんだ。

　だから人は、夢や優しさを求めるのさ。

「お、何の話だ？」

　そこへ、件くだんの男が帰ってきた。

　両手には、何も持っていない。

　だが──

　彼のジーンズは、こんもりしていた。

　あと、ジーンズｉｎシャツのお腹周りも妊にん婦ぷのようにこんもりしていた。

　ポケットには何か入ってる風には見えない。

　こいつ──直接股こ間かんや腹のところに入れてきやがった！　なんて欲よく張ばりなんだ！

「ちょっとあんた！　何してきてんのよっ！」

　三原は立ち上がり、織戸に詰つめ寄よる。

「え～？　なんのことですかぁ？」

　口を尖とがらせて惚とぼけるアホ。

「出しなさいよほら」

　ぼす、ぼす、っと腹にパンチをかます。

　少し足を開いて腰こしを落とし、膝ひざを使って跳はね上がるようなボディブロー。

　こいつ……殴り慣れてやがる。

「うぐぅ」

　全然可愛くもないうめきをあげる織戸。三原にシャツを引っ張られ、ジーンズからシャツが引き出される。

　と同時に──ぼとぼとと床ゆかに落ちる布きれたち。

　それを目にして驚おどろいた。

　その場にいる全員──いや、織戸以外の全員だ。

　当の本人は、これ以上ないほどの憎にくたらしい顔で両手を広げている。

　そのオーバーアクションたるや、まるでハリウッドスターだ。

　やられた。

　と、三原は思ったろう。

　まさか、腹に仕込んでいたものがパンツではなく、ただのタオルだったなんて。

　フェイク。

　織戸は、ただのバカではなかった。

「一応言っておきますがねぇ？　これは、我が家のタオルでござんす」

　したり顔がここまで鬱うつ陶とうしい奴が、いただろうか。

「……まだ、調べてない場所があるじゃない」

　悔くやしそうな顔の三原。

「えー？　何のことですぅ？」

「その……そこに」

　乙女おとめとして、一線を越こえられない三原は、顔を赤くして視線を逸らす。

「抽ちゆう象しよう的過ぎてよくわかりませぇん」

　人形のようにカタカタと頭を震ふるわせて、織戸が憎たらしく三原に詰め寄った。

「それよっ！」

　びしっと股間を指さす。

　ぐっ、と悔しさと恥はずかしさを嚙かみしめて耐たえていた。

「頑がん張ばれかなみ！」

　友紀が応おう援えんしていた。

　三原の苦く悩のうが、誰だれの目にも明らかだったからだ。

「俺のもこりもこみちがもっこもこなのが、何か罪になるんですかねぇ？」

　罪になりそうな気もする。

「それを……出しなさいって言ってるの！」

「えー？　出していいんですかぁ？　俺のグレートもこみちを見たいってんですかぁ？」

　ちょっとパワーアップしてんじゃねえよ。

　これが、織戸の策なのだ。

　身体検査を行われない場所に、ブツを隠かくすという。

　そしてそれは今、最大限に発揮されている。

　まあ、こうなったら──

　三原は俺をじろりと見る。

　友紀も、平松も、サラスも。

　まあ、そうなるよな。

　俺が、身体検査をしろってことになるのは必然。

「触さわりたくもないんだがな」

　よっこいせっと重い腰を上げる。

　全く、頼たよられるのも困ったもんだ。

　最も嫌いやな作業をさせられるハメになるとはな。

　しゅっ、しゅっ──腰を振ふる織戸。

　ジーンズを調べるために、しゃがむ俺。

　しゅしゅっ、しゅしゅっ──腰を振る織戸。

　………………くっ。

「だ、ダメだっ！　俺には出来ないっ！」

　織戸の思い通りになるのは不本意だ。平松を魔まの手てから救ってやりたい気持ちもある。

　だが、それよりも──

　俺は、男の股間に触りたくないっ！

　いや、ただの男じゃない。

　友達だ。

　気持ち悪い、友達だ。

　しかも、こんな公然の場でやれるかっ！

　そんな俺を見かねてか──

　一人の英えい雄ゆうが、今立ち上がる。

　それは、いつもいつでも頼りになる人物。この世界でのヒーローは、決まって吸血忍にん者じやなのだ。

　それは、この場でも同じだった。

　すっくと立ち上がったのは他ほかでもない。サラスだ。

　ネットアイドルとして数多くのファンを持ち、吸血忍者らしい美び貌ぼうの乙女。

　そんな彼女が、俺を押しのけて織戸の前に出る。

「ふん」

　サラスが、織戸の股間を蹴けり上げた。

　アイドルがファンにするとは思えない一いち撃げき。

「はうっ！」織戸は思わず、つま先立ちになってしまった。

　さらに、ジッパーを壊こわさんばかりの勢いで下ろし、ずずっと手を入れる。

　ぼろん、と純白のおパンティがこぼれ落ちた。

　それはさながら、アンコウを捌さばく際に内臓を取り出すかのような手て際ぎわだった。

「は、恥ずかしさはないんすか？」

　がっくりと膝から頽くずおれた織戸は、股間を押さえて床に頰ほおを擦こする。

「無論。恥ずかしさを感じる奴やつが──アイドルなどなれるかっ！」

　論ずるに値あたいせず。なんて語ご弊へいのある言葉なんだ。

　すげえ。

　サラスさん、すげえ。

　人前で歌って踊おどるのは、確かに恥ずかしいと言う感情を抑おさえているだろうが、だからといってこれに恥じらいを感じないのは話が違ちがう。

　そう言えば、どんな状じよう況きようでも、サラスが恥じらっている光景は見たことがないな。

　アイドルであることは周知の事実。その勇ゆう敢かんかつ剛ごう胆たんな手際に、皆みんなぱちぱちと手を叩たたき、称しよう賛さんを送る。

　はぎ取った可愛らしい純白のパンティ（脱ぎたて）を、サラスは平松に差し出した。

「あ……ありがとう……でも……その」

　平松は言葉を詰まらせた。

「心配ない。奴はジーンズとパンツの間にこれを入れていた。君が思ってるほど、穢けがされてはいない」

　怯おびえた小動物のような平松に微笑ほほえみかけるサラス。

「はあ……」

　納得出来ていないようだ。

「見てごらん。ほら、驚きの白さのままだ」

　サラスはパンティを広げて、潔白を証明した。

　だが、平松はますます肩かた身みが狭せまい思いをしていた。

　俺をちらちらと見ている様子を鑑かんがみるに、恐おそらく、下着を俺に見られたことが恥ずかしくて堪たまらないんだろう。

　広げて、驚きの白さをアピールされたことでさらに恥ずかしさが爆ばく発はつしたんだろう。

「まあ、なんだ。可愛い下着だな」

　チラ見されていたので、褒ほめてみる。

「あ……ありがとう……」

　平松は肩身が狭い思いで、小さく呟つぶやいた。

「歯を食いしばって土下座しなさいっ！」

　三原は元気を取り戻もどし、織戸へ命令した。

　まるで全すべての功績が自分にあるかのようだった。

「土下座の上、何かしらの打撃の刑けいかよ」

　織戸は科せられる刑に不満を抱いだいている様子。

「謝りなさい。妙ちゃんはずっとあんたの潔白を信じていたのっ！　そこに謝りなさい！」

　なるほど。それは三原の方に理があるわ。

　平松の気持ちを踏ふみにじったのだから、土下座で一撃は当然。

　織戸もそれを知り、額を床ゆかに押しつけた。

「……めちゃええ子を悲しませてごめんなさい」

　一件落着だな。色々あったけど、これで──

「相川も！」

　三原が、くるりとこちらに鬼おにの形相を向けた。

　お、俺？

　とんだとばっちりだなおい。

　身に覚えがないことで謝りたくはないが──恐らくつい先ほど平松を辱はずかしめてしまった件か、織戸の股間に尻しりすぼみだった件。皆の期待を裏切ってしまったことなどが重なってるんだろう。

　ここは、反論せずに大人しく従おう。

　織戸の隣となりで、床に額を押しつける。

「ごめんなさい」

　げしげし。

　土下座をする俺と織戸を足あし蹴げにする三原。

　あれ？　ちょっと待てよ？

「一つ疑問があるんだが──俺はこいつと同列なのか？」

　謝るのは構わんが、完全変態と同じ刑けい罰ばつってのは厳しすぎやしないだろうか？

　顔を上げると、そこにはピンク地に黒のラインが入った、パンティ様が目に入る。

　俺を踏みつけようと足を上げていたのが、悪かった。

「み、見た？」

「まあ、なんだ。可愛い下着だな」

「きょえええええっ！」

　可愛くない奇き声せいを上げて、三原が俺を踏みつける。

　パンチラしないよう、必死にスカートを押さえながら。

「ごめんなさい！　ごめんなさい！」

　やっぱり、コメントを残したことが悪かったようだ。

「下着が欲しいのであれば、私のをくれてやるのにな」

　と、刑を執しつ行こうしている最中に、サラスが呟いた。

「マジすかっ！」

　織戸が土下座を崩くずし、サラスの元へ四よつん這ばいで前進する。

「いや、貴様にではない。ほれ、エロダーリンよ。ほかほかだぞ？」

　と、サラスがスカートの下から手を入れてその場で脱ぬごうとしたとき──

　携けい帯たい電でん話わが、鳴なり響ひびいた。

　誰の？

　とその場にいる全ての人間が思ったろう。

　全員、バラバラの着信音。

　そう、この場にいる全員の電話が、唐とう突とつに鳴り始めたのだ。

　友紀のカバンから、三原のカバンから、織戸のカバンから、机に置いたサラスのモノ。充じゆう電でん中の平松のも。

　一階から、家の電話が鳴っているのもわかる。

　訝いぶかしげな表情を浮うかべながら、携帯を取る面々。

　その中でただ一人、俺だけが、恐きよう怖ふに戦おののいていた。

　登録していない番号。それも見たこともない、暗号のような桁けた数すうの長い電話番号。

　こんな電話番号なんて、きっとあそこしかない。




　これは、ヴィリエからの電話なのだ。




　最初に電話に出たのは、サラスだった。

　俺もそれに続いて、電話に出る。

『我々ヴィリエは、女王の名の下もとに宣戦布告する』

　可愛らしくもあり、凜り々りしくもある声だった。

『我々の望むモノは、土地、資源、魔ま力りよくの永久機関──相川歩あゆむだ』

　声だけを聞けば、小学生にも聞こえる。

『貴様ら虫けらと交こう渉しようする気はない』

　だが、声のトーンは重苦しい。

『我々ヴィリエは、弱き者を保護する余よ裕ゆうはない』

　無む邪じや気きさは微み塵じんもなく、淡たん々たんとした声。

『降こう伏ふくするのは構わんが、徹てつ底てい抗こう戦せんに出てくれることを望む』

　しかしながら、機械的なアナウンスではない。

『それでは、楽しい戦争をしよう』

　最後の一言は、とても楽しそうだった。

　この内容を、ただ繰くり返かえすだけだった。

「ふむ、至ってシンプルで分かりやすいが、宣戦布告文としては慣れていないように思えるな」

　サラスは冷静にそう言いながら電話を切る。

　俺も閉じたが、一度閉じればもう電話は鳴らなかった。

「なんなの……この電話」

　三原は困こん惑わくしていた。いや、恐怖にも似た感情を抱いている様子だった。

「……相川くん」

　平松は心配そうに俺を見る。

「ただのイタズラだろ」

　安心させようと、俺は笑顔で返した。

　だが、自分でも分かっていた。その笑顔が、引きつっていたのが。

「でも……相川くんの名前が……」

　それが、さらに平松の不安を煽あおる結果となってしまった。

「だからこそ、さ」

「そ、そうよね。誰だれの仕し業わざよ、もう」

　不安だからこそ、信じられないってのが、三原だった。

「……相川、これって」

　友紀とサラスは、毅き然ぜんとした態度だった。

　事情を知ってるせいもあって、これがどれだけ深刻な電話なのかを把は握あくしていた。

「あー、ほらやっぱり、俺のだけまた鳴ってる」

　みんなが通話を終えたらそれでもう掛かかってこなかったのに、俺の携帯電話だけがまた鳴り始めていた。

　さっきの一件で、誰かが連れん絡らくを取ろうとしてるんだろう。

　ハルナか、セラか、大先生か。

　それともアンダーソンくんやネネさんの可能性もあるな。

　ありとあらゆる可能性を考こう慮りよしながら、もう一度電話に出る。

「歩か？」

　俺はその声に、目を丸くした。

　全ての可能性、想像とは違ちがう相手。

　その電話の相手は──

「父さん……」

　俺は、奥歯を強く嚙かみしめた。

























「何の用だ」

　俺は、語気を強めていた。

　いや、必死に抑おさえながら電話に出た。

「無事なのか？　さっきの電話はなんだ？　お前、何かに巻き込まれてるのか？」

　焦あせりと、不安、憂ゆう慮りよ。そんな感情が入り交じった、優しい声だった。

　久しく忘れていた、親父おやじの声。

　懐なつかしさなど──微塵も感じなかった。

「あんたには関係ないだろっ！」

　平ひら松まつが、びくっと体を強こわばらせたのを見て、俺はふうと一息吐はく。

「……歩あゆむ。今からでも……父さんたちの所へ来ないか？　カナダに家を建てたんだ。オーロラ観光も──」

「うるせえよっ！　今いま更さらなんだよ。今更、なんなんだよっ！」

　お盆ぼんもクリスマスも正月も誕生日も。

　一年に一度すら連絡をしてこなかった父さんが、何な故ぜ急に電話なんかしてきたんだ？

　それは、聞かずとも分かっていた。

　さっきの宣戦布告は、この日本だけではなく、恐おそらく世界中で同時に行われたんだろう。日本を侵しん略りやくするつもりじゃなく、『この世界』を取るつもりなんだから。

　そして、その宣戦布告の中に、突とつ如じよ俺の名前が出てきたもんだから、連絡をしてきたんだろう。

　だが、父さんはそのことには全然触ふれなかった。

　これが、イタズラであれなんであれ、俺を心配しているんだ。

　……心配、ね。

「家族なんだから、どうだ？　一いつ緒しよに──」

「……今、なんつった？」

　聞き捨てならない単語が、一つあった。

　俺は携けい帯たいを持つ手がふるふると震ふるえるのを抑えられなかった。




「俺の家族はっ！　あんたじゃないっ！」




　握にぎりつぶすぐらいの勢いで、電話を切る。そのまま、壁かべに投げつけたかった。

　くそっ！

　くそっ！　くそっ！　くそっ！

　家族だと？

　ふざけんじゃねえよっ！

　俺に、家族なんていないっ！

　いや、俺の家族は──

「相あい川かわ？　どうしたんだ？」

　友ゆ紀きが、心配そうに俺の顔を覗のぞき込んできた。

「……なんでもない。ちょっと、今日はもう帰るわ」

　俺は素っ気なく返し、机に広げたノートや教科書を急いでカバンに詰つめ込んだ。中で折れようが、表紙がめくれようが、どうでもいい。

「相川……ごめん……蹴けったりして」

　三み原はらが申し訳なさそうに言う。

「お前のせいじゃねえよ」

　なんでみんな、俺を心配してるんだ？

　イライラが止まらない。

　声を掛かけられるのも億おつ劫くうだ。

「おいダーリンよ。これを」

　サラスが、ハンカチを差し出した。

　さっきまで下着を差し出そうとしていたのに、随ずい分ぶん変態ランクが下がったもんだ。

　織おり戸との顔はぼやけて見えない。

　こんなにモザイク顔をしていたかな。

　見た目が卑ひ猥わいだってのもわかるが、誰だれがモザイクをかけたんだ？

「いいから、涙なみだを拭ふけ」

　サラスに言われ、俺はやっとわかった。

　俺は泣いてたんだ。

　はは、みっともねえ。

　何泣いてんだ俺は。

「ほんとすまん」

　ハンカチも受け取らず、いそいそと片付けて、俺は部屋を飛び出した。

　友紀を笑えないな。拭ぬぐっても拭っても涙が溢あふれてくる。

　情けねえ。

　人前でこんなに涙を流すなんて。

　顔がくしゃくしゃになっていることに、気付かなかったなんて。

　涙に感情がついて行ってない。

　家族から連れん絡らくがあったから、嬉うれしくて泣いちゃった？

　そんな訳あるか。

　悔くやしいんだ。俺は。

　ヴィリエの宣戦布告を、海外で聞いたんだろう。

　そして、そこに俺の名前があった。

　だから、心配になったんだ。

　そこに来て、やっと、心配になったんだよ。

　遅おそい。

　遅えよ。

　──俺は、ずっと寂さびしかったんだ。

　ずっと、孤こ独どくだった。

　家族だ？

　もし家族がいるとすれば、それは俺を孤独から救ってくれた奴やつらさ。

　平松のお母さんみたいに、何かと気に掛けてくれるような存在さ。

　ユー、ハルナ、セラ。

　そして、あいつら。

　そうだ。

　──家族ってのは、そういうもんだ。







　いきなり飛び出して家に帰ってきてしまった俺は、大きく息を吸い込んで、何度も目を擦こすって、中へと入った。

　悟さとられたくはない。

　俺の家族には。

「ハルナ、ユー、無事か？」

　玄げん関かんで入念に顔をチェックし、少し目が赤いが、これはどうしようもないのでそのまま居間へと向かった。

「歩、メイル・シュトロームは？」

　いつものように姿勢正しく正座しているセラが、質問を返してくる。

「あ──」

　しまった。

　ヴィリエの狙ねらいは、友紀だったんだ。

　なのに、置いてきてしまった。

　俺は自分のバカさ加減に頭を抱かかえた。

「……全く、それどころではなかったのですね？　まあ、サラスが一緒ならば、問題はないでしょうが」

　呆あきれた様子で頭を横に振ふるセラ。

　ふぁさっふぁさっとポニーテールが揺ゆれる。

「……お前、何を知ってる」

　まるで、勉強会から抜ぬけ出した俺を見てきたような物言いだ。

「先ほど、電話がありました。──あなたの、お父様から」

　俺が携帯を切ったから、家に掛けたのか。

　しまったな。

　感情的にならず、俺が対応すべきだった。

　その結果、なんだかんだで、結局セラに悟られてしまった。

「俺に、父なんていない。あんなの、家族なんかじゃない」

　俺はくるりと踵きびすを返して、自分の部屋へと向かう。

「歩」

　セラは小さく俺の名を呼びながら立ち上がる。

「なんだ？」

　こちらへやってくるセラに、俺は怪け訝げんな顔を向けた。

「やはり──我が慢まん出来ません」

「何を？」

　ごす。

　それは、鉄てつ拳けんだった。硬かたく凝ぎよう縮しゆくされた、拳げん骨こつだった。

　思いっきり殴なぐり飛とばされた俺は、廊ろう下かを滑すべる。

「少しほったらかしにされた程度で、家族なんかじゃない？　あなたにとっての絆きずなとは、その程度なのですかっ！　私は──いえ、私たちはあなたの家族になりたいと思っていました。それが『寂しいから』などというガキのような理由で、ばっさり切きり離はなされる程度のモノならば──こう言わざるを得ません」

「セラ──お前」




「この、クソ甘ったれっ！」




「すまん」

　鉄拳よりも、言葉の方がずっしりと重かった。

　さすが、葉っぱ使いだ。

　こいつと出会った頃ころから思っていた。

　こいつの言の葉は、ユーに匹ひつ敵てきする強さを持っていると。

「自分のせいで、世界が危機に瀕ひんしている。それを止められない無力さ。──心中お察しします。──だから私は、元気のないあなたを殴り飛ばしたりはしなかった」

　彩あや香かちゃんが来た頃、変な様子だったのはそういうことか。

　俺が、無気力になっていたから。

　セラなりに、心配してくれてたんだ。

　……そして、こいつも、家族だと思ってくれていた。

　嬉しかった。

「すまん」

　俺はもう一度同じ言葉を吐はいた。

　それしか、言えなかった。

「ハルナの話を、覚えていますか？」

「どの話だ？」

「ヴィリエは、宣戦布告を行いました。これは、ハルナの言う第一関門がクリアされたということ」

「記き憶おく操作による制圧じゃなく、戦争を選んだってことだな」

「あなたのせいで、戦争が起こってしまった──かもしれません。ですが、それは我々人類が家か畜ちくの如ごとき扱あつかいを受けずにすんだことを意味します。あなたは、唯ゆい一いつの希望の扉とびらを開いたのです」

「……そうかな？」

「その、唯一の希望であるあなたが、甘ったれでは困ります。──電話をしなさい。あなたの『家族』を許し、和解しなさい。今すぐに」

　命令口調だった。

　いつも冷静で、凜りんとしたセラが、強く、命令している。

　いつもなら、すればどうですか？　と言った提案か、しないでください気持ち悪いと言った否定ばかりだ。

　まったく、三原といい、こいつといい、今日はなんでこうも命令されなきゃいけないんだろう。

　……身から出たサビ。因果応報。

　俺が悪いんだろうね。

「わかったよ」

　戦争を止めたい。

　世界を救いたい。

　ってのに、親父おやじごときと話し合いが出来なくてどうする。

　俺は携けい帯たいを取り出しながら、二階へと上がる。

　親父との会話は、聞かれたくない。

　部屋に入り、カバンを放ほうり投げて、ベッドに横たわる。

　気を静めてから、電話を掛かけた。

　……すると、父さんはワンコールで電話に出る。

　俺がかけ直すのを、ずっと待っていたように。

「………………父さん」

「歩か？」

「ああ……そうだ」

「本当にすまないと思っている」

　強さとは、相手を許すこと。

　それは、ネネさんに教わったことだった。

　さっきは感情的になってしまったが、今は違ちがう。

　大だい丈じよう夫ぶだ。

　俺は、父さんを許せる。

　強くなったんだ。──俺は。

　強くならなきゃ、ならないんだ。──今以上に。

「父さんに、話したいことがあるんだ」

「なんだ？　なんだって聞くぞ。なんだって、お前のやりたいようにやらせてやる」

「何から話せばいいか。まあ、信じて貰もらえないとは思うんだが──去年コンビニで、女の子をナンパしようと──」

　俺は、話した。

　これまでのこと。

　そして、これからのことを。







　父さんとの会話なんて、何年ぶりだったろう。

　俺に起きたこと、これから起ころうとしていること、俺の要望。

　その全すべてを、父さんは受け入れた。

　まあ、信じてるかは、分からないが。

　ただ、それが贖しよく罪ざいであるかのように。

　俺の心は晴れていた。

　居間へ向かうと、三人娘むすめが勢せい揃ぞろいしていた。

　それに、彩香ちゃんも。

　テレビには、ニュース番組。

　いつもなら、バラエティを見ているんだが、今日は違うらしい。

『宇宙人の仕し業わざです』

　と、専門家の大学教授が得意満面で言っている。

　専門分野が別だな。

『イタズラではないんでしょうか？』

　と、司会者が聞く。

　何の内容も知らない仕切り屋だ。

『世界一八カ国の電波を全てジャックしたんですよ？　そんなイタズラ、アメリカ政府でも出来ませんよ。間違いなく、宇宙人です』

　的外れも良いところだ。

　全く、コメンテーターってのは、どうして『確定情報』として話すんだろうね。

　せめて、持論なんですけどーとか個人的見解でしかないんですけどーと前置きしてくれないと、視し聴ちよう者はそれを鵜う吞のみにしてしまう。

　俺は違う。

　テレビなんかに、影えい響きようされない。

「……待たせたな」

　俺はそんなテレビを無視して、こたつに入った。

「けじめは、ついたのですか？」

　セラに聞かれ、俺は強く頷うなずく。

「ああ、話す時間をくれて感謝する」

「気持ち悪いです」

　えー。お前の望む返事をしたのに、何な故ぜ罵ば倒とうされなきゃいけないのか。

「うん。なんかこう、テレビドラマに影響されてる感じがするな」

　ハルナが呆あきれた顔で言う。

　……なんだろう。

　今とても恥はずかしい気分だ。

「ところで、宣戦布告なんて、する必要があったのかね？」

　だから俺は、さっさと話を変えた。

「と、言うと？」

「ヴィリエは交こう渉しようするつもりもないんだし、軍事行動に出ることを批難されない。大義名分も必要ないはずだ。そもそも、この世界の住人を人とも思っていない。サラスも言っていたが、宣戦布告に慣れていないような文面だ」

「んー、まあ楽しんでるんじゃない？」

　この世界の誰だれよりも専門家のハルナちゃんが仮説を立てる。

「楽しんでる？」

「魔ま法ほうもなしでここまで文明が発達するなんて、凄すごいと思う。まあ魔法がないからこそ、とも言えるんだけど。そんな『科学技術』と戦ってみたいんだと思う」

「戦争だぞ？　殺し合いになるんだぞ？　どこが楽しいってんだよ」

「絶対に負けないかんな。楽しいに決まってる」

　戦争をすることが楽しいんじゃない。

　戦いに勝つことが楽しい。

　つまりは、そういうことなんだろうね。

「では、次の行動はどうすると思われますか？」

　セラはハルナに問う。

「んー、軍事施し設せつに対しての爆ばく撃げきかな。まあ、強い相手と戦いたいって気持ちが強いから、挨あい拶さつ程度に二カ所ぐらい破は壊かいして敵戦力を残しつつ、そっから都市爆撃で心を折りに来ると思う」

「都市への爆撃なんて、絶対させない」

「って、アユムじゃなくても考えるよな。だから、本気のバトルが出来るんだ。ほら、守るべきものがあれば強くなるって言うじゃん。それで是ぜ非ひ強くなって貰おうってな」

「ほんと、魔装少女ってのは戦せん闘とう民族というかなんというか、バカげたことが好きだよな」

「……うっさい」

　ごすごすごすごす。ハルナによる冷れい峰ほう学園の小こ林ばやしばりのマッハチョップが俺の後頭部を刺し激げきする。

『ハルナは　もう違う』

「分かってるよ、ユー。ハルナはもう、この世界の人間を虫けら扱いはしていない」

「え？　してるけど？」

　けろっとした顔で、とんでもない事実を口にしやがった。

　お前はてっきり、もうこの世界を舐なめてないと思ったんだがな。

　まあ、冗じよう談だんで言ってるんだろうけど。

「してんのかよ。ところでハルナ。ミストルティンの改造は終わったのか？」

「全然」

　ハルナは首をふるふると横に振ふる。

　全然ってお前──もう戦争は始まっちまうってのに。

「うむ。範はん囲いの問題が残っておる。──このお茶美お味いしいな」

　彩香ちゃんは我が家のお茶をえらく気に入ったようで、頷きながらすすっていた。

「もう急がないと、攻こう撃げきが開始されちまうんじゃ」

「されてるけど？」

　またもやけろっとした顔で、とんでもない事実を口にしやがった。

「は？　なんで分かるんだよ。報道もされてないのに」

「あなたがマスコミを頼たよるとは思いませんでした」

　セラが俺をバカにしたような目で見る。

「まあ、攻撃されてるって報道があればパニックになるだろうが──どうやって知ったんだ？」

「思念のチャンネルを開いてリンクさせた」

　ハルナの言葉に、俺は眉み間けんに手をやりながら目を瞑つぶった。

「……すまん。言ってる意味が全然わからん」

「はあっ？　せっかくこの世界の言葉に直してやったのに。思念をチルッポロンしてアギルレール」

「悪かった。俺が悪かった」

　あーもう。ハルナの説明は説明になんないわ。俺がバカ過ぎるのもあるんだろうけどな。

「何語だったら伝わんのこいつ」

　ハルナはジト目で俺を睨にらみ付けながら、お茶で喉のどを潤うるおす。

「つまり、どういうことが出来るのかってだけ教えてくれ」

「心と心で交信する。さらに、そこから思念エネルギーを抜ぬき取る」

　やるとは聞いていたが、実際出来るなら凄いな。

　夢を抱いだいてから実現させるまでが早すぎる。

「……ホントにそれが出来るようになったのかよ」

「さすが、天才のお二人ですね」

　そうか。

　確か、彩香ちゃんも天才過ぎて引きこもりになったんだっけ。

　二人とも、ヴィリエ人とこの世界の人間とのハーフ。

　ダービースタリオンじゃないが、同じような血統の持ち主だ。

　さらに言えば、彩香ちゃんの親はあの悪あく魔ま男だん爵しやく。

　魔装兵器やらを作りだした、魔法技術のエキスパート。

　それに、元々彩香ちゃんの能力は、心を一つにすることだ。

「あたしほどじゃないけど、こいつもなかなかやる」

　ハルナにそう言わせるんだから、よっぽどだろう。

「で、まあなんだ。それの力で、攻撃が開始されてるって知った訳か？」

「そうだけど？」

「だったら、今すぐ俺たちも動かなきゃいけないだろ」

「準備が、まだ出来てないっつってんだろ！」

　そうだったな。メガロが出てくるまでは動けない。

　吸血忍にん者じやと魔装少女がぶつかっても、勝ち目はないんだから。

「今はミストルティンの完成を待つしかないってか」

「この世界だけじゃなく、冥めい界かいやヴィリエにまで関かん与よ出来る能力者がいればいいんじゃが、それほどの能力者がこの世にいるかどうか」

「そこなんだよなー。やっぱり──」

　彩香ちゃんとハルナは二人で唸うなっていた。

「──え？　ちょっと待て」

「ん？」邪じや魔ますんなという顔をハルナが見せるが、疑問に思ったことは聞かないとすっきりしない性格なんだ。

「以前、全ての人間が女になるっていう事件があったよな」

　そう、メレンゲが現れた頃ころに起こった事件で、俺も女にされた。

「あったっけ？」

　ハルナと彩香ちゃんは同時に首を傾かしげた。

　おーいっ！　忘れんじゃねえよ！　修学旅行一いつ緒しよに行ったろっ！　女の俺と！

「ありましたね」

　セラさん素敵！

『楽しかった』

　ユーは感想がおかしいっ！　いや、解決したからこそ、懐なつかしむのもおかしくはないか。あのままずっとみんなが女性のままだったら、楽しかったなんて言えないだろう。

「そう。それってたしか、この世界だけではなく、冥界もヴィリエも巻き込んでの事件だったよな？」

　冥界人であるアンダーソンくんですら、女性に変えられていたんだ。

　最強のメガロの仕し業わざでな。

「そうなの？　すごいじゃん」

　素っ気ないが、驚おどろきの表情だった。

　完全に覚えてねえなハルナの奴やつ。

「そんなことが出来るなら、是非連れてきて欲しいもんじゃな」

　彩香ちゃんは引きこもりだから、知らなくてもおかしくはないか。

　吸血忍者って女性ばっかりだし。

「そいつがいれば、あたしの理論を完かん璧ぺきに出来るな」

「……その人物って、確か──」

　セラにはちゃんと分かって貰もらえたようだ。

　ぞっとしてるのか、肩かたを抱だいている。余談だが、セラの肩を抱くポーズは胸が強調される。

「ああ、そうだ」

　俺も、ぞっとしていた。

　出来る限り、あいつに頼りたくはないし、あいつに借りを作りたくはない。

「私は反対です。歩だけでも気持ち悪いというのに、これ以上気持ち悪い空気を吸いたくありません」

「吐はく息は無実だよっ！」

「そんなに気持ち悪いのか？　アユムばりに？」

　ハルナが「えーっ」と嫌いやそうな顔を見せた。俺ばりにというのは凄い不ふ愉ゆ快かいだ。

「ええ。息をするだけで気持ち悪いです。その気持ち悪さたるや、目クソ鼻クソですね」

「それって比ひ喩ゆ的じゃなくてガチで鼻クソ扱あつかいってことだよな」

「風か邪ぜの時の」

「取っても取っても出てくるじゃねえか」

　言いたい放題だなおい。

「じゃあ、捕ほ獲かくしてこようか。気を失わせた方がいいだろ」

　……ハルナさん。

　何を言い出したんだこいつ。

「素晴らしいですハルナ。目から鱗うろこがどばどばと」

　セラが指先だけでぱちぱちと拍はく手しゆをする。

「いや、別に捕つかまえんでも、呼べば来るんだが──」

「甘ったれてんじゃねえ！　一刻を争うんだっ！」

　突とつ然ぜん熱血になったハルナが、机を叩たたいた。

　こいつ、もしかして楽しんでんじゃなかろうか？

「いざ、ボーイスカウトマンっ！」

　ボーイをスカウトするのかマンをスカウトするのか。

　スカウトという言葉がゲシュタルト崩ほう壊かいを起こしそうになりながらも、俺は止めなかった。

　…………織戸よ、永遠なれ。







「やめろぉぉぉっ！　ショッカああああっ！　ぶぅっとばぁすぞぉうっ！」

　こうして、ものの数時間で囚とらわれの身となった織戸は、ずっと体をくねらせていた。

　どこから用意したのか、Ｘ字の台に手足を縛しばられ、目め隠かくしをされている。

　それを何な故ぜかわざわざ二階にある俺の部屋に置いたもんだから、俺は呆あきれるしかなかった。

　宇宙人の侵しん略りやく──なんてテレビで煽あおってるもんだから、織戸は恐きよう怖ふしているのか、ずっと喚わめいている。

　いや、どこか紅潮しているな。

　……こいつっ！

　まさか……こいつ……興奮してやがるのかっ！

　突然拉ら致ちされ、そして拘こう束そくされて、興奮しているというのかっ！

　変態だ。

　完全に変態だ。

　確か、セブンスアビスのメレンゲによって、『最強のメガロ』に改造されたんだよな。

　まあ、その力のせいでこんな状じよう況きように追い込まれているんだけど。

　もしかして、そのときもこうやって、状況を楽しんでたんじゃ？

　ふと、思うことがある。

　もし、ユーと出会い、そして京きよう子こに刺さされたのが俺じゃなく別の人間。

　たとえば、こいつだったとしたら、どうなっていただろう？

　……戦争なんて、起こりえなかったかもな。

　夜の王にちょっかい出すこともなかったろうし、リリアや大先生に逆らったりもしなかったろう。

　三世界サミットなんかもしなかった。

　結局、戦争は起こってたかな？

　だとすれば、少し気が楽になる。

　俺の責任じゃ、ないのかもってな。

「よし、始めるから出て行けよな」

　ローブを纏まとったハルナが、俺の背中を押す。

　その隣となりには、恥はずかしげな彩香ちゃんと、ユーの姿があった。

「ここ、俺の部屋だぞ」

「見られたくないのじゃ」

　彩香ちゃんは恥ずかしさのあまり、ローブで顔を隠かくしていた。

「どうせ、またサンバでも踊おどるんだろ？」

「違ちがうわボケ。黒くろ魔ま術じゆつの儀ぎ式しきだ」

　……あれ、黒魔術だったんだ。

　ただの遊びだと思ってたわ。

「ってことは、そのローブの下はまたビキニ？」

「いいから、出て行けよなっ！」

　部屋から追い出された俺は、居間で地図を広げるセラとサラスに友紀を発見した。

「……お前ら来てたのか」

　珍めずらしい。

　というのは、うちに来たことではなく、うちに呼んだのに、俺に会いに来なかったことだ。

　よっぽど、真しん剣けんな話をしているんだろう。

「今、敵を撃げき退たいする場所を考えている」

　なるほど。

　もうすでに開戦しているんだから、作戦を固めなきゃいけないわな。

　いつでも、戦えるように。

「メイル・シュトロームを囮おとりにするとして、どこを戦場に選ぶか──ですね」

　セラが補足をしてくれる。

　こいつはいつだって、俺がどこまで分かっててどこまで分かっていないのか、そこを考こう慮りよしてくれる。

　……ほんと、こいつ抜ぬきでは、ここまで戦って来られなかったろうな。

「オレが頭とう領りようと一緒に戦ってたときは──市街でゲリラ戦だったぜ？」

　友紀がこたつに上体を乗せ、楽しそうに揺ゆれていた。貧びん乏ぼう揺すりのようにも見える。

「………………ちょっと、ちょっと待ってくれ友紀」

　けろっとした表情で、友紀が「ん？」と聞き返す。

「ゲリラ戦って、この世界で？」

「いや、ヴィリエだっけ？　で」

　きょとんとした表情。

「…………お前、クーデター参加組だったのかよ」

「何のための戦いかはわかんねえけど、目がちかちかするぐらい凄すごいカラフルな街でさ。師し匠しようみたいな女の子と戦ってたんだ」

　完全にクーデター参加組じゃねえか。

　それは、衝しよう撃げき的な事実だった。

　クーデターは一〇〇年前に及およぶ。

　こいつの精神は、いつから小学生のままなんだ？

　いや、精神的に大人になれる人間が、この世の中にどれだけいるだろう？

　大人にもなれない俺が言えた義理じゃないな。

「お前、魔装少女と戦って無事だったのか？」

「うんにゃ、恥ずかしいけど……オレはすぐボコボコにされてさ。ホント、生きてるのが不思議なぐらいけちょんけちょんにされて、命からがら帰ってきたんだ」

　そうか。

　そういうことか。

　何な故ぜ、友紀の中に魔装兵器があったのか。

　それは、頭領と一緒にクーデターに参加していたから。

　と言っても一時的で、友紀は重傷を負い撤てつ退たい。

　そこで、魔装兵器を友紀の中へ隠した。

　延命措そ置ちと共に。

　そして、頭領はその後ヴィリエに戻もどりクーデターを続け、友紀はこの世界に残った。

　そういうことだろう。

「……セラやサラスも、クーデターには参加してるのか？」

「私は、この世界を守っていた」

　なるほど。サラスは防衛に充あてられたのか。

　俺が頭領だったとしても、サラスを防衛に充てるかもな。

　サラスにだったら、この世界を任せられる。

　あれ？　じゃあセラは？

「私は、まだ生まれていませんでした」

　………………マジで。

「ちょ、ちょちょちょ……」

　俺は慌あわてていた。

　慌てて手を振ふり、いったん話を止める。

「なんですか？　気持ち悪い」

　俺の慌てっぷりに、セラが嫌けん悪お感かんを表した。

「セラは、友紀よりも年下ってことか？」

「ええ。まあ」

　あんまり聞きたくない事実だったな。

　まあ寿じゆ命みようの概がい念ねんがない連中だし、こんなこともあり得うるんだろうけど。

「年功序列で言うなら、友紀の方がセラより上って訳か？」

「はい。ですから、こうして友達言葉を使わずに接しているではありませんか」

「階級はセラフィムに追い抜かれちまったけどなー」

　面めん目ぼくないと言いたげに友紀が言う。

「結局、上下関係は曖あい昧まいなんだな」

「全すべてに於おいて私が一番偉えらいがな」

　えっへんと胸を張るサラス。

　まあ、それはそうなんだろうけどさ。

「んで、ハルナはどこで戦うのが良いって言ってた？」

　話を戻そう。衝撃的な事実は流して。

「東京タワーのお膝ひざ元もと、芝しば公こう園えんだ」

　サラスが地図を指でさした。

「理由は？」

「どこだろうと、一緒だから」

　ふむ。まあ、突然どこからでも湧わいてくる魔装少女相手に、隠れていても無む駄だか。

　隠れていても無駄──

「なあ、なんで魔装少女たちは、今ここへ来ないんだろうね」

　これはメガロにも言えることだが、なんでみんなこの家にはやってこないのだろうか。

　いや、来てるけどセラが対処しているのかもな。メガロとかユーを狙ねらった吸血忍にん者じやはそうやってたみたいだが。

　さすがに魔装少女の集団は対処しきれないはず。

「知らないからでは？」

「何を？」

「あなたや、メイル・シュトロームの顔を」

　セラの意見を聞いて、俺はアゴに手をやり、眉み間けんにシワを寄せた。

「……確かに、写真に撮とられた覚えはないな」

　なんだろう。腑ふに落おちないが──一番簡単な事実以上に、考える必要はない。オッカムの剃刀かみそりだな。

「だが、いずれ辿たどり着つく」

　今、捜そう査さ中ってところか。

　そうだな。悠ゆう長ちようなことは言ってられない。

　で、ハルナは友紀を囮にして見せつけるって言ってたっけか。

　確かに、見つけられてあっちから強きよう襲しゆうされるよりは、待ち受ける方が有利に運べるだろう。

　そして、少しでも有利に運ばないと、勝負にもならない。

　芝公園ね。

　合コンのとき、京子と戦ったのが、あの辺りだったかな。

「決行日は、メガロが湧いてからだよな？」

「ええ。それまでにハルナたちのミストルティン改造が終わればいいのですが」

　希望的観測だな。そればっかりは、祈いのるしかない。

「世界情勢はどうなんだ？　あれから何事もなかったように報道がストップしているが」

「事件というのは、終息してから報道するよう規制されがちなのだよ。パニックを恐おそれてな」

　と、サラスに言われるが、今は情報社会。こんな大きな出来事を、隠しきれるとは思えない。

「ネット上で噂うわさぐらいあるだろ？」

「あー、なんか噂で聞いたけど、魔装少女はミサイル直ちよく撃げきすれば倒たおせるらしいぜ」

　と、友紀が言う。

　科学で倒せはするんだな。

「見た目がただの子供である一個人に対して、ミサイルか。人権団体が文句を言いそうだな」

　サラスが笑う。吸血忍者の敵は、人権団体かもね。

　確かに、脅きよう威いを知らない人たちは、ミサイルをぶちこむことに抵てい抗こうがあるだろう。

「宇宙人や異世界人に、人権はあるのかね？　税金も払はらってないし」

「少なくとも、向こうはこちらの人権を尊重するつもりはなさそうだが」

　まあ、今は人権がどうこうなんて問題ではないか。

「とりあえず、決戦に備え、歩は寝ねておくべきでは？」

　セラに提案され、俺は首を横に振った。

「寝れるかよ。戦争が始まってるってのに」

　戦略戦術に関して、俺がどうこう口出し出来る訳もないが、おちおち寝てもいられない。

「興奮してるんですか？」

「まあ、それもあるが──俺たちなら、今暴れてる魔装少女も抑おさえられるんじゃないかなってね」

「ミストルティンなしで、ですか？」

「……まあ、変身していけばなんとか」

　ミストルティンを持っていかなくても、ここで変身すればいいからな。

「ほう、すごいな我らがクソダーリンは。たった一人で全員倒すことが出来るようだ。無む尽じん蔵ぞうのスタミナだな」

　サラスに皮肉を言われ、俺は無む謀ぼうなことを言っていると自覚した。

「悪かった。無理だな。一対一ならまだしも、複数で掛かかられたら終わりだ。一対一も、何十回と出来ることじゃない」

「オレらは一〇〇人組み手とかやったよなー？」

　友紀がフォローなのか、笑え顔がおでセラに問いかける。

「やりましたね九〇人目辺りから空気を読んで貰もらわないと続けられませんでした」

　空手とかでもあるが、合気道や気功ぐらいの連帯感がないと、一〇〇人組み手は成立しないな。

　スタミナが切れた状態での実戦練習は出来るだろうが。

「そういう意味でも、協調性を磨みがく良いトレーニングだった」

「俺も一度、吸血忍者の訓練を受けるべきだったかな」

　戦せん闘とう訓練は、体育でもしてくれないからな。

「今からやるか？」

　と、サラスがぐいぐい近づいてくる。

　お前は何をやるつもりだ。

「おお！　良いぜ！　オレは！」

　友紀の目が輝かがやいていた。

　まるで、昼休みにサッカーでもする小学生のようだ。

「いや、体力を温存しろって今話してたろ」

「協調性のない奴やつですね」

　セラまでやりたかったのかよ。どうせ俺を切り刻むドＳ的な行こう為いを、だろうけど。

「で、話を戻そう。どういう計画なんだ？　結局」

「うむ。芝公園にて、我々同行の下もと、集合する。敵をおびき寄せつつ、本隊を見つけ、ダーリンがそこを強襲。女王をとる」

　さくっと説明しやがった。こいつ、吸血忍者の訓練とかなんとか言って妙みようなことをやりたくて仕方ないんだろうな。

「最初は俺も芝公園に行った方がいいかもな」

「全ての情報がそこへ集中するだろう。その方がいい」

　サラスは『さっさとこの会議を終わらせたいオーラ』を発していた。

「奴らは芝公園へ来るのかね？」

　だから俺はこの話をのばす。そして、サラスの魔まの手から逃にげる口実を探そうとしていた。

「そこで──ヘルサイズ殿どのが必要となります」

「なんでユーが？」

「ヘルサイズ殿は普ふ段だん、その強大な魔ま力りよくを隠かくしておいでです。それをあえて感知させることで──」

「強大な魔力がエサになるか。ってことは囮おとりなのは友紀じゃなくてユーなのかよ」

「いえ、あくまで囮はメイル・シュトロームです。その強大な魔力を、永久機関から漏もれているよう偽ぎ装そうする予定です」

「……ユークリウッドはオレたちにとって、神様みたいなもんだ。何があっても守ってみせる」

「任せるよ。となれば、あとはリリアの本隊がどこにいるかって予想だが」

「ハルナ曰いわく、芝公園で戦闘をすれば、彼女はここに陣じん取どると──」

　セラが指をさした場所は、スカイツリーだった。

　あいつなら、スカイツリーから見下ろすだけで、戦せん況きようを把は握あく出来るだろうね。

「大部隊を展開出来るような場所にするんじゃないか？　スカイツリー周辺じゃ部隊の展開は難しいだろ？」

「彼女らは、空を飛べますからね」

　……空は広いもんなー。

　おっと、携けい帯たい電話がぶるぶる震ふるえてる。

　誰だれからだろうね。

　俺に電話をしそうな相手は、大体この家に集合してるが、その番号は──

「アンダーソンくん？」

「やあ、相川。早さつ速そくで悪いんだが、悪い知らせだ。ヴィリエの侵しん攻こうに便乗して、冥めい界かいも侵攻を開始した。宣戦布告はなしでね」

　俺は頭を抱かかえた。

　最も早はや、一刻の猶ゆう予よもない。

　そのきっかけには、十分だった。







　アンダーソンくんの電話を受けて、俺は自分の部屋へと戻もどった。

「ふぅううううるっひいいいぃぃぃ！」

　妙な雄お叫たけびが、部屋から聞こえてくる。

「マンマミーア！」

　日本語じゃない何かが聞こえてくる。

「ひさめしずまるー」

　くそっ！　何を言うつもりだったんだっ！　空耳なのか本当にそう言ってるのか、俺にはわからないが、また何かが聞こえてくる。

　扉とびらを開けたい衝しよう動どうと、このまま開けずに経過を見守りたい衝動が葛かつ藤とうする。

　……一刻の猶予もないんだった。

　俺は蹴けられるのを覚かく悟ごで、扉を開ける。

　そこで目にしたのは、何やら銀色の液体でびちゃびちゃにされている織戸と、ビキニの三人娘むすめがマラカスを持って踊おどっている姿だった。

「な、何入ってきとんじゃわれぇっ！」

　ヤクザのような物言いで、ハルナが蹴りをお見み舞まいしてくる。

　俺はそれを直撃させながら、何食わぬ顔で事実だけ伝える。

「ハルナ。冥界の侵攻も始まってしまったんだ。もう、作戦を決行させないと、いよいよこの世界がヤバイ」

　事態を理解したハルナは腰こしに手を当てて、眉み間けんにシワを寄せた。

「……しゃーなしだな」

　不本意だろうが、仕方が無い。

　完成を待っている時間は、ないんだ。

「妾わらわも、参ろう」

　彩香ちゃんが、ハルナと同じポーズで呟つぶやいた。

「彩香ちゃん？　いや、危険すぎる」

「この戦争で、あらゆる世界の運命が決まる──そんな一大事に、引きこもってなどいられるかっ！」

　彩香ちゃん……

　そうだな。そうだよな。

　引きこもりが立ち上がる事態。深刻さが窺うかがえるね。

　そう、これは運命を決める戦いだ。

　天てん王のう山ざん、関せきヶが原はら、ワーテルロー、ノルマンディ、アスカロン、ザマ。

　俺にとっては、それぐらい大事な戦いなんだ。

『覚悟は　ＯＫ？』

　ユー。

　お前はセラと同じように、いつだって俺のことを分かってるな。

　まだ、不安がある。

　まだ、悩なやみもある。

　だから、覚悟を確認してきた。

「……ああ、出来てる」

　……大だい丈じよう夫ぶ。やれるはずだ。お前たちがいれば。

「よしっ！　いくぞアユムっ！　作戦開始だっ！」

　すぐに元気を取り戻すハルナ。

　この元気に、何回助けられてきただろう。

「おう」

　何な故ぜだろう。俺は、笑顔で返事をした。







　準備は、ミストルティンの改造以外、全すべて揃そろっていた。

　いつでも戦えるよう、吸血忍にん者じやの面々が作業を進めていたのだ。

　みんな揃って、東京タワーへとやってきた。

　天候は曇くもり。

　暗雲が立ちこめてる。

　吸血忍者の連中は警察や自衛隊に掛け合って、一帯の避ひ難なんを行っている。

　そう簡単に避難出来るものではないし、何が起こるのか知らない人々はパニック状態。

　今こうしてる間も、叫さけび声ごえのようにクラクションが鳴なり響ひびいている。

　吐はく息は白い。

　今日も、冬の寒さが残っていた。

　もう三月なのにまだ寒いねーなんて言葉をたまに聞くが、毎年三月は寒い気がするのは俺だけだろうか。なんなら四月も寒い。

　これで太陽が出ていれば、少しはマシなんだろうが、太陽光よりは寒い方がマシだ。

「いいかアユム。現状、改造の進しん捗ちよく状じよう況きようは三五％ってところだ」

　ハルナは真しん剣けんな表情で言った。

　茶色いコートに、チェック柄がらのマフラー。赤いスカートに、シマシマのニーソックスという出いで立たちに、チェーンソウを手にしていた。

「おいおい、全然出来てないじゃないか」

　俺は白い溜ため息いきを吐つく。

「機能は全部乗せてある。思った通りのことは出来る」

「出来るのに、三五％？」

「一回使ったら、ミストルティンが壊こわれるかもかも。だから、変身も極力しないようにしなきゃいけない。いいな？」

「まあ、歩は最終防衛です。出向かなければならない状況ならば、この作戦は失敗します」

　そうだな。俺が出なきゃいけないなら、ここを離はなれて女王の所になんかいけない。

　つまり、女王を強きよう襲しゆうするという計画は失敗する。

『始める』

　ユーがそんなメモを俺に手て渡わたし、ガントレットに包まれた手で、友紀の手を取った。

　すると──

　友紀の背中から、魔装兵器が現れる。

　それは、いつも右半身が男で左半身が炎ほのおだったのだが──

　左半身は、メタリックな銀色の体に変わっていた。

　まるで、サイボーグのように。

　これが、大先生の作り替かえた永久機関か。

　どうなったのか、聞くに聞けなかったが、まさか──人型のままだとはな。

　メガロ生成装置がただの水すい晶しよう玉だまだっただけに、少し驚おどろいた。

「オレのヴィネグレットが、格好良くなってるーっ！」

　友紀は目を輝かがやかせていた。

　嬉うれしいのか、ユーの手を取りながらもぶんぶんと手を振ふっている。

「喜んでる場合じゃねえぞ」

　ぽつ、ぽつ、ぽつ──

　空に、一つ二つと少女の姿が確認出来る。

　ユーの魔力と友紀の魔装兵器に、引き寄せられてきたんだ。

「おいおいおいおい……」

　俺はつい声を出していた。

　数が、尋じん常じようじゃない。

　一〇〇人どころじゃない。

　数百、数千人規模でこちらへやってくる。

　思わず、身が震えた。

　怖こわい。

　胸が張り裂さけそうだ。

　これ、全部敵なのか？

　曇り空にカラフルな衣い装しようが映はえる。

　太陽が照らしていれば、逆光で空を見るのは大変だろう。

　凄すごい速さで接近してきた少女たち。

　それらは途と中ちゆうでピタリと止まる。

　吸血忍者の部隊が、立ちふさがったからだ。

　ずらりと整列する、黒いマントの男と女。

　魔装少女が中学生や小学生のような見た目なら、吸血忍者は真逆。

　小学生のように見える吸血忍者は、見受けられなかった。

「彩香様」

「うむ」

　サラスに言われ、彩香ちゃんが祈いのるように手を組み、そして目を閉じる。

　ふわりと髪かみが広がると、サラスはうん、と頷うなずいた。

　彩香ちゃんの能力。

　それは、意識を共有させること。

　阿あ吽うんの呼吸というが、阿、吽よりも速い情報伝達。

　それを、吸血忍者全体に張り巡めぐらせる。

　俺も意識の共有に参加したいが、彩香ちゃんの負担は少しでも減らしてやりたい。

　ここは、サラスたちに任せるんだ。

「よし、皆みんな、まだこちらから攻こう撃げきはするなよ」

　声に出して、俺たちにも状況が分かるようにしてくれている。

　メガロが来る前に、戦せん闘とうは行えないからな。

　吸血忍者対魔装少女では、結果は目に見えている。

「──いや、攻撃すべきだな」

　ハルナが腕うでを組んで呟いた。

「何故ですか？」

　セラが真相を聞く。

　いつもなら少しの言葉から詳しよう細さいまで把は握あくするセラでも、結論ありきのハルナの考えが分からないこともある。

「あいつらは、戦力が揃うのを待ってるんじゃない。どうやって倒たおせば格好いいかを考えているだけだ。ド派手に暴れたいってだけ。だから思い知らせるんだ。そう簡単にはいかないってな」

「では、ド派手な一いつ斉せい射しや撃げきを行おう」

　一斉射撃？

　吸血忍者は皆みな、剣けんなり火なりを使うイメージだが──

　突とつ如じよ、音も無く、ミサイルが発射された。

　いや、発射されたという表現はおかしい。

　突然、地面から飛び出したんだ。

「どういう能力だ」

「頭とう領りようだよ」

　サラスが苦にが虫むしを嚙かみつぶすような顔で言う。

「いるのか？　あいつ、安静にしてないとダメだろ？」

「ああ。体は動かなくとも、能力は全開で扱あつかえる。今は、隠かくれて私と意識をリンクしている状態だ」

「それでも、お前が指揮を執とるのか？」

「頭領に、負担は掛かけられん。なに、今は意識をリンクさせているのだ。トップダウンボトムアップの両面で戦える」

　サラスの表情が硬かたいのは、頭領を戦場に参加させたくないからだろう。

　タイムロスのない指揮系統。それと、折れない士気。

　それが、吸血忍者の強みだな。

　頭領の能力は、影かげと影の間を移動すること。

　今、どこかに設置したミサイルを撃うち、それを影から影に移動させて地面から発射させたようにしているのだ。

　何故そんなことをする必要があるのか。

　それは、破は壊かいされないため。

　魔装少女にミサイルが有効だと聞いた。

　魔装少女の防ぼう御ぎよ力に、ライフル程度の威い力りよくではどうにもならない。

　通用する武器を、壊される訳にはいかない。ということだろう。

　さらに、どこから撃たれるかわからない恐きよう怖ふ。

　あいつの影の能力は、ゲリラ戦にはもってこいだな。

　突然現れたミサイル群に、戸と惑まどい、距きよ離りを保つ魔装少女たち。

　どこからやってくるか分からない以上、最大射程を想定して下がらなければならない。

「よし、いいぞ。数を揃えるまで待つつもりだ」

　ハルナは楽しそうに言う。

　こいつも、魔装少女だからな。どうしても、戦争を楽しんでしまうんだろう。

　人の本心は、そうそう変わらない。

　変える必要もない。

　ハルナは、このままでいいんだ。

　あいつらとは……違ちがう。







　そのまま、どれだけの時間が経たったろう。

　普ふ通つう、ただ立っているだけだと、時間の経過が遅おそく感じるモノだが、集中しているとそれは違う。

　いつの間にか、一時間ほどの時間が経っていた。

　空を舞まう少女たちは一つの塊かたまりとなり、『陣じん形けい』を形成していく。

　菱ひし形がたの陣形──方円陣なのか魚ぎよ鱗りん陣なのか鋒ほう矢し陣なのか。

　空中で陣形を組むなんて、そうそう見られるもんじゃない。

　なんとも壮そう大だいだ。

　数は、八〇〇〇人というところだろうか？

　魔装少女の塊は、遠くてまるで虫のように見える。

　そして、その陣形を維い持じしたまま──前進を始めた。

　ゆっくり、ゆっくりと。

「一斉射撃──用意」

　サラスの顔が険しくなる。

　奴やつらはミサイルの最大射程の外まで下がっている。

　射程に入った瞬しゆん間かんを狙ねらっても、すぐ射程外へ下がるだろう。

　引き込まなければ、当てられない。

「撃てっ！」

　だが、サラスは十分引きつける前に発射命令を出した。

　当てることが目的ではない。

　これは、時じ間かん稼かせぎなんだ。

　くそっ！　メガロはいつ来るんだよっ！

「行動を起こすのが、早すぎたのか？」

　ついつい、そんな言葉を吐はいてしまった。

　が、即そく座ざにハルナが首を振って否定する。

「むしろ、もっと早く行動すべきだった。きっとメガロは、魔装少女と戦うことを恐おそれて兵を集結させてるんだ。魔装少女以上の兵力がないと戦いようがないからな」

　なるほど、今以上に行動が遅ければメガロが分散して、集結する時間がさらに掛かっていたってことか。

　もどかしい。

　おびただしい数のミサイルが放たれた、大きな爆ばく発はつが起こる。

　魔装少女たちはそれでも前進を続けていた。

　ミサイルは、魔装少女に有効だった。

　だがそれは、一人の魔装少女に対してだった。

　複数人の魔装少女ならば、ミサイルを撃ち落としながら向かってこれるということだろう。

　動き出したのは、その自信があるからか。

　全く、つくづくバケモノだなあいつらは。

「となれば、もう吸血忍にん者じやだけで抑おさえるしかないのか？」

「作戦通り、メガロという妖よう怪かいの登場まで、我々は手を出さん」

　サラスは、断固として戦っていた。

　ちらりとユーを見る。

　ユーはもう、魔ま力りよくを発してはいなかった。

　まあ、そうだよな。もう狼煙のろしは上がったんだから、垂れ流しにする必要はない。

　友紀は戦せん況きようを固かた唾ずを吞のんで見守っていた。

　セラとサラスは何度も目配せをしている。

　口には出していないが、今は意識が共有されている。

　きっと、相談しながら対応に当たっているんだろう。

　……俺だけだ。

　俺だけが、慌あわてて、困っている。

　ほんと、俺一人だけがガキみたいだな。

　だんだんと、菱形の魔装少女団が近づいてくる。

　ここを目指して。

　奴らの目的は、友紀だ。

　ここへ直接攻撃なんてしてこないだろうが──

　魔装少女団は、一定の位置でピタリと行軍をやめた。

　どういうことだろうと眺ながめていたら、ぴかっと赤い光が灯ともる。

　一斉射撃──

　魔装少女の一斉射撃だっ！

　一斉射撃のお返しを、やりやがったんだっ！

　巨きよ大だいな炎ほのおの弾だん丸がんが猛もうスピードでやってくる。

　ファイアーボールだ。

　俺も、修学旅行で何発も食くらったことがあるが、大きさが比じゃない。

　学生と親衛隊では、やはり力に差があるんだろう。

　おいおいおいおい……まずい。

　これは非常にまずいぞ！

　あんなもん、ただの隕いん石せきじゃないかっ！

　あいつら、何でもありなのか！

　吸血忍者の数人が、炎えん弾だんの前に立つ。

　様々な能力者が、炎弾を一つ一つ消していく。

　──が、それでも全すべては落とせない。

　やはり、吸血忍者では、魔装少女に敵かなわない。

　一つ二つだったら、俺が死んで止めるが、こうも数千発通されては防ぎようもない。

　メガロの奴らめ。

　いつも登場するときは鬱うつ陶とうしいと思っていたが、こうも登場しないとますます鬱陶しい。

　だったら、やるしかねえ。

「俺が止める」

「女王と戦う前に、体力を消しよう耗もうすべきではない」

　サラスが手で俺を制した。

「だが、このままだと、ユーや友紀に当たるっ！」

　ここで前に出なかったら、何のためにここにいるんだ。

「ならば──私が止めます。命に代えてでも」

「セラっ！」

　俺の声に応こたえる前に、セラは飛び出していた。

　その手には、魔装錬れん器き『エクスカリバー・マサムネ』がある。

　吸血忍者の中で、最も強いのはサラスじゃない。

　こっちにだって、魔装少女がいるんだ。

　だが、セラも対リリアへの切り札になり得うる人物だ。

　一回目の攻こう撃げきで、切り札の一つであるセラを投入せざるを得ないってか？

　この戦争、本当に勝てるのか？

　不安ばかりが、山積みになっていく。

　魔装少女に変身したセラが、炎弾を叩たたき落としていく。

　なるほど、軌き道どうをそらせているんだな。

　セラらしい。

　破壊している時間もないし、これなら一撃で済む。

　──だが。

「ダメだな。捌さばききれない」

　ハルナが悔くやしそうに言う。

　そうだ。セラが高速で次々と軌道をそらしていても、それでもまだ足りない。

　魔装少女たちは、一いつ斉せい射しや撃げきを続けていた。

　こっちが撃つミサイルよりも、手軽に連射することが奴らには可能なんだ。

　次々波のように襲おそってくる攻撃に対応を迫せまられる吸血忍者たち。

　第一波の炎弾が、とうとう目の前にやってきた。

　デカイ。

　これ一つで、東京タワーをぶっ壊こわせるんじゃないかってぐらいにデカイ。

　マンモス級にデカイ。

　マンモスデカＰ。

　頭が混乱してきた。

　結局、俺が受けるしかない。

「動くなアユムっ！」

　一歩踏ふみ出した瞬間、ハルナが声を荒あららげる。

　ふっと炎弾が、姿を消した。

　まるで、何もなかったように。

　それは、たった一人の、たった腕うでを払はらうだけという方法で蹴け散ちらされたのだ。

　その姿に、俺は目を丸くした。

「ネネさん！」

　思わぬ助っ人──俺は頼たよりになる味方の登場が嬉うれしかった。

　セラを含ふくめた吸血忍者たちが捌ききれなかった魔装少女の魔法。

　それが、俺たちの目の前でふっと消える。

　ネネさんには、魔力を用いた攻撃は通用しないのだ。

　ぶるっと体が震ふるえた。

　来て、くれたんだ。

　冥めい界かい最強の、人物が。

「遅れてごめんねー。相川くん」

　俺の側そばに降り立った女性は、にっこりと微笑ほほえむ。

　ニット生き地じのセーターに、ジーンズという戦争に向いているとは思えないカジュアルな服装だった。緊きん迫ぱくしたこの状況でも、おっぱいおっきい。とつい目がいってしまう。

「……一発目で名前当てたの、初めてですね」

「そうだっけ？」

　珍めずらしく、眠ねむそうな感じではなかった。

　ネネさんは、いつも眠そうな雰ふん囲い気きを持つ女性だったはずなのに。

　……俺の名前をちゃんと言えたことが、寝ね惚ぼけていない証しよう拠こなのだろうか。

　「接近を許すなっ！　押し返すぞっ！」

　彩香ちゃんの意識リンクにより、サラスに指揮された吸血忍者たちは俺が思ってるより遥はるかに善戦していた。

　そもそも、クーデターでは悪あく魔ま男だん爵しやくが有利だったとハルナに聞いている。

　まあ、大先生やクリスみたいなバケモノが揃そろっているんだから当然だが、吸血忍者が魔装少女に通用することは、すでに一〇〇年前に実証済みなんだ。

　それから、どれだけ軍事力が上がったのかは分からない。

　だが、少なくとも、こちらの科学力はここ一〇〇年で凄すさまじいスピードで進化してきたんだ。

　ミサイルやロケットランチャーが直撃すれば、魔装少女を倒たおすことが出来る。それだけでも十分さ。

　リリアはどこだ？

　連れん絡らくはまだか？

「ダーリン。まだ女王の姿は確かく認にん出来ていないようだ」

　サラスに言われ、俺は戸と惑まどっていた。

　今、目の前で戦争が行われているってのに、俺は何も出来ないのか。

　いける。

　いけるぞ。

　希望が、見えてきたと甘い展望を描えがいた直後だった──

「あ、相川……あれ……」

　友紀が指をさした方向に、菱ひし形がたの陣じん形けいが見えた。

　それは、今戦っていた魔装少女の軍とは、別の方向。

　同じ陣形を組んだ軍団が、一つ、二つ、三つ──

　敵の増ぞう援えん。

　それも、数万クラスの魔装少女が援軍としてやってきたんだ。

「あっちゃあ、まずいなぁ」

　ネネさんが頭をポリポリと搔かく。

　サラスも、険しい顔を見せていた。

　圧あつ倒とう的てき兵力。

　戦争ってのは、単純に数が多い方が有利だ。

　武装でも負けてるなら、もうどうしようもない。

　その、増援部隊の方が、キラキラと光る。

　魔法が、発動したんだろう。

　炎弾の次は、雷かみなりだった。

　一筋の巨大な雷が、それこそ光の速さでこちらへ突つっ込んでくる。

　思わず目を閉じてしまいそうになる、光の集合体。

　凄まじい熱量でビルを溶とかしながらサラス目がけて飛んできた。

　おいおい、指揮官をピンポイントで狙ねらってくるのかよ。

　なんでサラスが指揮官だってバレたんだ？　魔装少女ならどんな奇き跡せきもあり得る。

「ほっ」

　それを軽々と、ネネさんが払い除のけた。

　その場にいるネネさん以外、誰だれも反応することが出来ない攻撃だった。

　もし今、ネネさんがいなかったら、終戦を迎むかえていたかもしれない。

　そんな一撃だった。

　力を収束して強力な一撃を繰くり出す。

　そんな方法では、ネネさんには勝てない。

　それを悟さとった魔装少女軍団は、また物量作戦に出る。

　炎弾だ。

　それが最も簡単で、最も恐おそろしい空くう爆ばくだった。

　数千から、数万に膨ふくれ上がった炎弾の数。

　捌ききれる訳がない。

　これはもう、作戦の変へん更こうを余よ儀ぎなくされているのではないだろうか。

　しかし──

　突とつ然ぜん、炎弾が軌道を変えた。

「これは……」

　何が起こったのか、サラスには理解出来ない様子。

　全ての炎弾が、急カーブしたのだ。

　目標を変えた？　そうじゃない。

　俺は見た。

　空を飛ぶ──ハーレーダビッドソンを。

「爺じいさんだ。あれは、ドゥラークの爺さんだっ！」

　俺はつい、叫さけんでしまっていた。

　恥はずかしいが、それ以上に興奮していた。

　ドゥラークの爺さんは、ネネさんやユーと同じセブンスアビスの一人で、『引き寄せる』能力者だ。

　全すべての炎えん弾だんが向きを変えたのは、あの爺さんの力だろう。

　さらに、異変は続く。

　ビルたちが、突然恐きよう竜りゆうのような姿に変わり、魔ま装そう少女に襲いかかったのだ。

　まさか……まさかあれは……

「この街には変化させるモノが沢たく山さんあるからねぇ」

　ネネさんが笑いながらそう言った。

『東京の街は　メレンゲにとって　兵器庫』

　ユーのメモで、俺は確信した。

　メレンゲも、来てくれたんだ。

　変化の能力者であるメレンゲが、東京の街並みをジュラシックパークに変えたんだ。

　まあ、ほとんどジュラ紀ではなく白はく亜あ紀の恐竜ばかりだが、ジュラシックパーク自体がそうだから例えに問題はない。

　ティラノっぽいサウルスやトリケラっぽいトプス。プテラっぽいノドンなんかがうじゃうじゃと。

　それはある意味、ゾイドやトランスフォーマーのような世界だった。

　そして──

　ついに、奴やつらが現れる。

　雲の切れ間から、学ランを着たシロナガスクジラがゆっくりと降りてきた。

　その背中に、同じく学ランを着た動物たち。

　メガロだ。

　メガロが、やっと来たんだっ！

　吸血忍にん者じやたちに緊きん張ちようが走る。

　メガロは、敵か、味方か。それとも中立か。

　これが、第二の関門だ。

　メガロが全兵力を魔装少女に向けなければ、ボコボコにされる。

　そうさせるために、今まで攻こう撃げきは控ひかえてきたんだ。

　メガロの動きを、固かた唾ずを吞のんで見守っていたら──

　なんと、メガロは吸血忍者を全く無視して、魔装少女に突撃していった。

　こちらへ向かってくるメガロは、一いつ匹ぴきたりともいない。

　どういうことだ？

　冥界の狙いも、ヴィリエと同じで永久機関じゃないのか？

　俺たちの近くにも、シロナガが現れる。

　まるで、東京タワーを守るように。

　そのシロナガの背中から、扇子せんすを振ふっている男の姿が見えた。

　デューヴァイスか。

　それで、俺は理解した。

　このメガロ軍団は、友軍だと。

「サラス。吸血忍者に伝達を頼たのむ。──彼らは、味方だと」

「信じられるのか？　妖よう怪かい共を」

「ああ。指揮官がアンダーソンくんでもベー郎でもなく、あのデューヴァイスだとすれば……登場が遅おそかった理由も納得出来る」

　そう、デューヴァイスは、冥界を説得していたんだ。

　それは、もしかしたら魔力の永久機関を優先的に使用出来るという担保の元、交こう渉しようしただけかもしれない。

　ここでヴィリエを退けられれば、確かに吸血忍者は冥界に恩義を感じるだろう。

「よし、総員抜ばつ剣けんっ！　白兵戦で泥どろ仕じ合あいに持ち込めっ！」

　サラスが少し嬉うれしそうに右手を前にざっと差し出した。

　第二関門も、無事に越こえられそうだ。

　ともなれば、あとは最後の関門である、リリアの討とう伐ばつなんだが──

「まだ見つかんないの？」

　押せ押せムードの中、ハルナは一人苦い顔を見せていた。

　ハルナの計算通り、思おも惑わく通りに今は進んでいるにも、かかわらずだ。

　いや、ハルナの思惑通りならば、これだけ頑がん張ばっても尚なお、魔装少女が勝つ。

　もう、タイムリミットは近づいているんだ。

　魔装少女の陣形は総そう崩くずれ。

　吸血忍者とメガロの連合軍が善戦している。

　しかし、続々と魔装少女の増援はやってくる。

　いつか、またこの攻こう勢せいが覆くつがえされることを、ハルナは懸け念ねんしているんだ。

「次々とこちらへ向かっている部隊はあるが──待機しているような部隊は見当たらないそうだ」

「でっかい塔とうの辺りにも？」

「スカイツリー周辺には、魔装少女の影かげもない」

　サラスの言葉に、ハルナは少し考えてから──

「展望台に、いるんじゃないかな」

　と呟つぶやく。

「いやいやいやいや。部隊を展開するには狭せますぎるだろ」

　俺が笑いながら言うと、ハルナはチェーンソウで後頭部を殴なぐる。

　刃はが動いてたら、枝毛になってたな。

「もしいたら殴るかんな」

　俺の周りには、殴ってから殴るぞって言う奴が多すぎるな。

「……さすがだな」

　サラスの言葉に、俺とハルナは同時にサラスの方を見る。

　まさか──噓うそだろ？　いたのか？

「我々はとんだ勘かん違ちがいをしていた。敵の本隊は、存在しない」

「存在しないってどういうことだよ」

「隊ではないのだ。ヴィリエの女王、リリア・リリスはたった一人で、スカイツリーにいる」

　たった一人で──一〇〇万人規模の戦争で、その総大将が一人で孤こ立りつしている。

　その方がフットワークは確かに軽いだろうし、ハルナがいなければ、恐らくずっと発見することは出来ないだろう。

　とりあえず、ハルナは俺を殴った。

　希望に満ちた笑え顔がおで。
















　ハルナと俺は、二人で東京タワーを離はなれた。

　他の魔ま装そう少女に気付かれてはせっかくリリアが一人という絶好の機会を失う。

　必要最低限の人数で動かなきゃならない。

　その必要最低限が、ハルナだ。

　ミストルティン改の扱あつかい方は、俺には分からないからな。

　変身した俺は、ハルナの体を抱だいて、道路に沿って低空飛行していた。

　空を飛んだら魔装少女に見つかるし、メガロに見つかっても姿が魔装少女である俺は攻撃されかねない。

「よし、いいかアユム。テストをしてる暇ひまはない。いきなりやるから覚かく悟ごしろよな」

「何をどうやるのかを一いつ切さい聞いてないんだが」

「あたしがミストルティンを使ってチャンネルを開く。全人類に一方的にビジョンを見せるんだ」

「ほう」

「で、アユムの今の姿を中ちゆう継けいして、気持ち悪いと思われれば思われるほど、あんたは強くなる──って寸法だな」

「……ほうほう」

　何回聞いても訳が分からん。

　百聞は一見にしかずとはよく言ったもので、こればかりは実際にやってみないと分からんな。

「あたしの思った通り、今あんたが変身してるだけでも、ミストルティンに負担が掛かかってる。何回も出来ないから、最大限にキモキモで頑張れよな」

「どう頑張れってんだよ」

「いつも以上にってこと！」

　そういう言い方をされると、まるで俺が普ふ段だん気持ち悪いような気がしてくる。

　いや、うん。このピンク色の格好で言ってもな。

　スカイツリーには、誰だれもいなかった。

　まあ、吸血忍にん者じやの面々が避ひ難なんさせたからだろうし、観光客も従業員もいない。

　エレベーターも動いてなくて、俺たちは仕方なく空へと上がる。

　近くに魔装少女はいない。

　ここを守るように部隊を展開しては、ここに女王がいると悟さとられるからだ。

　ガラス越ごしに、一人の少女を見つけた。

　ライオンのぬいぐるみを抱いた、小さな少女。

　リリア・リリス。

　間違いない。

　ハルナの予想通り、計算通りだ。

「制限時間はどれくらいだと思ってるんだ？」

　だからこそ、その計算を聞いておこう。

「気にすんな。焦あせっても勝てないかんな」

　……あんまりないってか。

　まあ、魔装少女が全員集合すれば、確かにメガロ吸血忍者連合軍なんか蹴け散ちらされてしまうのは明白だ。

　リリアも俺の姿を発見したようで、驚おどろいた表情を少し見せている。

　俺はガラスを突つき破って展望台の中へと突っ込み、ハルナを下ろす。

「……ごめんなさい。ちょっと聞いて良いですか？」

　挨あい拶さつもなしに、リリアは問いかけてくる。

「何をだ？」

「どうして、私がここにいるって──分かったんですか？」

「こっちに、魔装少女の専門家がいるもんでね」

「……出来れば、会いたくはなかったです」

「リリア。兵を退ひいてくれないか？　魔力の永久機関は、みんなで平等に使えばいい」

「ごめんなさい」

「どうして！　お前は、ほんとは優しい女の子だろっ！」

「……ヴィリエの人間が、平等で満足出来ると思いますか？　最も強い兵器は、最も強い者が管理すべきなんです」

「だったら話は簡単だなっ！」

　ハルナが腰こしに手を当てて、強気に言う。

「あんたを倒たおせば、あたしらが管理すべきだってことだっ！」

「……そう、ですね」

　やっぱり、やるしかないのか？

　大先生は、俺に彼女を殺させようとしている。

　魔装少女ってのは、いつも実力行使なんだ。

　魔装少女に説得なんて、通用した例ためしがない。

「ごめんなさい……私に逆らうなら、殺します」

　リリアは申し訳なさそうに、小さく呟つぶやいた。

「……本気で言ってるのか？」

「一度逆らった者には、死よりも苦しい罰ばつを。二度逆らった者には死を。それが、私の法律ですから」

　そうだな。俺は以前、リリアとやりあってる。

　そのとき、キスまでして、今でも思い出したくない地じ獄ごくのような呪のろいを掛けられた。

　まあ、良い思いもしたけど。

　クーデターの主犯であるクリスや悪あく魔ま男だん爵しやくも、同じく呪いを受けていた。

　そう言えば、悪魔男爵がリリアの前に現れたとき、辺り一面を吹ふき飛ばそうとしたんだっけか。

　あれは、二度目だってことなんだろう。

「信じたくは、なかったです。てっきり、呪いを掛けるのに失敗したんだと思っていました。でも──本当に解かい呪じゆに成功したんですね。残念です」

　呪いを掛けたのはリリア自身じゃなく、京きよう子こだったからな。

　まさか、呪いを解かれるなんて、思ってもみなかったろう。

　残念というのは、どういう意味だろうね。

　呪いは一度掛かってるから、殺さなくてはならないということか、それとも別なのか。

「一つだけ、お願いを聞いてくれませんか？」

「お願い？」

「私の──私の正室になってください！」

　正室──正室って……え？　妻になれってこと？

　突とつ然ぜんの申し入れに、俺はきょとんとした。

「……いや、お前とはまだ会ったばかりだし」

　遊園地にデートは行ったが、知り合って何ヶ月の仲だ。

　友ゆ紀きに言われてもまだピンと来ないのに、それ以上に交流がないリリアの申し入れを、ほいほいと承しよう諾だく出来る訳もない。

「……ダメですか。そうですよね」

　少し寂さみしげに呟いたリリアは、きっ──と今まで見せたことがないような鋭するどい目をした。

「手に入らない兵器は、破は壊かいするしかありません。──ごめんなさい」

　兵器。兵器か……

　お前にとって、俺はただの兵器にすぎないんだな。なんだかんだ言って、結局俺を殺す選せん択たく肢ししかないってことだ。

「分かったよリリア。──勝負だ。お前を倒すっ！」

「ふうりんかにゃんっ！」

　リリアの声に、ライオンのぬいぐるみが「ミャーン」と鳴く。

　あいつは鳴き声オークションで、『ガオー』を手に入れられなかったんだろうな。

　って、こいつの存在を忘れていた。

『ふうりんかにゃん』は、リリアの魔装兵器だ。

　俺は、このふうりんかにゃんにすら、勝てない可能性がある。

　どうすればいい？

　こいつに、思念の力とやらを試ためすべきか？

　身構えた俺だったが、どうも様子がおかしい。

「どうしたの？　ふうりんかにゃん」

　リリアの手の中で、魔装兵器ふうりんかにゃんは震ふるえていた。

「ミャーン」

　たまたま選んだが、そう言えばそうだった。

　以前、遊園地に行った際、ふうりんかにゃんは同じように震えていた。

　ジェットコースターが怖こわいんじゃない。

　高いところが、苦手なんだ。

「ミャーン」

　それでも勇気を振ふり絞しぼって、ふうりんかにゃんは自身の役目を果たそうと、巨きよ大だい化する。

　リリアの姿が見えなくなるほど、展望台を埋うめ尽つくす勢いで──

「いくぞアユムっ！　チャンネルを開くっ！」

　ハルナの持つミストルティンから、ビームのような光が俺めがけて放たれる。

　すると、ぶわっと俺の周りに『画面』が現れた。

　何な故ぜ『画面』と表したのか。

　それはまるで、テレビモニターのようだったからだ。

　無数の画面。それぞれに人の顔が映っている。老ろう若にやく男なん女によの様々な人種。

　そして、突とつ如じよとして頭の中に声が飛び込んで来た。

『何だこの姿っ』『男なの？』『キモい』『キショい』

　聞き取れた言葉は、ほとんどなかった。

　雑音のような音の塊かたまり。そして、人々の顔がルーレットのようにぐるぐると回り、脳を刺し激げきする。

　なるほどなるほど。

　今、テレビ中ちゆう継けいのように俺のこの姿を、全世界に見せたんだろう。

　筋力が上がった感じはしない。

　だが、分かる。

　圧あつ倒とう的てきなパワー。

　体が、心が、熱くなる。

　少し、心が傷ついたけど。

「ミャーン」

　ふうりんかにゃんが手を振り上げる。

　こいつの攻こう撃げきは単調だ。

　単調だが、その威い力りよくは凄すさまじい。

　その凄まじいふうりんかにゃんの振り下ろした腕うでを、ガードする。

　衝しよう撃げき。

　枕まくらでも投げられた程度の、ぼふっとした衝撃だった。

　びっくりした。

　吹っ飛ばされず、受け止められたことに。

　そのもふもふした腕を殴なぐり飛ばす。

　何にも筋力強化をしていない状態。

　にも拘かかわらず、ふうりんかにゃんの腕は吹っ飛び、展望台のガラスを破壊する。

　冷たい風がごう、と一気に内部へ入り、俺のスカートを靡なびかせた。

「よっしゃあアユムっ！　見たかっ！　二〇億万人分の気持ち悪さっ！」

　三世界合わせて、それだけの人間が俺の姿を気持ち悪いって思ったんだな。

　二〇億人の思いか。確かに──強い。

「ミャーン」

　少し寂さびしそうな声で鳴く。

「え？　そっか。知らない空が怖くて、力が出ないんだね」

　リリアがそう言うと、ふうりんかにゃんはこくこくと激しく頷うなずき、そして──すっと姿が消えた。出し入れ自在の兵器なんだな。

　ここまで来ると、神様の存在を疑うね。──いる方向に。

　ありとあらゆることが、俺に有利に働いている。

　ふうりんかにゃんは高所恐きよう怖ふ症しようだと思っていたが、この世界が慣れていないだけだったんだな。

　ハルナが提示した、三つの関門。その最後の一つが、開き始めている。

「じゃあ、始めようか」

「はい。──ごめんなさい。怖いですけど……楽しみでもあるんです」

「楽しみってどういうこと？」

「私に勝てるという自信があるから……挑いどむんですよね？　ふうりんかにゃんも、調子が悪いからって倒されたりはしません。だから、楽しみなんです」

「ゾンビには一番嬉うれしい評価かもね」

　ホラーってのは、『怖いけど楽しみ』が基本だからな。

「では──いきますよ？　ごめんなさい」

　とん。

　リリアは地面を蹴ける。

　ふわりと体が浮ういたと思ったら──

　ぎゅん、と加速して、俺の目の前にいた。

　そして放たれる──蹴り。

　狙ねらいは、俺の顔面。鼻を潰つぶすつもりらしい。

　それをなんとか顔を横にして、間かん一いつ髪ぱつ避さける。

　細く、小さな足だ。

　可愛い女の子の、綺き麗れいな肌はだ。

　触さわってみたいと思うだろ？

　触ったら──死ぬぞ。

　リリアの服を摑つかみ、地面に叩たたきつけた。

　リリアは驚おどろいた様子で目をぱちぱちさせたあと、口角をにっと上げた。

「ノモブヨ、ヲシ、ハシタワ、ラカダ、グンミーチャ、デー、リブラ」

　光がリリアの体を包み、俺を弾はじき飛ばす。

　そして、天使のように微笑ほほえむ魔ま装そう少女が、立ち上がる。

　白い翼つばさに、ユーのような鎧よろい。

　神話にでも出てきそうな、ファンタスティックな姿だ。

「ごめんなさい。本気で行きますっ！」

　リリアはばさっと翼を羽ばたかせ、突とつ進しんしてきた。

　そのスピードは、先ほどまでとは比べものにならない。

　自転車と新幹線みたいなもんだ。

　だがな。新幹線はまだ、目で追えるっ！

　戦えるんだ。リリアとっ！

　ハルナのおかげだな。理論は俺にはよく分からないが、なんかこう、闘気のようなモノを纏まとっているような気がする。気功の力みたいなもんかね。少しの力しか出してないようでいて、常人では出せないほどの強力な力を出している。

　それが、今の俺だ。

　リリアの水平に飛ぶような蹴りを受けながらも、俺は懐ふところに入り込む。

　距きよ離りをあけちゃいけない。臆おく病びようなリリアはヒットアンドウェイでくるはずだ。

　その可愛らしい顔に、パンチをお見み舞まいする。

　可哀かわい想そうだとは思わなかった。

　ただ、俺は必死だった。

　少しでも情けを掛かければ、やられる。

　今の俺は、『リリアに勝てる強さ』じゃない。『リリアと戦える強さ』なんだ。

　蹴りを食くらいながら前に出てくるとは思っていなかったようで、リリアはカウンターの形で俺の拳こぶしをもろに食らう。

　リリアは蹴りが主体。身を擦こするような接近戦では、俺の方が有利なはずだ。

「ガバメントっ！」

　ドン、と音がして俺の腹にどでかい穴が開いた。

　血ち反へ吐どを吐はきながら、俺は倒たおれる。

　なんだ。今のは。

　膝ひざ蹴げりだった。リリアの膝蹴りを食らったとき、まるで衝撃が二つ重なっているようだった。

　これは、遊園地の時に見た技わざ。名前の通り、足から銃じゆう撃げきのような魔法を放ってるんだろう。ダブルがどうのと聞いたような気がするがよくは覚えていない。

　力が、抜ぬける。

　死ぬほどのダメージだからな。内臓を消し飛ばされて、力が出る奴やつは人間じゃないね。

「何を、したんですか？」

　リリアは地面に横たわる俺に、質問を投げかけてきた。それはこっちの台詞せりふだと言ってやりたい。

「どうして、そこまで急に強くなれたんですか？　その力──欲ほしいですっ！　ごめんなさい」

　リリアは新しいおもちゃを見つけた子供のように羨うらやましそうな目をしていた。

「魔力の差を、埋めただけさ」

　寝ね転ころんでられない。痛みがあったらぞっとするね。ゾンビじゃなかったら、今のでゲームオーバーだ。

　あの大たい砲ほうみたいな蹴り技をどうにかしなくちゃな。

　体が再生し、俺はゆっくりと立ち上がった。

「コルトパイソンっ！」

　来た。またリリアの蹴りだ。

　立ち上がりのタイミングを、測っていたんだろう。

「八〇〇％っ！」

　筋力強化でガードする。

　よし、いける。肉体は、消し飛ばない。思念の力と、筋力強化で、リリアの攻撃は防げるんだ。──まあ、骨はばっきばきになってる上に、貫かん通つうしなかったせいで吹ふっ飛ばされてるから防げているとは言い難がたいが。

　攻撃に転ずるには、こっちから殴りにいくしかない。

　攻撃を当てるには、真まっ直すぐ突つっ込んでいくだけじゃダメだ。

　右に左に体を振ふり、体勢を低くしてダッキングしながら突っ込む。

　だが、近づけば近づくほど、リリアは逃にげていく。

　そして──

「コルトパイソンっ！」

　さっきのやつがまた放たれる。

　ガードするしかない。食らいながら反撃出来るような威力じゃない。

　また吹っ飛ばされた俺は、さらに追い打ちを掛けられる。

「パンツ見えてるからっ！　この変態がっ！」

　ハルナに。

　げしげしと顔面を踏ふまれた俺は、困っていた。

　リリアは、追撃してはこなかった。ハルナが横にいるから、より警けい戒かいを強めているんだろう。

　殴り合いが出来ると思っていたが、全然出来ていない。

　新しい攻撃方法が必要だな。近接攻撃は、完全に警戒されている。

　何か、俺にも魔法のようなモノがあれば──

　いや、待てよ？　あるじゃないか。俺にも。

「ハルナ。思念の力ってもっと強く出来ないか？」

「出来るけど──」

「けど？」

「これ以上は、ミストルティンが耐たえられないかもしれない」

「じゃあ、テストしている余よ裕ゆうはないな。お前の計算を聞かせて欲しいんだが、俺の魔法で、リリアを倒せると思うか？」

「アユムの魔法？　──ああ、あれか。んー、一〇〇億人分は必要だな」

　一〇〇億人が気持ち悪いと思わなけりゃいけないってか。

　ヴィリエと冥めい界かいにどれだけの人口がいるのかは分からないが、少なくともこの世界よりは多いはずだ。ハルナの出席番号はとんでもないし、女王親衛隊の数もとんでもないんだから。

「──もう一つだけ聞かせてくれ。会話は出来るのか？　ミストルティンでチャンネルを開いてさ」

「さっきやったとき、声聞こえてただろ？　あっちから聞こえるのにこっちから聞こえない訳がないじゃん」

　なるほど。

　──だったら、賭かけに出るか。

　このまま戦っていてもいずれ俺が負けるだけ。時間も掛かりすぎる。かといって、ハルナを参戦させる訳にもいかない。

「よし！　ハルナ。チャンネルを開いてくれ」

　ハルナがミストルティンを掲かかげると、幾いく筋すじもの光が拡散する。

　そして──『思念』が俺に流れ込んできた。

　気持ち悪いと思わせる行動──

「大好き」

　俺はばちりとウインクをする。

『まただ！　何これ！』『……き、気持ち悪いっ！』『なんだあの格好！』『意外と可愛い』『確かに、キュートだね』『またお前か』

　様々な言葉が返ってきた。この恥はずかしさで俺は死んでしまうのではないかと思ったが──

「ダメ！　思念がまとまってない！　もっと邪じや悪あくな思いじゃないと……弱いっ！」

　俺の中ではとんでもなく気持ち悪かったのだが、全然ダメらしい。

「どうすりゃいい？　ハルナ」

「なんか気持ち悪いこと言えよな！　得意だろそういうの」

　得意じゃねえよ。

　いや待てよ。

　俺である必要は、ないんじゃないか？

「ハルナ。織おり戸とと繫つないでくれ」

「オリ？　誰だれ？」

「つい最近会ったところだろ。メガネの──ほら、ボーイをスカウトしたろ」

「あーはいはいあれね」

　ハルナが頷うなずくと、モニター画面のようなモノが、一つだけになる。そこには織戸の姿。

「おい織戸」

「うわ！　なんだ！　突とつ然ぜん頭の中に相あい川かわの声が──やっぱりさっきの気持ち悪い姿はお前だったのか？」

「ああ、ちょっと今立て込んでてな」

「宇宙人の仕し業わざなんだよな？　そうだよな？」

「……まあ、大きくは間ま違ちがってない。で、お前に一つお願いがあるんだが」

「なんだ？」

「何か気持ち悪いことを言ってくれ」

「気持ち悪いことって言われても」

「セラへの究極の愛を叫さけんでくれてもいい」

「じゃあ──」

「ハルナ、全世界にもう一度チャンネルを開け。──言ってやれ、織戸！」




「あなたのトイレ音を着メロにしてますっ！」




　お前の究極ってどういうことだよ。

　いつの間に取ったんだそんな音。

　いや、っていうか、完全に盗ぬすみどりだよな。

　悲鳴のような聞き取れない言葉、罵ば声せいがノイズとなって脳に響ひびく。

「おお！　すごいぞアユム！　気持ち悪い思念がどんどん集まってる！　いける！　これならいけるっ！」

　ハルナが嬉うれしそうにぴょんぴょんと跳はねていた。

　俺はその言葉を信じて、リリアへと突っ込む。

　その速度は──今まで感じたことがないレベルだった。

　景色が全すべて、線のようになり、空気の壁かべを突き破る。

　ほんの一いつ瞬しゆんでリリアの目の前にやってきたが──どうやらリリアはそんな俺を視し認にんしていたようだ。

「バレッタっ！」

　ドン、と爆ばく発はつ音が鳴り響き。リリアの蹴けりが俺に直ちよく撃げきする。魔ま装そう少女の衣い装しようからは煙けむりが上がる。

　だが──俺は無事だった。さっきまでとは、比べものにならない力が、俺にみなぎっていたんだ。

　俺はリリアに掌てのひらを向け、呪じゆ文もんを唱える。

　その呪文は、以前ハルナに教わったものだ。

　一文字間違えるだけで、けんちん汁じるになってしまうが、太陽光に近い光を発射することが出来る。

　魔法の才能とやらが一いつ切さいない俺でも、唯ゆい一いつ出来る魔法だった。

「しゃぁららららああああぁぁぁ──んっ！」

　気持ち悪い。という強い思念。

　それが、一〇〇億人単位で集まり、俺の右手から放たれた。

　それは、本来攻こう撃げき魔法ではない。

　ただ、手から太陽光が出るだけの魔法。

　しかし、その出力がとんでもない量になったとしたら？

　凄すさまじい熱量を持ったレーザー照射。

　発射した俺の腕うでが溶とけてしまうほどの、強力な一撃だった。

　どれだけの飛ひ距きよ離りが出るかわからない。

　真っ直ぐ出るかもわからない。

　だから、零ゼロ距離射撃にしたんだが──

　雷かみなり音と共に、爆発したかのように、光は前方へ広がっていった。

　リリアの体は吹っ飛ばされて風が巻き起こり、空気中の水分が蒸発して、霧きりが立ちこめ、息が詰つまる。

　床ゆかも柵さくも黒く焦こげ、へしゃげている。

「よっしゃあっ！」

　ハルナがガッツポーズを取った刹せつ那な──

　思念を一つにして、最大の一撃を放つ。

　その役目を終えたミストルティンはハルナの手の中で──砕くだけた。

「ミストルティン……そっか……」

　ハルナは薄うすく目を閉じた。

　そして、今、こう思っているだろう。俺と全く同じことだ。




　今まで──ありがとう。




　色々、散々ヒドいことを言ってきたが、名残なごり惜おしさが募つのる。

　だが、俺の変身はまだ解けてない。

「ミストルティンは死んだ……それでも、まだ役目を全うしようとしているんだ」

　ハルナに言われ、俺は天を仰あおぐ。

　なんて立派な奴やつだ。

　──ちゃんと、魂たましいがあったのかもな。

「って、どうしてくれんだよこの格好。ミストルティンがなかったら、変身を解いても服を再生出来ないから素すっ裸ぱだかだぞ？」

　俺はおちゃらけて見せながら、ハルナの元へと歩き出す。

「……あ、アユム……」

　すると、ハルナがその大きな目を見開いていた。

　驚おどろき。

　その表情から、俺の変身が解けたのかと思い、体に目をやるが異常はない。

「なんだよハルナ」

「後ろっ！　まだ……まだ終わってないっ！」

　俺はすぐに振ふり返った。

　霧が収まった頃ころ──

「死んでなくて……ごめんなさい」

　マジか……マジなのかっ！

　そこにいたのは、ゆっくりと立ち上がる、リリアの姿だった。

　リリアには、直撃していた。

　直撃してはいたのだ。

　翼つばさは剝はがれ落ち、鎧よろいは剝がれ、戦士の姿が消えていく。

　それは、一見すると渾こん身しんの一撃でボロボロになっていったように見える。

　だが、俺にはそう見えない。

　ダメか。

　ダメなのかっ！

　やっぱり、俺たちじゃ届かないってのかよっ！

　一〇〇億人規模の思念を力に変える。

　それでもまだ──足りないってのかっ！

　リリアは、すたすたと何事もなかったように歩いてくる。

「危なかったです。最終形態に移行しなければ、倒たおされてました……ごめんなさい。攻略の順番を、間違えてました」

　リリアは、純白のスクール水着にニーソックスという出いで立たちだった。

　汚よごれも埃ほこりも付いていない。

　綺き麗れいなもんだ。

　さなぎから蝶ちようになるように、リリアは変身していた。

　と言っても、姿は蝶からさなぎになったようなもんだが──

　リリアの表情は、冷ややかだった。何の感情も表れていない、無の表情。

　さて、どうする？

　もう一度思念の力を集めることなんか出来ない。

　ミストルティンは、もうないんだ。

　ひゅっと風を切る音がした。

　続いて、ボンと空気を突つき抜ぬける音がした。

　それは、俺の背後からだった。

　驚きと焦あせりに、俺は目を丸くして振り返る。

「ハルナっ！　ハルナ──────っ！」

　リリアは俺をすり抜けて、ハルナを狙ねらったんだ。

　ハルナの顔面を摑つかみ、壁に後頭部を叩たたきつけたんだろう。壁にヒビが入り、ハルナは床に倒れ落ちる。頭からどくどくと血が溢あふれ、床を塗ぬらしていった。

　ハルナのそんな姿を見せられて──ぶち切れない訳がない。

「うおおおおおおおっ！」

　俺は、リリアに殴なぐりかかる。

　その前に──リリアの拳こぶしが、俺の顔面を捉とらえていた。

　ドンっっっっっっっっっっ！

「かはっ！」

　息が、止まった。

　凄まじい衝しよう撃げきだ。

　まさか、ずっと蹴りばかりやってたリリアが、拳を繰くり出してくるなんて。

　さっきの技わざも使っていない。ただの、パンチ。

　その一撃で、膝ひざから頽くずおれる。

　──なんだこりゃ。

　痛い。めちゃめちゃ、痛い。

　力が、入らん。

　一撃で……

　今までの攻こう撃げきとは、レベルが違ちがいすぎる。

「全力を出して──ごめんなさい」

　全力？

　全力だと？

　今まで、手加減していたってのか？

　あのバカげた攻撃の一つ一つが、甘い攻撃だったってのか？

　全力を出されれば、こんなにあっさりやられちまうのかよ。

　くそっ！　立ち上がらないと。

　ぐっと踏ふん張って、立ち上がろうとした俺のアゴを、リリアは蹴り上げた。

　ごろごろと地面を転がる。

　なんなんだよこれは。

　う、動けねえ。

　ハルナ……ハルナ……ハルナっ！

　大だい丈じよう夫ぶか……？　まさか……死んでなんかいないよなっ！　ハルナっ！

　痛すぎて、うめき声しか出ない。

「ごめんなさい。次で──殺します」

　リリアが、涙なみだを流していた。あいつの感情が、イマイチよく分からん。

　殺す──だと？

　俺を？

　すでに死んでいる、俺を？

　どうして、痛みを感じたんだ？

　どうして、俺を殺すなんて言う？

　どうして、俺を殺せるなんて言うんだ？

　そうなのか？

　リリアの最終形態。

　それは、ネネさんと同じような力を持ってるのか？

「無効化、してるのか？」

　必死に、呟つぶやいた。アゴが動かないから、言葉になってるのかも疑問だ。

「違います。ごめんなさい。むしろ、あなたに力を与あたえてるんです」

　は？

「死ななくなる力の上から、いつでも死ねる能力を被かぶせて付加させてるんです。あ、……どうしてだろう。私、言っちゃいけないことなのに」

　リリアは口を押さえる。

　俺も不思議だが、リリアは敵である俺にわざわざ何をしているかを教えてくれる。

　それは、冥めい途どの土産みやげというやつなんだろうか？

　そんなことが、出来るのかよ。

「今、やっと思いついたんです。『ゾンビ』に『人間』の能力を付加させれば、あなたを殺せるんじゃないかって」

　つまり、具体的にどういうことだ？




「私の一撃は──あなたを人間にする」




　そうだった。

　こいつは、ハルナほどじゃないが、ふうりんかにゃんや魔ま装そう錬れん器きといった数々の兵器を生み出してきた張本人で天才。

　俺は、ユーの力でゾンビになった。

　ユーのガントレットは、ネネさんが能力を付加して作られたモノだ。

　思念を力に変えるミストルティン改は、彩あや香かちゃんの能力が付加されている。




　そして、リリアは今、俺に『人間』という能力を付加させている。




　くそったれ。

　なんてこと思いつきやがったんだ。

　こんな土ど壇たん場ばで。

　殴られたところに、力が入らない。だが、他はちゃんと筋力強化が機能している。

　ダメージを受けた部分だけが、つぎはぎのように人間にされているようだ。

　まずい。そんな攻撃、どこに受けてもまずい。

　向こうは超ちよう人じんのままで、こっちは一いつ般ぱん人にされる？

　そこに待ってるのは、一方的な虐ぎやく殺さつじゃねえか。

　だが、死ぬほどじゃない。

　俺の存在が、特とく殊しゆだからだろう。

　こうは考えられないだろうか？

　俺は今、高校生で、魔装少女で、ゾンビなんだ。

　そして、人間にされる能力付加付きの攻撃を食くらえば、ゾンビではなくなり、一般人の魔装少女となる。

　一般人ではあるがミストルティンが残してくれた、思念の力で強化された魔装少女だ。

　痛みはあるが、耐たえられるダメージ。

　この仮説通りとすれば、同じ箇か所しよへの二発目は、魔装少女ではなく完全に人間にされる。

　つまり、もうリリアの攻撃は、連続で食らうわけにはいかない。

　でも、どうすりゃいいんだよ。

　動きは、全く見えない。

　避さけられる気がしない。

　切り札も、もう使っちまった。

　とにかく距きよ離りを取るんだ。俺は素す早ばやく起き上がり、バックステップでリリアから距離を取る。

　ハルナ。もう少しだけ待っててくれ。

　すぐに、治ち療りようしてやるから。

　こいつを倒して──こいつを──

　どうやって？

　あれ？　リリアの姿が、ない。

「──しまっ」

　また、リリアの可愛らしい小さな拳が、弾だん丸がんのように俺を撃うち抜いた。

　次は、レバーブローだ。

　視界が、ブレる。

　口から、様々な液体が飛び出す。

　ずん、と重い痛みが、全身を駆かけ巡めぐる。

　レバーブローは後々効いてくるような攻撃だが、リリアのそれは、即そつ効こう性があった。

　がくんと膝をついてしまう。

「ごめんなさい。そして──さようなら」

　続けて、リリアの右足が、下がった俺の頭を狙う。

　それはまずい。

　今それを食らったら──魔装少女から人間にされたら──首がもげるっ！

　ガキ。

　俺のこめかみへ放たれた蹴けりは、すんでのところで止まっていた。

「あ」リリアはそれがなんなのかを理解し、小さく声を上げ、そして俺から目を離はなした。

　別の場所へ視線を移す。

　そこにいたのは──

「間かん一いつ髪ぱつ──と言ったところでしょうか？」

　リリアの攻撃を止めたのは、エクスカリバー・マサムネの鞘さやだった。

　それを持つ者はただ一人。

　セラ！　お前──来てくれたのかっ！

「向こうはもう兵を退ひいたようだぞ。貴様も退いてはどうだ？」

　さらに、ハルナを止血するサラスの姿がある。水使いであるサラスは、血液をも操あやつれるんだろう。良かった。これで出血多量で死ぬことはないだろう。それでもまだ楽観視は出来ないが──

　それより、兵を退いた？　総指揮官が、リリアがここにいるのに、なんで？

「どうして──という顔をしているな。二人とも。傍はたから見ただけで確証はないのだが、どうやら──貴様の世界で新政府が発ほつ足そくしたそうだぞ」

「うそ……」

　サラスの言葉にリリアが目を丸くする。

　恭きよう順じゆん策、迎げい撃げき策、強きよう襲しゆう策。

　その三つ目を、俺たちじゃない誰だれかがやったんだ。

　そんなことをする奴やつは、一人しかいない。

　大先生か……あの人が、リリアと親衛隊のいない間に、ヴィリエを掌しよう握あくしたってことだな。

　さあリリア。こんなところでぐずぐずしてる場合じゃないだろ？

「歩あゆむ？　あなた、喋しやべれないのですか？　再生能力はどうしました？　先ほどまであれほど気持ち悪かったというのに」

　セラが驚おどろきの表情を浮うかべたあと、リリアを睨にらみ付ける。

　リリアが何かをしたということだけは理解したようだ。

　さっきの思念チャンネルは、セラにも届いていたのか。なんだか顔見られないわ。

「……女王よ、退け。この戦争は、貴様の負けだ」

　サラスは威い圧あつ的な態度でリリアに言う。

「……退きません」

　リリアは俯うつむき、体を震ふるわせていた。

　怒いかりか悲しみか。

「またここからっ！　全すべてを手に入れればいいんですっ！　私はまだ、負けていない！」

　リリアは涙を浮かべていた。

「全てを手に入れる──その精神には感服するが、戦争という手段はいただけない」

　サラスは水の剣けんを手に、臨戦態勢を取っていた。

「戦争して、何が悪いんですか？　意見の主張がぶつかり合うことの、何が悪いんですか？　平和のためにしているのに！　力を比べ合うのは、楽しいのに！」

　戦争して何が悪い──そんなこと、考えなくても分かるだろ。戦争に関係ない奴が巻き込まれるのが悪いんだ。

　戦争が楽しい？　それは、負けたことがないからだろ。蹂じゆう躙りんされる苦しみを、知らないからだろ。

　リリアに必要なことは──敗北を知ることだっ！

　大先生がヴィリエを掌握しても、ここで魔力の永久機関をリリアが手に入れれば、きっと形勢は逆転する。

「総員──掛かかれっ！　敵はただの一人だっ！」

　サラスの号令で、次々とガラスを破り、入ってくる。

　学ランを着たメガロ。マントを羽織った吸血忍にん者じや。

　先ほどまで、魔装少女の数に怯おびえていたが、今度は形勢が逆転していた。

　一いつ匹ぴきのメガロが、俺のところへやってきた。アメリカンショートヘアの、猫ねこだ。

　その猫がぺろぺろと俺を舐なめると──痛かった箇所がすーっと消えていく。

　治ち癒ゆ能力を持ったメガロか。

　はは、魔装少女がメガロに助けられるなんてな。

　この場にいったい、何人いるんだろうか。

　ハルナの意識は、まだ回復していないようだった。

「歩。再生しない訳ではなさそうですね」

　傷が癒いえた俺に、セラが怪け訝げんな表情を浮かべていた。

「ああ、俺自身のゾンビ能力を上書きされたんだ」

「と、言うと？」

「リリアに殴なぐられると、『人間』にされる」

「……それは、ある意味素す敵てきなことではありますね」

　皮肉で言ってるのだろうが、セラの言うことも一理あるな。

　夜の王も、リリアと同じ方法へ辿たどり着けていれば、ああはならなかったろう。

　だが、俺はゾンビでいたい。

　ゾンビになったことで、ユーを恨うらんだりはしていないんだ。

「とにかく、みんなに気を付けるように指示を出してくれ」

「必要ありません。すでにあなたとの会話は、全ての吸血忍者に聞こえていますから」

　彩香ちゃんの力か。あの子も、ずっと戦ってるんだな。

　純白のスクール水着姿の少女が黒い服を着たメガロや吸血忍者の波にのまれていく。

　どがん。と爆ばく発はつ音がして、黒い塊かたまりが吹ふっ飛とばされた。

　ドス。ガス。ボス。

　まるで、鬼おにごっこでタッチするように、リリアはメガロや吸血忍者の間を走り抜ぬけながら、触ふれていく。

　そう、それはパンチでもチョップでもなく、ただタッチしているだけに思えた。だがメガロは白い粒りゆう子しに変わり、宙を漂ただよっていく。

　吸血忍者も一人、また一人と倒たおれていく。

　最終形態のリリアからすれば、蚊かを潰つぶすようなもんなんだろう。

　時じ間かん稼かせぎにすらならない。

「はあああっ！」

　サラスもリリアの背後から水の剣を突つき刺さす──が、水の剣は突き刺さることなく、折れた。

　トン、とサラスの体を押すリリア。

　それだけで、サラスは意識を失い、展望台の外へと吹っ飛ばされていった。

　展望台に侵しん入にゆうしてきた仲間たちは、次々と倒れていく。

　どれだけの人数がいても、リリアには届かないのか？

　あと何匹、何人残っているんだろう。援えん軍ぐんは、もうすぐ全ぜん滅めつしてしまうだろう。

　そう思っていたときだ。

「呪じゆ文もんを、唱えろ」

　ハルナが、目を覚ましたようだ。

　涙なみだを流しながら、ゆっくりと起き上がる。

　傷は癒えてるが、それでもまだ頭がくらくらするんだろう。

　呪文？

　なんで……なんで泣いてんだよ。

「ノモブヨ、ヲシ、ハシタワ、ドケダ、グンミーチャ、デー、リブラ」

　ハルナが呪文を唱えると──変身した。

　ウェディングドレスのように豪ごう華かで、ひらひらやふりふりが沢たく山さんついたドレス。ウェディングドレスとの違ちがいは、ミニスカートであるという点だろう。

　俺は驚いて声が出なかった。

　魔ま装そう錬れん器きもなしに、ハルナが魔装少女に変身した？　なんで……どうやって……

「アユム！　呪文を唱えろっ！」

　ぐっと涙を拭ぬぐったハルナの真しん剣けんな眼まな差ざしに、俺は言われたとおりに呪文を唱える。

「ノモブヨ、ヲシ、ハシタワ、ドケダ、グンミーチャ、デー、リブラ」

　見る見る内に、俺の服装がハルナと同じ衣い装しように替かわっていく。

　これは……？

「根暗マンサーが──永久機関を起動し始めたんだっ！　有り余る魔力があれば、魔装錬器がなくても変身が出来る──あいつのようにっ！」

　びしっとハルナはリリアを指さした。

　確かに、リリアが魔装錬器を使っている様子は見受けられなかった。二段階目も最終形態でも。

　それは、有り余るほどの魔力があってこそなんだな。

　……ちょっと待て。今、俺たちにはそれと同じような魔力があるってのか？

　ユーが、永久機関を使って、魔力を与あたえてくれてるってのか？

「起動し始めたってことは──」

「あいつは今、命を削けずってる」

「どういうことだよ！　ハルナ！」

「ちゃんと永久に動かすためには、膨ぼう大だいな魔力が必要なんだ。魔力を注入して、そしてあとで起動するはずだった。なのに、魔力を注入しながら、こっちに流してるんだよ」

「お前命の危険があるのは二％だって言ってなかったか？」

「あーもうこのバユムがっ！　ガソリン頭からぶっかけ続けながら──何もないところに飛び込むのと、火を付けたところに飛び込むのでは話は別だって言ってんの！」

　火を付けたところ……それが永久機関の起動を意味しているんだろう。

「……なんでそんなことを」

「あいつを、倒すために決まってるだろっ！」

　ユー……お前……

　心のリンクが切れたことで、それでもリリアの魔力がなくなってないことで、最後の手段に出たんだな。

「歩とペアルックなんて──これが最初で最後でしょうね」

　セラもまた、俺たちと同じ衣装に身を包んでいた。足が長いと、ドレスが映はえる。

　吸血忍者は魔装少女に変身出来ない。

　タッチされるだけで、サラスすらやられてしまったんだ。

　そう──俺たちじゃないと、リリアとは戦えない。

「ハルナ。セラ。行くぞ。さっさとあいつを倒して──ユーを救うんだ」

「承知」

「あたしに指図すんなよなっ！」

　俺たちは三方から一いつ斉せいに、リリアへ攻こう撃げきを仕し掛かける。

　リリアは冷静に、俺たちの攻撃を捌さばいていった。

　セラの超ちよう高こう速そくの一撃は避さけられ、ハルナの結界剣は砕くだかれ、俺の一撃は手で弾はじかれる。

　だが──リリアの一撃を食くらっても、俺たちは意識を保っていられた。

　怒ど濤とうの連撃。

　俺たちには、意識リンクは必要なかった。

　今まで、どれだけ一いつ緒しよにいたと思う？　家族なんかより、ずっとずっと濃のう密みつな時間を過ごしてきたんだ。

　セラがどう攻撃するのか、俺がどういうタイミングで動くのかも理解している。

　俺が正面から突とつ撃げきし、殴られて倒されると、その後ろからセラが切りつける。

　さらにその死角から、ハルナが攻撃を仕掛ける。

　セラがやられた頃ころには俺が起き上がり、また攻撃に参加する。

　三位一体の連続攻撃。

　リリアは気功のように手を使わずにハルナを投げ飛ばしたり、セラの斬ざん撃げきを俺にぶつけたり。だがあと少し──あと少しなんだ。

　攻撃は、もうすぐ届く。

　ユー、待っててくれ。

　今、必ずこいつを──

「ごめんなさい。見切りました」

　リリアはぼそりと呟つぶやくと、俺の攻撃を避け、ハルナの攻撃を避けながら──セラにボディブローを仕掛けた。

　ハルナはすかさず結界でガードするが──ぱりん、とガラスでも割れたような音がして、セラの腹部を拳こぶしは貫かん通つうしていた。

「セラっ！」

　つい、名前を叫さけんでしまう。

　狼狽うろたえている場合じゃないってのに、体は竦すくんでしまう。

　それは、ハルナも同じだった。

「葉っぱの──」

「三位一体──崩くずれましたね？　ごめんなさい」

　次の瞬しゆん間かん、ハルナにリリアの蹴けりが炸さく裂れつする。

　ドン、という破は裂れつ音から察するに、それは、あの蹴り技だ。

　俺のときみたいに風穴は開かなかったが、ハルナは叫び声も上げられないまま、背中から倒れた。

「……これで、全すべて終わりです。ごめんなさい」

　最後は、俺の番だった。

　リリアはとん、とん、とツーステップで俺に近づき、回し蹴りを繰くり出してくる。

　今ちゃんと描びよう写しやしたように、その動きは、全て『見えていた』。

　俺はリリアの蹴りを、受け止める。

　ドン、と音がする。痛みが、腕うでを走り抜ける。

　なるほど、蹴りの一撃でゾンビ状態を無効化。銃じゆう撃げきのように蹴りを受けた部分がモロにダメージとしてくるんだな。

　だが、俺はそれを受けながら、リリアの頰ほおを殴なぐりつけた。

　ゴムまりのように床ゆかをはねるリリア。

「噓うそ……」

　信じられないと言った様子で、リリアは頰を摩さする。

「ざまあみろってんだ。ここへ送られてきた魔力を、全部アユムにまわしてやったんだ。計算に結構時間掛かかったけどな」

　息も絶え絶えな状態のハルナが、小さく笑う。

「だ、そうだ。リリア。お前は無限の魔力を持っている。だからそんなに強いんだよな」

　俺はさっきリリアがやったように、トン、トン、とツーステップでリリアに近づいた。

「今の俺も、そうらしいっ！」

　回し蹴りを、リリアがガードする。

　可愛らしい顔が、痛みに歪ゆがんでいた。

　魔力の永久機関を起動し、無限の魔力をユーが放出した。それを、ここへ流してくれた結果、みんなが変身出来た。

　そしてその魔力は、ハルナによって全て俺に注がれている。

　ユーと、友紀と、ハルナと──

　俺は、繫つながっている。

「次から次へと──急なパワーアップなんて、卑ひ怯きようですっ！」

「しょうがないだろ？　俺は──主人公だからなっ！」

　俺の拳と、リリアの拳がぶつかる。

　ぶつかる、ぶつかる、ぶつかる。

　互ご角かくだ。

　ユーの気持ちは、ハルナの心は──世界の思念よりも強い。

　リリアに匹ひつ敵てきするほど、強いんだっ！

　それが嬉うれしくて、つい笑えみが零こぼれてしまった。

　リリアには、楽しんでいるように見えるかもな。

「どうして──ただの人間にしているのに！」

　ああ、そうだな。お前の一撃は、痛えよ。

　今まで感じたことがないほどに痛え。

　ゾンビとして、俺は痛みから逃にげてきた。

　意識が消えてしまいそうな痛みが、絶えず襲おそってくる。

　でも、倒たおれる訳にはいかない。

　何な故ぜなら──




「ただの人間じゃねえ！　俺は、『魔ま装そう少女』だっ！」




　下あごを砕かれ、口から血が溢あふれる。

　肋ろつ骨こつを折られ、肺に刺ささる。

　呼吸が、ままならない。

　それでも、俺は──倒れる訳にはいかない。

　ユーのためにっ！

「二〇〇〇％っ！」

　腕は人間にされても、拳はまだ『死んでいた』。ゾンビの拳はリリアのクロスした腕の上から、リリアを弾き飛ばす。

　魔力での力は互角。それはつまり、魔装少女として互角だということだ。

　それに──ゾンビである力が加われば──

　ガードを弾かれ、リリアは驚おどろいていた。

　俺はさらに追撃して、攻撃の手を緩ゆるめない。

　リリアもそれに応戦し、拳を繰り出してきた。

　避けることなどしない、殴なぐり合あい。

　フットワークもクソもない、意地の張り合いだ。

　何発攻撃を食らったろう？

　意識がだんだんと薄うすれていく。

　くそ。もう魔装少女ですらない場所がいくつかあるな。

　左腕、脇わき腹ばら、太もも。

　リリアは戸と惑まどっていたせいか、それとも俺が怯ひるまないから無む駄だだと感じたのか人間にする攻撃を怠おこたっていた。あれをずっと続けていれば、勝てたろうに。

　それほど、必死だったのだろう。

　その間、俺は力を溜ため続けていた。

　六〇〇〇──八〇〇〇──

　一〇〇〇〇まで行きたいところだったが、どうやら八〇〇〇％強が限界らしい。

　この一撃で、決めるっ！

　俺はリリアに倒れ込むような形で、最後の一撃を繰り出した。

「ごめんなさい。それを食らうわけにはいかないんです」

　リリアは、とん、と後ろへ跳とぶ。

　俺は思わず口を開けて「あっ」と言ってしまった。

　ここまで来て、避けるのかよ！

　くそ。俺が力を溜めてることを、気付いていたんだ。

　人間にする攻撃を止めたのも、フェイク。

　俺に、全てを乗せた一撃を撃うたせるため。

　全身全ぜん霊れいの一撃を、避けるために、わざと隙すきを見せていたんだ。

　リリアの体が、少しずつ、少しずつ遠のいていく。

　足が、動かねえ。

　くそ、せっかく溜めに溜めた渾こん身しんの一撃なのに、やっぱり──奴やつには届かないってのかよ！

　最後の最後で──

「逃がしません」

　がし。

　リリアの細い足を摑つかんだのは、倒れて意識を失っていたはずのセラだった。

「くっ！　このっ！　今度こそ殺しますっ！　ごめんなさいっ！」

「歩を補ほ佐さするため、ヘルサイズ殿どのを守るため──一〇〇回死んでも悔くいはないっ！」

「奇き遇ぐうだな。セラフィムよ。私も同じ気持ちだ」

　場外へ飛ばされていたはずのサラスが、リリアの腕にしがみついていた。

　意識を取り戻もどし、戻ってきたんだ。

　さすが吸血忍にん者じや様だ。

　我が家のヒーローは、最後までヒーローだった。

　片足と片腕を拘こう束そくされたリリアは、セラを踏ふみつけ、サラスを殴り飛とばす。

　その一いつ瞬しゆんの隙。

　それで、十分だった。

　ありがとう。お前らはホント──いい女だっ！

「うおおおおおおおおおおおおおおおっ！」

　リリアの目が、大きく見開かれる。

　そうだよな。臆おく病びようなお前だ。

　恐きよう怖ふを感じてるんだよな。

　わかってるんだ。

　これを食くらえば、全てを失うかもしれないってな。

「ごめんなさいっ！　止まれえええっ！」

　リリアの拳が、俺の頰を抉えぐる。

　が、止まる訳にはいかない。

　クロスカウンターで、俺の拳はリリアの可愛らしい顔に突つき刺さる。

　背中から床に打ち付けられ、バウンドしたリリアはパン、と変身が解けて裸はだかの少女となった。

　穢けがれの欠片かけらもない、綺き麗れいな体が床で大の字になり、起き上がらない。

　やった。

　ついに、やった。

「リリア、お前の夢や野望を、壊こわしちまった。────ごめんな」

　全てを込こめた一いち撃げき。ホント、何もかもを込めたわ。

　俺の体は、もう動かなかった。

　ああ……痛い……

　泣くほど、痛い。

　死にたくなるほど、痛い。

　死ねない。こんなところで、死ねない。

　だから、痛い。ずっと痛い。

「ユー……あいつのところへ……いかねえと……」

　あいつはまだ、戦ってるんだ。

　なのに、体が動かない。

　リリアめ。

　殺す気でやりやがって。

　……意識が……セラ……サラス……ハルナ……







　揺ゆれている。

　体が、揺れている。

　目を開けるとそこには、黒い服を着た──動物がいた。

「ペンギン？」

　それは、学ランを着た、ペンギンだった。

　メガロかっ！

　なんでメガロが、俺を背負って──走ってるんだ。

「もう目を覚ましたか。痛みはあるかい？」

「ああ、痛くないところなんてない──それよりお前メガロだろ？　なんで俺を担かついでんだ」

「喋しやべれるならば、予想よりも遥はるかに早い回復だ。──強くなったな」

「はあ？　何を言って──」

　紫むらさき色いろの霧きりが立ちこめる。

　すると──

「あ、相川？」

　目の前には、友紀の姿があった。

　隣となりには、横たわるセラやサラスやハルナ──それに、リリアまで。

　ペンギンはサラスのマントをはぎ取って、それを裸のリリアに被かぶせていた。

　振ふり向けば、東京タワーが聳そびえ立っている。

　移動、したのか？　スカイツリーから、東京タワーまで。

　辺りを見回す。

　木々は焼け、大地は焦こげ、ビルは折れ、歩道橋は二つに割れて、アスファルトは抉れている。

　痛々しい戦争の傷きず跡あと。

　一体何が──

　俺の身に何が起こったかなんて、どうでもいい。

　あのペンギンは、引き合わせてくれたんだ。

　霧は、悪あく魔ま男だん爵しやくの影かげのように、物体を移動させる能力なんだろう。

　ユーの体は、青く発光していた。

　友紀の背中から魔装兵器が現れている。

　しかしその姿は、人型ではなくなっていた。

　ただの四角いブロック。

　そのブロックに腕うでを差し込んだまま、ユーは静かに俺を見つめていた。

「ユー、もういい。もういいんだ」

　俺はふらふらしながらも立ち上がり、ユーの元へと歩いていくが、ユーは強く首を横に振った。

　近づくなって言いたいのか？　やめたくないって、言いたいのか？

「止まらないんだ。ちくしょう」

「ハルナ？　お前、意識が戻ったのか」

「永久機関に、魔力を吸われ続けてるんだ。このまま、あいつは永久機関の一部にされて──」

　死ぬ。

　その言葉は、言わなかった。

「どうすれば止められる？　ハルナ、お前なら分かるだろ！」

「わかんない。わかんないのっ！」

　ハルナは悔くやしそうに頭を振って、だんだんと地面を叩たたく。

「なんでもいいんだ。希望を、俺にくれ」

　どうすりゃいい！

　全部、上う手まくいったじゃねえか！

　あと少しなんだよ！

　もう、戦争も終わったんだ！

　神様──いや、この際誰だれでもいい！

　助けてくれよっ！

「これ、使ってみてはどうだろうか」

　声を掛かけられて振り向くと、そこには──栗くり須す先生の姿があった。

「先生……なんでここに？　いつから……」

「ずっといたさ。ネグレリアがここに来たときからね。怖こわくて隠かくれてたけど」

　そう言いながら、先生は俺にあるモノを渡わたしてきた。

　それは、ペンダントだ。

　見覚えのある、ペンダント。

　……これって……魔力吸引器かっ！　以前、学園祭の時にハルナと栗須が作ったやつ。

「どれだけ修理しても改良しても、一度しか使えないレベルにしかならなかったんでな。いつ使おうか悩なやんでたんだ」

　栗須は夢と希望を忘れず、ずっと元に戻る方法を探していたんだ。

「理論的には……いやでも……」

　それを手に取り、ハルナははっきりとしない口調で言う。

「あるんだな！　方法がっ！」

「でも……まだ出来るかどうかは──」

「やるしかないだろっ！　いつだってそうしてきた。──俺は、お前を誰よりも信じているっ！」

　俺の言葉に、ハルナは目をぱちくりさせてから「そうだよな」と呟つぶやきながら立ち上がる。

「……方法は、あたしらも永久機関に取り込まれることだ。この魔力吸引器を使って、みんなで魔力を集め、ユキノリにぶつける」

「ユーと一いつ緒しよに、命を削けずれってことか。なるほど、負担を分散させるってことだな」

「でも──魔力が足りなくなったら、魂たましいを削られる」

「ならば私も」

　セラも、目を覚ましていたようだ。

　みんな、ダメージが幾いく分ぶんか回復しているのは、またメガロに助けられたからだろうか。

「望むところだな。ユーだけに背負わせる訳にはいかない」

「……そうだな。やるしかない！」

　ハルナは魔力吸引器をぽいっと投げると、それを中心にぷく～っとシャボン玉のようなモノを作り出す。

　直径一〇メートルはあろうかという、巨きよ大だいなシャボン玉だ。

「魔装少女ハルナちゃんに出来ないことは、何もない！　これに手を入れて魔力を吸引し、ユキノリにぶつける。──ユキノリだって無事では済まないけど──覚かく悟ごはいいか？」

　猫ねこのように大きな目に、光が灯ともる。

「おう！　どんとこい！」

　友紀は笑えみを浮うかべて、両手を大きく広げた。

　ハルナがシャボン玉に手を入れると、シャボン玉の一部がうにょーんと伸のびて、友紀の胸に張り付いた。

「うあっ！」友紀が悲鳴にも近い、苦痛の声を上げた。

「おい！　大だい丈じよう夫ぶなのかよっ！」

「噓うそ噓うそ。ちょっと驚おどろいただけだ。──へへ、何にも、問題ないぜ」

　もう一度、笑みを浮かべる友紀。

「やりますよ歩」

　セラがシャボン玉へ近づいていく。

　けど、友紀が……ユーが……けど……

「やるしかないってあんたが言ったんだろっ！」

　ハルナに言われ、俺はびくりと体を震ふるわせた。

　信じるんだ。

　ハルナを、友紀を、ユーを、みんなを。

「友紀。少しだけ──耐たえてくれ」

　俺もセラも、シャボン玉に手を入れる。

　すると、体の力が抜ぬけていくような脱だつ力りよく感かんに襲おそわれた。

　吐はき気けもするし、頭痛もする。

　内臓をぐちゃぐちゃにかき回されてるみたいな感覚もする。

　それがどうした。

　それが、どうしたってんだ！

　俺たちに送られてきた魔力を、永久機関に、それを搭とう載さいしている友紀へ送り続ける。

「ぅくっ！　……ふっ……はぁ……」

　友紀の呻うめく声が聞こえる。だが、笑顔はそのままだ。

　心配をさせたくないんだろう。

　本当は辛つらいのに。

「……くそ。やっぱり」

「ハルナ？」

「やっぱり、あたしらじゃ足りないっ！　くそっ！　あたしはなんて……無力なんだ。根暗マンサーを、助けたいのにっ！　足りないんだ！」

　ハルナは泣いていた。

　その涙なみだを誰にも見られないよう、下を向いて、泣いていた。

　足りないのかよ。

　俺たちの思いじゃ、足りないってのかよ！

「だから、俺たちがいるんだ」

　……その声は………………誰だ？

　やたらとハンサムで紳しん士し的なペンギンがこっちへやってきたと思ったら、シャボン玉の中へ入った。

　あいつは、俺たちをここへ運んでくれた、メガロか？

　ペンギン……ペンギンの知り合い……紫むらさきの霧……霧だと？

　人を瞬しゆん間かん移動させられる霧。

　それを使える奴やつは、一人しかいないっ！

「あのペンギンっ！　お前、夜の王なのかっ！」

「ただの、友達だ」

　一言だけ答えるとそのペンギンは、白い粒りゆう子しに変わり、友紀の元へと向かっていく。

「ハルナ……メガロが……」

　体が消えていくメガロの姿に、俺は啞あ然ぜんとしていた。

「メガロの体は、魔力の集合体。魔力を奪うばわれるってことは、存在を奪われるってことだ。あいつ、無茶しやがって」

　ハルナがぐっと奥歯を嚙かみしめた。

　あいつ──せっかく念願のペンギンになれたってのに、その命を投げ出したってのか？

　その後ろから、ぴょんと飛び込む──見知らぬクマ。

　その後も、ザリガニやアリクイ、アライグマなど、様々なメガロが、飛び込んでいっては消えていく。

「こいつら……」

「メガロは元々、平和のために生まれた。今すべきことは、ユークリウッドのため、永久機関を作るため──平和を作るためだと──くかー」

　寝ねたーっ！　突とつ然ぜん手を入れたままネネさんが寝たーっ！

　ネネさんは、ここの防衛の要かなめだった。

　そして、能力を使えば使うほど眠ねむくなる。

　……気力で、ずっと起きてたんだろうな。

「やあ相川。面おも白しろそうなことをしているね」

　そこへアンダーソンくんもやってきた。肩かたには、ミミズクの姿もある。

「アンダーソンくん……やっぱり、戦ってくれてたんだな」

「いや、俺は戦力にならないからな。でも──良かった。やっとみんなの力になれる」

　そうイケメンスマイルを向けて、シャボン玉に手を入れる。

「ほっほー」

　ミミズクはアンダーソンくんの肩から飛び立つと、何を思ったか、栗須先生のところへ。

　そして、そのクチバシで──キスをした。

「うわっ！　な、何すんのよっ！　メガロの分際でぇ──あれ？」

　するとそこにいたのは、おっさん栗須ではなく、魔ま装そう少女クリスだった。

　やっぱり。やっぱりそうだったんだ。

　ハルナは、女王の呪のろいに対して免めん疫えきを持っている。

　それは、親おや譲ゆずりの力だそうだ。

　そしてあのミミズク。

　あのミミズクは──

「ほーほーほっほー」

　少し長めに鳴いたあと、ミミズクはシャボン玉の中へ──

「ダメだっ！　お前はっ！」

　俺が止めようとしたが、ミミズクはにっこりと笑い、そして消えていく。

　ハルナはその姿を、何も言わずに眺ながめていた。

　目に、涙をため込んで。

「あいつ──最後はなんて言ってたんだ？」

　ハルナはアンダーソンくんに問う。

「忘れないで、ハルナちゃん。あなたは誰だれよりも大きく、誰よりも強く生きなさい。そんなあなたが、大好きだから──と」

「……なんだよ。あいつ、母さんと同じこと、言うんだな」

　顔がくしゃくしゃになるぐらい泣きながらも、ハルナは必死に声を殺していた。

　誰よりも大きく、誰よりも強く。

　ハルナはどんなときも強気で、誰よりも自分を大きく見せようとしていた。

　そうか。ハルナの性格、いつもの振ふる舞まいは、母の遺ゆい言ごんだったんだ。

「はあ、やれやれ。楽しようと思ってたけど、この姿に戻もどされたなら、参加するしかないなぁ」

　やれやれと言いたげな表情のクリスがやってきて、バンと俺の背中を叩たたき、シャボン玉に手を入れる。

「やるじゃん！　お兄ちゃん」

　何をだよ。

　クリスが手を入れた直後だった。

「……もう、くそっ……あい……かわ」

　突然、友紀が倒たおれた。

「ストーップっ！　ストップだストップっ！」

　ぐっと涙を拭ぬぐったハルナがシャボン玉から手を抜きだして、両手をぶんぶんと振る。

「ど、どうしたんだハルナ！　友紀はどうなった！」

「……限界だ。やっぱり、この方法は無理があったんだっ！」

　悔くやしそうに自分を責めるように、ハルナは言葉を吐いた。

「どういうことだよ」

「このまま照射を続けると、ユキノリの体が持たない。ううん、もうすでに持もち堪こたえていない！　無茶しやがってこいつ！　全然気付かなかったじゃんかっ！」

「噓だろ……じゃあユーは？　ユーはどうなるっ！」

「……このまま止めれば、根暗マンサーは死ぬ」

　止めれば、ユーが死ぬ？

　止めなければ、友紀が死ぬ？

　噓だろおい。

「……でも、まだ方法がある」

「さすがハルナ。早さつ速そくそれをやろう」

「ユキノリを抱だきしめるから──あたしに、照射しろ。直接魔力を浴びなければ、被ひ害がいはこれ以上ヒドくならない」

「おい、まさかそれって──」

「あたしがあいつの……ユキの代わりになるって言ってんのっ！　魔力とあいつの間でクッションになって、あいつらを生かすのっ！」

　ハルナは初めて、友紀の名前をちゃんと口にした。

　人の名前をちゃんと言わないのは、自分の周りにいる人間が死んでしまうから。

　必要以上に関かかわらないための、予防措そ置ちだった。

　それを解禁した。それは、死を覚かく悟ごしたから。

「……おい、だからそれって──お前が死ぬってことじゃないのかよっ！」




「……そんくらい、分かれよな」




　ハルナは、今こう言ってるんだ。

　友のために自分が死ぬと。

　ユーが死ぬか友紀が死ぬかハルナが死ぬか。

　どれ一つとして、選べる訳がない。

「私が、代用出来ないでしょうか？　ここにいる者より、私の方が耐えられる可能性があります」

　セラが挙手をする。

「ダメだ。あんたは女王戦で体がボロボロになってる」

　ハルナが却きやつ下かする。

　そうだ。セラが死ぬなんて選せん択たく肢しも、選べない。

　……だとすれば、答えは一つしかないな。

「ハルナ。俺がやる」

「アユム？　何言ってんの？　これやり続ければ──」

「俺は、もう死んでるからな」

　そう言って、俺はハルナに微笑ほほえみかけた。

「そう、だったな。そうだよなっ！　その手があったっ！　よぅしアユムっ！　アユムで行こうっ！」

　ハルナはすっかり忘れていたようだ。

　毎日毎日、セラやお前に殺され続けてきた俺の存在を。

「歩──ダメです」

　セラが、小さく首を振る。

「言わなくていい」

　俺は唇くちびるに人差し指を当てて、しーっ。と子供を宥なだめるように言う。

　ハルナは失神していて知らないだろうが、セラは知っている。

　俺は今、リリアによってほとんど人間にされていることを。

　それは、俺自身も分かっていた。




　俺は、すでに死んでる。




　ハルナはこの意味を、何回死んでも大だい丈じよう夫ぶだと捉とらえただろう。

　それでいい。

　俺は、あのとき──

　京子に刺さされたあのときに、この世界に止とどまっている存在じゃなくなっていた。

　今日までこうしてバカなことをやってこれたのは、ユーのおかげで、言わばボーナスステージさ。

　一度なくなった命を、こうやって捨てられるなら、本ほん望もうだ。

　俺は意識を失っている友紀の体を抱きかかえて、ハルナやシャボン玉に背中を向ける。

「行くぞアユムっ！」

「どんと来い」

　魔力の照射が再開された。

　こりゃすげえ。

　痛いなんて感情、どこかへ行ってしまうな。

　熱い。

　痛覚神経を体から引きずり出して、もう一度強ごう引いんに押し込まれて、その摩ま擦さつで焦こげるほど熱を発してるような──

　……友紀、お前、こんなのをあの長時間受け続けていたのか？

　……あー、くそ。

　……怖こわい。

　……苦しい。

　……セラ、お前泣いてんのか？

　……あいつ、泣くときは凄すごいからな。誰かが慰なぐさめてやんねーと。

　……頭が、どうにかなっちまいそうだ。

　……座ってしまいたいな。足が震ふるえる。

　……ダメダメ。

　……ハルナに、気付かれる。

　……今まで受けてこなかった痛みを、神様が罰ばつとして全部与あたえようとしてるんだろう。

　……空を、見上げる。

「これ、何？」

　……メガロたちの白い粒りゆう子しが空へと上っていく中、空から落ちてくる、白い粒子。

　……その存在に、ハルナが目をぱちぱちとさせていた。

　……どうだ？　お前、ずっと見たがってたよな。

　……ハルナ。これが雪だ。

　……全すべてを埋うめて隠かくしてしまう。

　……寒くて、辛つらくなることもあるだろう。

　……だけど──それが解けた頃ころに、春がやってくるんだ。

　……ユーやお前が、俺のところへ来たように。

　……もう、意識が、混こん濁だくしてきた。

　こうして、俺の物語は終わった。

























　俺は、死んだ。

　……というか、死ぬほど痛かったが、なんとか助かった。

　あのあと、立ったまま意識を失ったそうで、結末は俺も見てないんだが、どうやら一命は取り留めたそうな。

　……格好つけて、死ぬ覚かく悟ごまでして、この様ざまさ。恥はずかしいわ。

　春休みが終わり、新学期が始まる。

　いつものように大きな事件が起こり、いつものようにそれを解決して、そしてまたいつもの生活に戻もどる。

　それが、俺の物語だった。

　しかし、今回の事件は、様々な変化をもたらした。

　ヴィリエはその存在を記き憶おく操作で隠すことをやめ、人々は魔ま法ほうの存在を知った。

　世界は複数あることを俺たちの世界は理解し、交流を図はかることになった。

　リリアは女王の座を退き、その後を大先生が継つぐのかと思っていたが、大先生の思おも惑わくは別にあった。

　次期女王は魔装少女たちが武力ではない方法で争そう奪だつすることになったそうだ。

　窓の外へ目をやり、俺は太陽の光を浴びる。

　暖かい、春の陽気だ。

「相あい川かわ～」

　そこへ、友ゆ紀きがやってきた。

　これまでなら隣となりのクラスである友紀は、チャイムが鳴ったら戻らなきゃならないため、立ったまま話をするが、友紀は俺の隣の席へと着く。

「お前、隣なのかよ」

「へへー。オレって運がいいんだぜ？」

　そう、俺たちは二年生になり、同じクラスになったんだ。

　魔力の永久機関は、未いまだに友紀の中にあるが、冥めい界かいとヴィリエが魔法技術を共有することで、その内取り出すことも出来るそうだ。

「相川くん……ユキちゃん……おはよう」

　続いて、平ひら松まつが入ってきた。

　平松の席は、一年のときと同じで先頭。教師が授業で平松を頼たよりたいときもあるからな。

　さらには、織おり戸と、三み原はら、アンダーソンくんまで同じクラスだ。

　何よりもびっくりしたのは──

「おはよう、クソダーリンよ」

　サラスまで、同じクラスだと言うことだ。

「なんでお前がいるんだよ」

　上級生だった奴やつが同じクラスに来るんじゃねえよ。どうにも作さく為い的な何かを感じざるをえない。

「留年したからに決まってるだろう？」

　まあ、吸血忍にん者じやからすれば、何年留年しようが痛くも痒かゆくもないのだろうが、自分の意思で残留するとは。

　サラスは俺の後ろの席に座る。

　後ろを見ずとも分かるが、恐おそらく──尻しりを眺ながめられているのだろう。

　……これは、色んな危機感が募つのるね。

　こうして、俺の静かな学校生活は、劇的に変化していくだろうことが分かる。

　いつもの──生死を賭かけたやりあいではなくなったが。

　それはつまり、俺の物語が終わったことを意味している。

「はあい、みんな座れー」

　チャイムが鳴るとほぼ同時に、教室へ名めい簿ぼと酒さか瓶びんを持った少女が入ってくる。

　その姿に、ざわめく教室内。

　なんで酒瓶持ってきてんだよ。というざわめきではない。

　誰だれだこの子。というざわめきだ。

「えー、クリスです」

　教きよう卓たくに名簿を置いて、自己紹しよう介かいをするクリス。

「……あの……え？　……栗くり須す……先生ですか？」

　平松が驚おどろきのあまり二度見した。

「そうだよ？　みんなが知ってるおっさんは、仮の姿だったのです」

　えっへんと小さな胸を張るクリス。

「ってことは──もしかして……なんだか授業前なのに頭が痛くなってきたわ」

　三原は混乱の余り、こめかみを押さえていた。

「そうです。クリスはヴィリエという異世界から来ました」

　おおー。という歓かん声せいが上がった。

　異世界は存在する。

　そう、テレビなり新聞なりインターネットで知ったが、それを目まの当たりにするまではにわかには信じられないだろう。

「くそっ！　どうして美少女だと気付かなかったんだ俺はっ！」

　織戸は頭を抱かかえていた。

　美少女だと気付いていたら、どうするつもりだったんだお前は。

「はい、じゃあここで転校生を紹介しまーす」

　さて、皆みなさんは『魔法少女モノ』というジャンルをご存じだろうか？

　ひみつのなんたらちゃんや、魔法使いなんたらちゃん。ミンキーなんたらちゃんにクリィミーなんたらちゃんからセーラーなんたらに至るまで。

　先天的魔法少女だろうが後天的魔法少女だろうが、共通する点が必ず一つ存在する。

　それは、『学校に通う』という点だ。

　俺の物語は、終わったと言っていいだろう。

　それは、ユーの物語だったのかもしれない。

　だが、ここからは違ちがう。

　恥ずかしそうに、一人の少女が教室に入ってきた。

　ここにいる人間は、皆みんなそれが誰なのかを知っていた。

　だから、別段驚きもしなかった。

「えー、年ねん齢れいとしては足りてないけど、完全にみんなより頭は良いんで飛び級でこのクラスへやってきました」

　クリスが雑に説明し、その少女は黒板の前に立つ。

　カバンを両手で持ち、俯うつむき加減だったその少女。

　改まってみんなと一いつ緒しよに勉強するなんて、照れ臭くさいのだろう。

「……頑がん張ばって」

　黒板に近い席である平松が、優しく声を掛かける。

　その声に、少女は決意をした。

　少し足を開き、手を腰こしに当てて偉えらそうにふんぞり返る。

　そして、その生意気そうな顔はにっと口角を上げた。

　ああ、そうだ。

　お前には、その表情が似合っている。

　黒板にクリスが名前を書き、少女はそこに手を叩たたきつけて言い放った。




「相川春はる奈なだっ！　よろしくなっ！」




　彼女は、何度もこの学校へ来ては、一緒に遊んできた。

　みんな春奈を歓かん迎げいし、大きな拍はく手しゆを送る。

　俺の物語は終わった。

　ここから、次期女王を目指す魔法少女の物語──

『魔装少女なんたらハルナ』が始まるのだった。







　春奈の高校デビューは、見事に成功した。

　これから俺は、あいつの物語の、脇わき役やくに過ぎないだろう。

　といっても、あいつの破は天てん荒こうを止めるだけだろうが。

　初日から人気者になった春奈は、色んな部活に引っ張りだこで、俺はそれには参加せず、一人、帰路につく。

　帰りにコンビニに寄ってから、墓場でおにぎりを食べ、家に帰る。

　夕焼けの空を見上げて、俺は笑え顔がおになっていた。

　人間ってのは、太陽を浴びないとダメになるな。

　寄り道もそこそこに、家へと帰ってきた。

　表札には、名字だけではなく、名前が刻まれている。

　俺たち、四人の名前だ。

　相川──歩あゆむ、春奈、優ゆう、静しず香か。

　父さんは俺の要望を全すべて聞き入れてくれたし、手続きは吸血忍者の連中がやってくれたそうだが、晴れて俺たちは『家族』になった。

　この表札は、俺が勝ち取った証あかし。

　全てを終えた証だ。

「ただいまー」

　家の中へ入り、靴くつを脱ぬぎ捨てて家に上がり、階段を上がって部屋へ。カバンを置いて、服を着き替がえて──今度は居間へと向かった。

　そこには、いつものように二人がいた。

「おかえりなさい。歩」

　と笑顔を見せたのは他ほかでもない。ユーだ。

　文化祭のときもそうだったが、魔力をほとんど失ったユーは、声を取り戻していた。

　朝起きたらおはようと言い合える。

　そんな当たり前のことが、俺は嬉うれしかった。

「ハルナの様子は、どうでした？」

　お茶を用意していたセラが、キッチンから顔も見せずに聞いてくる。

　セラの吸血忍者ではないときの偽ぎ名めいは、静香だったようだが、俺にはもうセラとしか呼べないな。サラスを綺き羅ら々らと呼べないように。友紀をメイルと呼べないように。

「あー、大だい丈じよう夫ぶ。あいつなら上う手まくやってるよ。今は部活選びしてるようだ」

「そうですか。さすがですね」

　ふふ、っとセラは嬉しそうに笑った。

「ところで、一つ聞きたかったんだが」

　俺は左手をユーに差し出しながら、気になっていたことをぶつける。

「何を？」

　ユーは小首を傾かしげながら、小さく聞き返す。

　俺の左手薬指には、見覚えのある指輪がはまっている。

　これは、以前悪あく魔ま男だん爵しやくが友紀の魔装兵器をコントロールするために俺へ渡わたした魔力制せい御ぎよ装置だった。

　この指輪を見て、俺はあのとき、どうして一命を取り留めたのかを理解した。

　膨ぼう大だいな魔力をぶつけられて、死にかけていたんだ。

　それをこの指輪で制御した。春奈とクリスがそれを提案した。

　まあ、その件は聞いていたんだが、一つだけ聞きそびれていたことがあったんだ。

「この指輪は、誰が俺に付けたんだ？」

　そんな俺の問いに、ユーは楽しそうな笑顔を見せながらこう呟つぶやいた。

「内ない緒しよ」

　俺は春奈がやったと思っていた。

　だが、俺が意識を失ったとき、ふと言葉が聞こえてきたような気がしたんだ。

　それは、俺が死んだときと同じ言葉。

「死なないで」

　あれはきっと、ユーの声だったんじゃないだろうか？

　だから、ユーに確かく認にんしたかったんだ。

　だが、その反応で、俺は確信した。

　指輪をはめて、俺の命を救ったのは──







　あとがき




　一番好きな二つ名は『氷結系最強（笑）』の木き村むらです。氷結系最強（笑）というフレーズ、五回ぐらい使ってるかもしれませんね。

　えー。長かった。

　この作品がこんなに長く続くとは思いもしませんでした。

　やっぱり作品ってのは三巻～六巻ぐらいでコンパクトに纏まとめないとぐだぐだしますよね。

　加害者と被ひ害がい者しやと探たん偵てい役を全すべて主人公に──という発想から始めたモノですが、結局最初の想定通りにはいかなかったなー。

　この最後にしたかったから、どうしても作中で春には出来ない。かといってもう一年やるほどのモノでもない。

　その結果、七巻辺りからずーっと冬で、これといったイベントもないというストーリーのデフレスパイラルに陥おちいっておりました。

　構想を始めたのが一〇年以上前で、自分の中のルールも忘れてしまうことが多々ありました。

　女性キャラにはセ『ラ』フィム、ユーク『リ』ウッド、ハ『ル』ナ、メ『レ』ンゲみたいに全員『ラ行』の文字が入っていて、吉よし田だ友ゆ紀きであるとか京きよう子こであるとかラ行が入っていないのは偽ぎ名めい──と区別していたのですが、すっかりこの設定を忘れて星ほし川かわ綺き羅ら々らなんて名前付けちゃったりとか。




　一いち人にん称しよう小説って、簡単なように見えてなかなかどうして、難しいことが多いです。

　主人公の知識以上のことは言えない。

　主人公が目にしたものしか言えない。

　陰かげで何が行われてるのかを主人公の予測で描えがくという方法を取ってきましたが、読みにくくしてるかなーと心配でした。

　文章量を減らしてテンポを上げてみたりとか、逆にいらない文章を挿そう入にゆうしてでも時間の流れを遅おそくしてみたりとか。

　読者の皆みな様さま方には、もっと伝えたいことが沢たく山さんあったのですが、これが今の私の限界でしょう。

　この一七巻冒ぼう頭とうで、三つの策を提示しましたが、どう考えても恭きよう順じゆん策が一番良いような気がして、それを如い何かに否定するかが大変でした。

　私は常々、こう思っています。




　作品に於おける『ラスボス』の言葉は、作者の持論である。

　そして、『主人公』はそれを一いつ般ぱん論で打ち砕くだかなければならない。




　さて、私の壊こわれた倫りん理り観かんが伝わったでしょうか？

　一巻一巻に込められたテーマとか言いたかったこと、提示したかったことがちゃんと存在するんです。

　例えば二巻、この巻は簡単に言うと友紀とキスして吸血忍にん者じやが暴走したりする巻なんですが、冒頭で歩あゆむがハルナに勉強を教わるシーンがあるんです。

　一見、ストーリー上では必要ないようなシーンですが、ここで言いたかったのは、ヴィリエの人間であるハルナは、方程式や過程を飛ばして結論を出そうとするということで、これだから異世界人は、と歩という一般論が呆あきれる訳です。

　その後、友紀とキスをして夫婦となります。

　方程式や過程を飛ばして結論を出そうとする。それは吸血忍者も同じだった訳です。

　皆さんは方程式や過程を飛ばしていませんか？

　これが言いたかったので、あの冒頭にしたわけです。

　なんてことを汲くみ取っていただけるような読者様がいたことを誇ほこりに思います。







　まあ、作品のことをだらだら喋しやべるあとがきなんか見たくないって人もいそうなんで、いつも通りの近きん況きようというか喋くりに移りましょうか。

　最近、年ねん齢れいを聞くよりも年代を聞くようにしています。

　例えば──

「学園ドラマと言えば何？」

　金八、ごくせん、教師びんびん、スクールウォーズ、ＧＴＯなどなど。

　大体の学園ドラマは分かる自信があったのですが──

「野ブタをプロデュースですかね」

　見てねー奴やつだわー。ジェネレーションギャップだわー。

「どういう奴？」

「いじめられっ子の堀ほり北きた真ま希きを人気者にするっていう──」

「どこが野ブタやねん！　トウキョウＸをプロデュースやんけ！」

「トウキョウＸ？」

　首を傾かしげられました。

　ジェネレーションギャップだわー。ジェネレーションギャップアワーだわー。

　国産黒くろ豚ぶたって言うべきだったかな。

　こんなボケすら、伝えられない。

　伝わらないと言えば、方言がありますよね。

　東北出身の人は上う手まく方言を隠かくしますが、関西人、特に近きん畿き圏けんの連中は、まあ～方言を隠そうとしない。

　むしろ、標準語をダサいとすら感じていることでしょう。

　それでも、テレビの影えい響きようかある程度の関西弁は通じるようになってきましたね。

　なんでやねんであるとか、ごっつであるとか。

　通じるからこそ、どこからが関西弁なのかが分からなくなることがあります。

　居酒屋でバイトをしてたころ──




「さらの奴はなおして、残りほかしといてー」




　はぁい、この文章を標準語に直せる方はいらっしゃいますかー？

　これが、一切通じなかった関西弁です。

　九割ほど言ってる意味が分からないと言われ、私は困こん惑わくしました。

　ちなみに正解は「新品は棚たなに戻もどし、その他はもう全て廃はい棄きして下さい」です。

　伝わったかな？

　拙つたない作品と伝わらないあとがきにお付き合い下さいましてありがとうございます。

　なんとかここまで来ることが出来、とりあえずは一安心かな。







　最後に謝辞を。

　ここまで読んで頂いた読者の皆様、本当にありがとうございます。

　イラストのこぶいちさん、むりりんさん。この作品は私の作品というよりも、お二人の作品のようなモノです。

　幾いく度どか代わった編集者様々及および、編集部の皆様。アニメ及びコミック関係者の皆様。

　お忙いそがしい中、頭脳労働を増やしてしまい、申し訳御ご座ざいませんでした。

　関かかわった全ての人に、ありがとう。

　それでは皆様──一八巻で会いましょう！
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